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  第１章 今日の状況と必要


  



  朗読：イザヤ五二・十三～五三・十二


  



  「誰が私たちの知らせを信じたのか？誰に主の御腕は現されたのか？」


  



  この「腕」という言葉は聖書の中で象徴的に何度も使われている言葉であり、人が力と支えを求めてそれに頼るものを意味します。この腕は人を示します。ある時は、その人は弱く、その腕は弱いと表現され、またある時は、その腕は強いと表現されます。この腕は人を象徴するものであり、時には民や国民を象徴することもありますが、常に強弱の状態を示します。ですから、「主の御腕」というこの句は、それが民や諸国民に関して使われる時、主が御心にかなうものに御力と支えを与えること、そのために自ら力を発揮されることを意味します。


  では、誰に対して主は自ら力を発揮されるのでしょう？誰に対して主は御腕を「あらわにされる」のでしょう（イザ五二・十）？「誰に主の御腕は現されたのか？」。


  聖書の例


  さて、聖書には、主の御腕が示されたとても多くの出来事がある一方で、この句によって特徴付けられる特定の数々の場面があります。たとえば、主がイスラエルをエジプトから連れ出された出来事では、主が御腕を現されたこと、主が御腕を伸ばされたことが繰り返し述べられています。この出エジプトの出来事は、主が御腕を示された顕著な機会、主が「御腕を下された」（イザ三〇・三〇）顕著な機会として、たびたび述べられています。イスラエル人を連れ出すために、主の御腕が「現され」ました。神がご自身の民のためにパロとエジプトを取り扱われたこの物語をすべて読むと、この出来事はすべて主の御腕に集約されることがわかります。それは主が御腕を現されることだったのです。もちろん、これは一つの絵図にすぎません――これは選びの民をこの世と暗闇の王国から解放することでした。しかし、そのために主の御腕が現されるのです。


  また、イスラエルのバビロンからの解放を見てみましょう。この出来事は主の御腕が現された別の機会でした。「主は民を捕囚から連れ帰るために、バビロンの上に御腕を伸ばして、その支配者たちを引きずり下ろし、その軍隊を投げ倒された」（イザ四三・一四）と何回述べられているでしょう。これもまた象徴であり――純粋な証しを主の民の間で回復すること、失われた証しを回復することを意味します。「主の御腕は誰に現されたのか？」と問うなら、あるいは時制を変えて、「主の御腕は誰に現されるのか？」と問うなら、その答えは、「主の御腕はこの目的のためであり、この目的と関係している」、ということにあります。


  しかし、主の御腕が現された最高の例は、イエスの復活と、彼が天で大能者の右手に上げられたことです。それに続く教会の初期の時代、主の御腕はなんと素晴らしく現されたことでしょう。使徒の働きの最初の数章を見ると、主の御腕が何度も何度も伸ばされていることがわかります。彼らが迫害されていた時、数人が祈りのために集まって、「あなたの僕たちに大胆さを与えてください。あなたの御手を伸ばして、しるしと不思議を行ってください」（使四・二九～三〇）と祈りました。ヘロデはこの御腕によって打たれました。タルソのサウロもその同じ衝撃力によって打たれました。多くの場所で多くの事が起きました。主が御腕を現しておられたからです。


  また、新約聖書の最後に至る前に、イスラエルの国全体が主の御腕に直面しました。主の御腕が現されて、イスラエルの国を完全に打ち倒し、散らしてしまいました。この破壊はとても徹底的なものだったため、イスラエルの元々の統一はいまだに回復されていません。まだあります――ローマ帝国は全軍をあげて主とその油塗られた者を攻撃しましたが、主の御腕に直面して、完全に滅ぼされ、帝国や国ではなくなってしまいました。これは主の御腕の現れの、歴史上のほんの数例にすぎませんが、「主の御腕は誰に現されるのか？」という問いに対する答えです。


  共通する特徴


  さて、これらの事例の多くには、共通点がいくつかあることに注意してください。


  第一に、世の勢力が神に逆らって立ち上がったことです。この世の諸勢力が、主とその油塗られた方に逆らって、その頭をもたげたのです。


  第二に、主ご自身の民の弱さや背教という状況により、それには主の栄光と主の御旨が関係していたということです。イスラエルをエジプトに残しておくのは、主の栄光に反することでした。主はアブラハム、イサク、ヤコブと契約を結ばれました。この契約があるにもかかわらず、イスラエルの子らをエジプトで束縛下にとどめておいて、彼らの力を悪の勢力に与えることは、啓示された主の御心の御旨に全く反することでした。イスラエルをエジプトに残しておくのは、神の栄光に全く反することでした。それは神にとって不名誉なことであり、啓示された神の意図に反することでした。主が御腕を現されたのは、彼ご自身の民の状況のためでした――このような事例がなんとたくさんあることでしょう。


  次に第三に、この状況の中から一人のとりなし手が叫んだことです。例えば、モーセです。彼はエジプトにおける民の状況に関して、その状況の中から神に触れました。ダニエルと彼と共にいた数人の人たちも、バビロンでのこの状況の中から、神に叫びました。使徒の働きには、そのような祈りの集会について記されています――選民が復讐を求めて叫んだのです。その状況の中からの叫び――これが何度にもわたる神の介入に共通する特徴です。


  今日、これに関していくつか疑問が湧きます。この三点に関して、今日、過去のこれらの状況に対応する状況は存在するのでしょうか？このような状況は今日存在するのでしょうか？その答えは明白だと思います。世の諸勢力は主に逆らってその頭をもたげているのではないでしょうか？今日ほど、世の諸勢力が神の御座を攻撃している時は、かつてなかったのではないでしょうか？キリスト教の状況は主にとって不名誉なものではないでしょうか？主の真の証しは今日、啓示された主の御心に反する霊的状況に巻き込まれているのではないでしょうか？その答えもまた自明です。今日、この世を行き巡るなら、必ずこの二つのものに出くわして、圧倒されそうになります。悪のとてつもない力が、神に敵対しているのです！あなたはそれを感じ、それに出会い、それは至る所であなたに姿を現します。これは苦しいことなのですが、誇張せずに言うと、キリスト教全般の状況はそれよりもさらに苦しいものです。キリスト教は、神が御旨に関して啓示されたことと、大いに矛盾しています。時々、「キリスト教の最大の敵はキリスト教である」と言わざるをえなくなりそうになります。もちろん、私はごく一般的な話をしています。神の栄誉と栄光は今日、神の民の間の状況と深く関わっており、その状況は神にとって非常に不名誉なものです。今日、この二つの状況がまぎれもなくはびこっています。


  三番目の特徴についてはどうでしょうか？この状況の中から叫び声があがっているでしょうか？これについて多く述べるのは困難です――おそらく、「はい」とも「いいえ」とも言えるでしょう。多くの神の子供たちの心の中で、「状況は正常なものではない」という感覚がますます強まりつつあります――「この状況は神が意図しておられる状況ではない」という真の感覚があるのです。そして、多くの人の心の奥底には、神の民の間の状況が何とか変わることを願う叫びがある、と私は信じます。みなが大体満足している一方で、ごく少数の人がちらほらと叫んでいます。中には、状況を認識・理解している叫びさえあります。その叫びは、「主はご自身の教会のために、今の状況とは異なる状況を望んでおられるはずです。この状況は決して神の水準にかなうものではありえません」という確信から生じた叫びです。もしかすると、私たちが予想しうる以上に、このような思いは強いものであり、その表れは大きなものなのかもしれません。主が何かを行うには、主はこのような叫びを得なければなりません。しかし、たとえそれがバビロンにいるダニエルと三、四人の人だけだったとしても、神にはそれで十分です。私はこの最後の点を大いに強調したいと思います。神に対する深い強力な叫びが、緊急に必要です。いずれ、この点に戻って来ることにします。


  主は再び御腕を現されるのか？


  この三つの特徴が確かに今日定着しています。ですから、今は主の御腕が一度ならず現されるべき時ではないでしょうか？「誰に主の御腕は現されたのか？」。前の時と同じように、ついに主の御腕は再び現されることになる、という期待を正当化する根拠は聖書の中にあるのでしょうか？私たちの祈りと期待を支持する根拠はあるのでしょうか？確かにたくさんあります！例えば、ペンテコステの日にペテロはヨエルの預言から引用しました。しかし、引用を終える前に、彼は途中でやめました。そして、その日、この預言はあるところまでしか成就しなかったのです。この預言の成就は御霊の傾注まででした。ペテロは、「これは預言者ヨエルが語ったことです」（使二・十六）と言いました。しかし、ペテロが数節引用したヨエルの預言は、その日に完全に成就されたわけではありませんでした。使徒の働き二・十九～二一をもう一度見るなら、この同じ預言には何か強力な事柄がいくつか含まれていたこと、そしてそれは後の日のためにペンテコステの日には保留されたことがわかります。それらの事柄は別の時のために保留されているのです。


  また、次の出来事をあなたは覚えておられるでしょう。主イエスは御霊の力を帯びて荒野から戻ると、ナザレに行き、安息日に会堂に入られました（ルカ四・十六～十九）。すると、巻物が彼に渡され、彼はイザヤ書六一章を開いて読み始められました。しかし、その預言を読み終える前に、あるところで彼は中断されました。「……主の受け入れる年」という言葉で彼は中断して、座られました。彼は「私たちの神の復讐の日」という言葉で終えることはなさいませんでした。預言のその部分は読まなかったのです。その部分は保留されて、いまだに成就されていません。


  それから、マタイ二四章二九節以降のような節があります。この御言葉は主の再来の日、最後に何が起きるのかを示しています。この御言葉は、終末における主の御腕の現れと神の介入のしるしで満ちています。この節の言葉の中にはヨエルの預言の残りの部分と同一の言葉がいくつかありますが、これは印象的ではないでしょうか？これらの事柄はまだすべて成就されたわけではなく、後の日のために差し止められているのです。


  黙示録についてはどう言えばいいのでしょう？この本に関する歴史的解釈、未来的解釈、他のどの解釈をあなたが採用したとしても、この書の焦点は完全に主の再来の日にあり、この事実からは逃れられません。この書は主の介入に満ちています――主は教会生活の中に、諸国民の生活の中に、そして暗闇の王国の中に介入されます。そうです、御言葉の中には私たちの期待を正当化する箇所がたくさんあると思います。最後に、主の御腕が大いに現されるのです。


  主の御腕が現される必要性
 （ａ）主ご自身の民の間で


  後で、この質問をすることにします、「主の御腕がいつ、どの人々のために、どんな状況に対して現されるにせよ、その現れはどのような原則に基づくのでしょう？」。さしあたって、今日、主の御腕が現されるとても大きな必要があるという事実に、私たちの注意を限定することにします。第一に、主ご自身の民の間に、この必要が存在します。その必要性は根強いものであり、差し迫ったものです。実に、この必要は個人的な個々の問題になっています。主が私たち一人一人と個人的に共に立てるかどうかは、とても重大な結果につながります――主は御力と大能を帯びて私たちの側に立ち、あなたや私のために個人的に御腕を示せるでしょうか？主はあなたや私にご自身を委ねて、「わたしは力を帯びて、この男性と共にいることができ、この女性と共にいることができます。わたしは彼らの傍らにわたしの力を置くことができます」と言えるでしょうか？これは凄まじく重要な問題です。


  また、私たちは地元にいる主の民の群れですが、主は御力で私たちを支えられるでしょうか？これもまた、とても重要な問題です。主は御力を帯びて私たちと共に立ち、「これこそわたしが求めてきたものであり、わたしが守りたいものであり、そのためにわたしの力を行使したいものです。わたしはこれと共にあり、この中にいます」と言えるでしょうか？これが究極的な問いです。もし主が私たちと共におられず、自由に御力を行使して、私たちのために力強くご自身を示せないなら、どんなことも――私たちのあらゆる奮闘、教え、時間や力の支出も――何の役にも立たないのではないでしょうか？


  個人や地元の群れに言えることは、この世にいる神の民にも言えます。なぜなら、神の民全体がこの世界情勢の中に巻き込まれており、主の御腕以外の何ものも彼らを救えないからです。ただ一つのものだけが主の民の今日の必要と状況に応じられます。それは、主が御腕をあらわにされることであり、主が力強い御腕を「下される」ことです。


  （ｂ）この世において


  しかし、これが主ご自身の民の間でこの三つの意味で言えるとするなら、この世、この不正で邪悪な世はどうなのでしょう？おそらく、私たちがきわめて深刻な論争を時として主としそうになるのは、この点についてでしょう。正直に言うと、私はこれまでこの世界の大半を巡って、色々なことを見てきたのですが、時として次のような疑問が私の心に湧き起こることがありました。「ああ、主よ、このようなことが続くのを、あなたはどうして忍んでおられるのですか？あなたは御位についておられるのに、どうしてこのようなことを耐えておられるのですか？」。誇張して言っているのではありません。ロンドンから数時間しか離れていない所で、私はあなたにあるものを示すことができます。それを見るなら、あなたは恐怖して、「ああ、神よ、この被造物をすぐに終わらせてください！」と叫ぶでしょう。この悪と苦難はこれほど酷いものなので、主の御腕以外それに対応できるものはありません。


  これが今日に対する言葉です。そこで、次の質問をすることにして、後でできるだけそれに答えたいと思います。主の御腕はどのような原則に基づいて現されるのでしょうか？なぜなら、ある意味、この御腕は管理されており、その現れには条件があることを、私たちは理解しなければならないからです。主の御腕がいわば麻痺している時もあるのです。そのような時、主の御腕は縛られていて、動くことができず、不自由です。「主は民の間で縛られている人のようであって、動くことができない」（エレ十四・九）が預言者の叫びでした。主の御腕を治めている数々の原則や霊的法則があるのです。御腕を必要としているのが、私たち個人であれ、地元の群れであれ、教会であれ、この世であれ、私たちは主が御腕の力を行使される根拠を理解しなければなりませんし、主が御腕を上げて、それを伸ばし、ご自身の力強い活動を行われる条件を理解しなければなりません。


  すでに述べたように、この問いにすぐには答えません。後で答えます。とりあえず、主の御腕が現される必要性というこの問題の全体像を示したいだけです。あなたが新たにこの必要によって捕らえられるよう望みます。「主の御腕よ、起きよ！」（イザ五一・九）。この御言葉が私を何週間も突き動かしてきましたし、特に極東を巡っていた時にそうでした。この多くの面にわたる世界情勢の中、主の御腕がなんと必要とされていることでしょう。これを別の言い方で述べることもできます。「おお、主が何かを行ってくださいますように――本当に何かを行ってくださいますように！」。今日、主の御腕の現れが必要であるという感覚を主がご自身の民に与えて、私たちを前進させてくださり、私たちがまず叫び声を上げて、次に、主の御腕の動きを支配しているこの数々の法則と一致するようになるなら、このメッセージには価値があったことになりますし、実際に大いに役に立ったことになります。


  心からの叫びの必要性


  まず第一に、この地上の霊的不正に対して叫ぶ必要があります。この世に働くこの霊的不正から生じている、私が見聞きしたことの中からほんの少しでも、あなたたちに話せればよかったのにと思います――人々は命を奪われ、引き裂かれ、苦しめられており、家庭を破壊されています――ああ、これは恐ろしい物語です。これは全く悪魔的な悪です――悪魔的計略・狡猾さにほかなりません。そして、この悪は人々を通して、この世から神を追放すること、神に属するあらゆるものを追放することに、全く専念しています。これは全く邪悪です。この悲しみと苦しみに、私たちは毎日出会って接触していますし、今日、この世界のどこかで依然として続いているのを私たちは知っています。しかし、それを描写するのは不可能です――全く非人間的なのです。今日、この地上で行われている事柄のこの悪魔的性格を、言葉で表現することはできません。ああ、この霊的不正に対して主の御腕をもたらす、天への叫びが必要です――なぜなら、これは霊的不正だからです。人はたとえ最悪の状態にあったとしても、自分だけでこんなことをしでかすとは、私は思いません。


  次に、「クリスチャン」という名を帯びている人々の一般的な霊的状況によって主は不名誉を被っておられますが、これに対する叫びが必要です。これもまた恐るべき物語です。そうです、「クリスチャン」と名乗っている人々の間で、主は実際にこの困難に遭っておられるのです。いわゆる「クリスチャン教会」によって主の御名が被っているこの不名誉に対して、叫びが起きる必要があります。


  また、神の偉大な御旨についての皮相的な理解に伴う、あまりにも安直な満足感に対して、叫ぶ必要があります。神の偉大な御旨に対する皮相的で安直な姿勢がまかり通っていますが、これに対して私の魂は再三怒りを覚えました。「永遠から永遠に至る」神のこの途方もない御旨が啓示されているのに、それにもかかわらず、霊的な事柄に対する姿勢は「まあ、いいでしょう。少しだけで十分です」というものなのです。大きな満足を与えるには、ごく少量で十分なようです。神の御旨の偉大さに関する観念が少しでもあなたにあって、あなたがそれを言い表したとしても、皮相的で華やかなキリスト教はそれをすべて取り去ってしまいます。これを見て、あなたの心は引き裂かれそうになります。まるで、この騒々しい華やかなキリスト教には、御子に関する神のこの途方もない御旨にかなうものが何かあるかのようです。これにあなたは憤慨し、心の底から憤ります。神の偉大な御旨に置き換わって、その地位を横奪するものに対して、神の民は心から叫ぶ必要があります。


  預言者イザヤが神の民イスラエルと諸外国の中に見いだされる諸々の悪によって圧迫された時、彼は大声で叫びました、「ああ、あなたが天を裂いて下り、あなたの前に山々が震い動きますように。（中略）あなたは、私たちが期待しなかった恐るべき事をなされた時に下られたので……」（イザ六四・一、三）。「ああ、あなたが天を裂かれますように」！この世を行き巡って、状況を感得するだけで、この叫びがあなたの内に生じます。しかし、このような時代にあって、神の栄光のために、このような叫びを自分の内に生じさせてくださるように、この「内なる」叫びに自分を加えてくださるように、主に求めてください。自分をこの必要不可欠な道具また器の一部としてくださるよう、主に求めてください。例えば、ダニエルとその友人、エステル、モーセ、エルサレムでの「祈りの集会」、このような他の多くの器のようにです。このような器の叫びは天に届いて、この御腕をもたらします。なぜなら、「このゆえにイスラエルの家はわたしを尋ね求めるべきである」（エゼ三六・三七）が決定的な原則だからです。主の御腕は成り行きで「現される」ことはなく、主への叫びに対してのみ現されます。「昼も夜も神に叫んでいる選民のために、神が復讐してくださらないことがあるでしょうか？わたしはあなたたちに言いますが、神は復讐してくださいます」（ルカ十八・七、八）。神は復讐してくださいます――しかし、そのためには叫ぶ選民が必要なのです。


  主は私たちをそのような者にしてくださいます。これが厳粛な言葉であることを私は承知しています。しかし、今は真剣になるべき時であり、現実の状況に直面すべき時です。万事順調であるかのように、愚者の楽園に居続けてはなりません。今日、叫びを神に至らせる必要があります。この大いなる必要にとても身近に触れることなく、これを述べることはできません。極東の状況を少しでも見たことがある人なら、こう感じずにはいられませんし、戻って来る時、「ああ、この状況について、神の民が叫びますように！」と心の中で言わずにはいられないでしょう。ですから、私は最初にこれを強調することにします。そして後で、主の動きの土台について見ることにします。


  



  第２章 御腕の意義


  「主の御腕」という語句の意味についていくらか考えて、それは主の御旨と全く一致している人々に与えられる助け、支え、主の御力を示すことを見たので、今、この質問をすることにしましょう。主のこの助けと支えの真の意義は何であると、神の御言葉は示しているのでしょうか？主の助けを受けることについて考える時、私たちは何を考えているのでしょう？


  主の御腕とは何を意味するのか？


  私たちはみな、主の助け、主の支え、主の御力を得たいと願っています。主が私たちと共に、私たちの傍らにいてくださり、私たちのために恵み深い無限の御力を行使してくださることが、結局のところ、人生で最も大事なことです。これは私たちクリスチャン一人一人にとってそうであるだけでなく、教会や主の働き全体にとってもそうです。しかし、その意味が何か、私たちは実際に考えたことがあるでしょうか？私たちは何を期待しているのでしょう？私たちを切り抜けさせてくれる主の助け、私たちを運び通してくれる主の助け、道すがら倒れないように見守ってもらうことでしょうか？だれかが道ばたに怯えた様子で立っており、踏み出して道を渡るのを恐れているのを見かけたとします。そのような時、私たちはしばしば腕を差し出して、「腕を組んで一緒に渡りましょう」と言います――腕！さて、この腕は助けであり、向こう側に渡るのを助けます。私たちが主に望んでいるのはこれだけでしょうか？私たちは主の御腕という言葉を常に使っているわけではありません。しばしば、それを別の言葉で表現します。私たちは恵み、豊かさ、他の多くのものを求めます。しかし、これはみな主の御腕に含まれます。私たちが実際に求めているのは何でしょう？


  さて、この助け、この主の御腕の意義は何であると、神の御言葉は示しているのでしょう？この質問に答える前に、私に少し次のことを言わせてください。これはきわめて遠くまで及ぶ、適用範囲の広い問題です。今回、私はたんなる聖書研究をしようとしているのでは全くありません。ここに示されていることにはみな、とても広大な実際的背景があります。私の生活には毎日、ほとんど絶え間なく、クリスチャン生活の問題、諸教会の問題、クリスチャン関係の問題に対して、助けを求める訴えが寄せられます。時として、昼夜くまなく、ひっきりなしに、そうなのです。手紙――時には長大な手紙――が別の場所にいる神の民の群れから届いて、それらの群れの嘆かわしい状況について知らせます。彼らは挫折し、制限され、失望して、行き詰まりと敗北さえも経験しています。それで、どうすればいいのか、助言と忠告を求めてくるのです。この一連のメッセージを与える背景には、このような実際の差し迫った必要があります。この問題はとても実際的な問題です。この点を私は強調したいと思います。


  なぜなら、結局のところ、これは「主はどこにおられるのか？」という一つの問題に帰着するからです。「主はどこにおられるのか？」。これに尽きます。どこに主を見いだせるのでしょう？主はどうすればはばかることなく私たちと共にいてくださるのでしょう？この問題には、次のさらに深刻な問題が含まれます、「主はこのことやあのことをどれくらい助けられるのでしょう？――主はどれくらいこの問題に介入してそれを引き受け、御力を示し、力強くご自身を示してくださるのでしょう？」。これこそ真にこの問題全体の核心です。主は制限を受けておられ、何か妨げがあるせいで、これらのことを行えないのでしょうか？これが最大の問題です。ですから、今日、主がご自身の民、教会、働きのために力強い御腕を示される根拠を私たちは知り、理解しなければなりません。


  ですから、「主の御腕が現されることは、実際のところ何を意味するのか？」という問いを発する時、神の御言葉の中から二、三のことがわかります。それは御言葉のかなりの部分を占めるものであり、様々な形や表現でこの問いに答えるものです。しかしまず、ここでまた中断して、挿話としてこう述べたいと思います。すなわち、イザヤ書五三章のメッセージこそ、すべてに対する答えなのです！おそらく、私たちはイザヤ書五三章を知っていると思い込んでおり、おそらく、それを暗唱することすらできるかもしれません。私はあえて言いますが、この章について私たちはほとんど知らないのです。この章は全聖書中もっとも包括的な章です。真の霊的理解力をもってこの章を読めれば、次のことがわかるはずです。すなわち、この一つの章は、私たちのあらゆる問いに答えるものであり、私たちの必要を満たすものであり、私たちのすべての問題を解決するものなのです！イザヤ書五三章の中に全聖書が含まれます。以下では、この章の範囲内にとどまることにします。


  （１）取った道の正しさの証明


  さて、主の民のために現される主の御腕が第一に意味するのは、それは彼らの取った道の正しさを証明するものであるということです。これを念頭に置いて聖書を読むなら、なんと多くのことがこの周辺を巡っているのかがわかります。自分の取った道の正しさが最後に証明されること、これはとても重要な問題であることに、あなたは同意されるでしょう。私たちがある道を取り、自分自身と自分の持ち物をすべてそれにつぎこみ、自分の人生をそのためにその中に注ぎ込んだのに、最後になって、自分が間違っていたこと、自分の取った道の正しさを主が証明してくださらないことがわかったとしたら、これほど恐ろしい悲劇的なことはありません。自分の取った道に対して最後に神から承認を受けること、これはまさにきわめて重要なことです――人々や悪鬼が何をしようとも、それに対抗して、それにもかかわらず、「この人は正しいのです！」と神が言ってくださることが重要なのです。結局のところ、このようにしてヨブの正しさが証明されたのではないでしょうか？この人は誤解やデマになんと多くあったことでしょう！しかし最後に、「わたしの僕ヨブは正しい」と神は言われました。神がこのように言ってくださることは、決して小さなことではありません。イザヤ書五三章でもそうです。何があろうと、神は取った道の正しさを証明されます。この「何があろうと」という句が、この章のかなりの部分を占めているのではないでしょうか？――矛盾や誤解の重さで潰されそうになります。しかし最後に、この僕の正しさが証明されます。神は「わたしの僕は正しい」と言われます。「主の御腕は誰に現されるのか？」。この人に――この人に現されるのです！


  この思想が聖書中至る所に見られます。神と共に歩んだ信仰の偉人たち全員について、この思想を見ることができます。なんと困難な道を彼らは進んだことでしょう！しかし最後に、神は言葉で擁護するだけでなく、きわめて実際的な形でも擁護して、「この人は正しい、この人は正しい」と言われたのです。これが主の御腕の意味です。これこそ主の御腕を求める時に私が欲しているものです。「おお、主よ、最後にあなたがその道の傍らに立って、『この人は正しかった』と言える道、そのような道を取ることができますように」。あなたはこれを願うでしょうか？このような結末にならないものは何であれ、何の価値もありません。


  （２）いつまでも残る命の実


  主の御腕の意義及び証拠と思われる二番目のものは、いつまでも残る霊的な命の実です。イザヤ書五三章十節、「彼は自分の子孫を見る」。すなわち、いつまでも残る霊的子孫です。彼の内にあったこの命は、新たな形と表現をまとい、今や永続する、確立された、壊せないものになりました。地上に生きて、自分の働きを行い、地上を去るだけなら――思い出はますますぼやけていき、過去へと消え去っていくだけなら――それにいったい何の意味があるでしょう？ある人々が好んで歌う、このとても重苦しい節にもこれが言えます。


  「時は、常に逆巻く潮流のように
 　すべての子らを流し去る。
 　子らは飛び去り、忘れ去られる、
 　夜明けと共に消え失せる夢のように。」


  しかし、これは極端な悲観主義です！これが私たちの相続財産であってはなりません。主のどの僕も、「忘れ去られ」、「流し去られ」、消え去って、何も残らず、蒸発するようなことがあってはなりません。いいえ、「彼は自分の子孫を見る」。主のすべての真の僕のために現される主の御腕は、次のことを意味しなければなりません。すなわち、一時的なものにすぎない、奉仕の形式や、その器と構造の表現が過ぎ去った後も、そこには壊せない何かが残るべきであり、常に前進し続けて、天で永遠に残るものにならなければならないのです。これが主の御腕です！これこそ、あなたや私が願ってやまない人生の証しではないでしょうか？確かに、これこそ私たちの人生を正当化する唯一のものです！大事なのは、あらゆる手を尽くしたか、この地上にいる間に多くの成果を示したか、ではありません。私たちが去った後も、働きが進み続け、子孫――滅びることのない霊的子孫――が生き続けることなのです。


  これが「主の御腕」という言葉で聖書が言わんとしていることです。主の御腕とは証印を押される主であり、状況に介入される主です。主の御腕は主から出たものを、壊しえないものとして確立します。あなたはこのような形で主の御腕が欲しくないでしょうか？私たちはみな、霊的に豊かに実を結ぶこと、霊的増し加わり、停滞しないこと、おしまいにならないこと、進み続けることを願っています。主のすべての真の僕について、これを見ることができるのではないでしょうか？――彼らが去った後、主がそこにやって来られ、彼らの務めの傍らに立たれます。エレミヤが去った後、主はエレミヤの傍らに立たれました、「エレミヤの口を通して語られた主の御言葉が成就されるために、主はペルシャのクロス王の霊を感動させて、彼が一つの布告を出すようにされた……」（二歴三六・二二、エズ一・一、ダニ九・二）。パウロはアジアの七つの教会で奉仕して、今や彼は去ります。しかし、主はこの七つの教会に戻って来て、ご自身の僕のこの務めを擁護されます（使十九・十、二六、黙一～三）。これが主の御腕です――主は、ご自身の僕の生涯によりご自身から出たものが滅びることを許されません。それは確立されます。（サムエルについて述べられていることと比較せよ。一サム三・十九、二〇及び二八・十七。）


  主の御腕が現される原則


  さて、最初の質問に戻ることにします、「主の御腕が現される原則は何でしょう？」。すでに述べたように、私たちは「自分はイザヤ書五三章をよく知っている」と思い込んでいます。しかし、この章を読むとき、たいてい私たちはこの章が示している方の悲しみ、苦難、贖罪に関する鮮やかな描写の言葉に熱中します。このエホバの苦難の僕のパースンと経験に夢中になります。そのため、「誰に主の御腕は現されるのか？」という冒頭の問いかけの途方もない意義を、すっかり見失ってしまいます。しかし、この問いかけがなければ、この章全体にはほとんど何の価値も意義もなかったでしょう。これについてもう一度考えてみてください。ここに記されていること――彼の苦難、彼の悲しみ、彼の贖罪――がすべて実現したとしても、もし彼のために主の御腕が現されなければ、いったいそれに何の価値があるでしょう？それは実現しました――しかし、その正しさの証拠はどこにあるのでしょう？それに対する神の判決は何でしょう？


  ですから、この章の内容は途方もないものであり、その悲劇は圧倒的に心を打つのですが、それはみな、「誰に主の御腕は現されるのか？」というこの一つの問いと関係しているのです。その答えは、「主の御腕は、この章がこのように鮮やかに描写している方に対して現される」というものです。この悲劇、苦しみ、誤解、デマをすべて被られた御方が、このような無量の感慨と哀愁と共に、ここに示されていますが、この御方に対して主の御腕は現されるのです。


  預言者はこの知らせ、この宣べ伝えに対する全世界の反応を見ます。イスラエルや異邦人も同じ反応を示します。「誰が私たちの知らせを信じたのか？」と彼は尋ねます。「私たちが宣べ伝えた知らせを誰が信じたのか？」。この知らせはすべて、人の子の日を仰ぎ見るものです。使者は出て行って、これを宣べ伝えました――それはなんという宣べ伝えだったことでしょう！この知らせはペンテコステの日に宣べ伝えられ、エルサレムからその周辺の領域全体に広まりました。しかし――誰がその知らせを信じたでしょう？その知らせに対するイスラエルや異邦人の反応はどうだったでしょう？預言者は、この福音の知らせに対するこの世の様々な反応について、霊感により予め鮮やかに知っていましたし、それに対する洞察力も持っていました。彼はこの問いを発して、この章全体を使ってそれに答えます。しかし、彼は「誰に主の御腕は現されるのか？」とも問うています。この世はこのように反応しました。大多数の人はこの知らせを拒み、拒絶して、この受難の僕の苦しみについて全く間違った解釈を造り上げました。それにもかかわらず、この御方に対して主の御腕が現されます。この御方の傍らにエホバは立たれるのです。


  主の僕


  これは私たちをこの問いの包括的内容全体に導きます。広い文脈を見るために、四二章に戻ることにします。「わたしの支持するわが僕、わたしの魂の喜ぶわが選び人を見よ。わたしはわが霊を彼の上に置いた。彼は異邦人に公義をもたらす」云々。しかし、「わが僕を見よ」というこの句は、五三章の文脈にも直ちに通じます。なぜなら、この句は五二章十三節と、言わば共鳴しているからです。実際、五二章十五節と五三章一節との間には決して区切りがあるべきではありません。なぜなら、この区分全体は実際のところ十三節から始まるからです、「見よ、わが僕は賢く事を行い、彼は高められ、上げられ、ひじょうに高くなる」。このようにして、私たちは主の僕について、主に対する奉仕の何たるかを、広い文脈の中でとらえることができます。すなわち、主がその正しさを証明してくださる奉仕とは何なのか、どのような僕の傍らに主は立ってくださるのか、広い文脈の中でとらえることができるのです。きっと、あなたも私もこれに大いに関心があるでしょう。私たちは、主から「わたしが支持するわが僕を見よ」と言ってもらえる者になりたいと願っています。「わたしが支持する者」という句は、「わたしが大能の御腕を現す者」という言葉を言い換えた表現にほかなりません。


  さて、「主の僕」というこの句を、イザヤは三重の方法で用いています。


  第一に（四一・八、四四・一、二、二一参照）、彼はこの句をイスラエルについて用いています。イスラエルは「主の僕」と呼ばれています。イスラエルが興されたのは、諸国民の間で主の偉大な御旨に仕えるためでした。しかし、イスラエルは僕として主の期待を裏切ってしまいました。悲劇的なことに失敗してしまったのです。


  次に、イスラエルの中から、神はひとりの御方、メシヤ、油塗られた者を起こして、この御方に「主の僕」という称号を移されました。「わたしが支持するわが僕（中略）わたしはわが霊を彼の上に置く」……「見よ、わが僕（中略）彼は高められ、上げられ、ひじょうに高くなる」。これがこの称号が使われている二番目の方法です。これを辿るなら、とても有益な学びになります。なぜなら、イザヤ書五二章から五三章は、新約聖書で十二回以上引用されているからです。まさにこれらの御言葉が主イエスに適用されているのです。例えばマタイによる福音書（八・十七)にはこう記されています、「イザヤによって語られたことが成就するために」。次にマタイは主イエスに関してイザヤ書五三章から引用します。「新約聖書全体はイザヤ書五三章の中に含めることができ、主のパースンと働きは『主の僕』というこの称号の中に含めることができる」と言うこともできるでしょう。


  イザヤがこの「主の僕」という称号を用いている三番目の方法は、忠信な信者たちを示す集合的・複数的方法においてです。五四章十七節（六五章十三節、十四節とも比較せよ）で、「主の僕」というまさにこの称号が主の忠信な民に対して与えられています。ですから、これには「あなたや私もこの偉大な神の証明にあずかれる」という意味があるのです。


  しかし、ここで立ち止まって、根本的な区別をしなければなりません。この区別は主イエス特有の僕たる身分及び特有の働きと、他の人々に関するものとの間のものです。これを常に心に留めておかなければなりません。なぜなら、イザヤ書五三章はキリスト特有の僕たる身分と、キリスト特有の働きについて示しており、他の何者も決してそれにあずかれないからです。そして、神に感謝すべきことに、他の者がそれにあずかることなど不要なのです！彼はそれをすべてご自身で単独で成就されました。今はこれをさらに詳しく追うことはしません。しかし、確かに私たちは主イエスの贖いの働きに決してあずかれませんし、この勝利の奉仕にもあずかれませんが、それにもかかわらず、私たちは奉仕の中に入りますし、その奉仕は主の奉仕と同じ霊的原則に基づくものなのです。これはとても重要です。なぜなら、これらの原則に基づいて主の御腕は現されるからです。


  キリスト特有の働きと僕たる身分


  次に、キリスト特有の働きと奉仕について二、三分見ることにしましょう。この区分は神が目指しておられる輝かしい目的から始まりますが、これに注目すると印象的だと思います。「見よ、わが僕（中略）彼は高められ、上げられ、ひじょうに高くなる」（五二・十三）。最初から目的を見据えること、その目的がどのように成就されるのかを見ることは、常によいことです。五三章のこの悲劇、この恐ろしい物語はみな――最後にどうなるのでしょう？さて、ここで神は目的を持って開始されます。彼は言われます、「これはこのような結末になります。事の成り行きにあなたはひどく悩み、落ち込むかもしれませんが、事の成り行きを告げる前に、わたしはあなたにその結末を告げましょう。この僕のパースンと働きをわたしは描写しようとしていますが、この僕は最後には高められ、高くなり、上げられるのです」。


  もちろん、この言葉は私たちを直ちに新約聖書の偉大な御言葉、例えば使徒の働きの一章と二章、ピリピ人への手紙の二章に向かわせます。「彼は死に至るまで従順になられました」。「神は彼を高く上げて、あらゆる名に優る名を彼に与えられました。それはイエスの御名によって、あらゆる膝がかがむためであり……」。ヘブル人への手紙一章、「彼は高き所で大能者の右手に座られました」。これは将来の結末ではなく、すでに起きた結末です！このようにして、この恐ろしい物語が導入されます。「彼は……であろう」というこの句が何度も繰り返されます。「彼は高められるであろう……彼は上げられるであろう……彼はひじょうに高くなるであろう。……彼は自分の魂の苦しみを見るであろう……彼は満足するであろう」。これは最初から確定済みなのです。これが正しさの証明であり、主の御腕です！この悲劇がすべて起きたとしても――それにもかかわらず、それが輝かしい結末に至るよう、主の御腕は案配するのです。「彼は……であろう」。何も起きていない時から――十字架や拒絶の前から――これは神のご計画の中で確立されているのです。


  あなたや私がキリストの奉仕のこの真の霊的諸原則にあずかるなら、私たちもまさにこのような結末を迎えるでしょう。結末がこうなるよう、神は案配してくださいます。「もし彼と共に苦しむなら、彼と共に栄光を受けることになります」（ロマ八・十七）。「もし耐え忍ぶなら、彼と共に治めるようになります」（二テモ二・十二）。


  この問題がどのように導入されるのかに注目したので、今、キリスト固有の僕たる身分の物語について見ることにしましょう。


  キリストの輝かしい苦難


  五三章には、主の僕の苦難の身代わり的性格を描写する十一の表現があります。


  一．「彼は私たちの苦悩を担った」（四節）
 二．「彼は私たちの悲しみを負った」（四節）
 三．「彼は私たちの咎のために傷つけられた」（五節）
 四．「彼は私たちの不法のために砕かれた」（五節）
 五．「彼は懲らしめられて私たちに平安を与え」（五節）
 六．「彼の打ち傷によって私たちは癒された」（五節）
 七．「主は私たち全員の不義を彼の上に置いた」（八節）
 八．「わが民の咎のゆえに彼は打たれた」（十節）
 九．「あなたは彼の魂を罪のための供え物とされた」（十一節）
 十．「彼は彼らの不義を負う」（十一節）
 十一．「彼は多くの者の罪を担う」（十二節）


  ここで使われている三つの言葉に注意すると、とてもためになります。この三つの言葉は彼が負われたものを描写する言葉であり、「不義」、「咎」、「罪」という言葉です。レビ記十六章を見ると、イザヤが何を言っていたのか、また聖霊がイザヤを通して何を示しておられるのかがわかります。


  「イスラエルの子らの汚れと、その咎、そのすべての罪のゆえに、聖所のために贖いをしなければならない。また彼らの汚れのうちにある会見の幕屋のためにも、そのようにしなければならない。」（レビ十六・十六）


  「そしてアロンは、その生きているやぎの頭に両手を置き、イスラエルの子らのすべての不義と、すべての咎、すべての罪をその上に告白しなければならない」（二二節）。ここにイザヤ書五三章の三つの言葉が出てきます。


  「こうしてやぎは彼らのすべての不義をになって、人里離れた地に行くであろう。彼はそのやぎを荒野に送らなければならない。」（二二節）


  「この日、あなたたちのため、あなたたちを清めるために、贖いがなされ、あなたたちは主の御前ですべての罪から清められるからである。」（三〇節）


  「これはあなたたちが永久に守るべき定めであって、イスラエルの子らのすべての罪のために、年に一度あがないをするものである。」（三四節）


  ですから、このイザヤ書には、贖いのやぎの働きに相当する働きが記されているのです。この言葉はこの章に完全にあてはまります。この苦難の僕は「贖いのやぎ」であり、不義、咎、罪を担って、荒野に、人里離れた地に追放されます。


  このことから、主の御腕について、キリストの奉仕との関連で、どのような結論を下すべきでしょうか？


  主の御腕
 （１）十字架に関して


  主の御腕とその意味はすべて、主イエスの十字架と不可分な関係にあります。この問題の核心・総計がそこにあります。あなたは主の御腕が欲しいでしょうか？正しさの証明が欲しいでしょうか？主に自分の側に立って支えてもらうこと、守ってもらうこと、運び通してもらうこと、ご自身を委ねてもらうこと、傍らにいてもらうこと、一生共にいてもらうこと、自分の信者たちの群れと共にいてもらうこと、主の働きのためにそうしてもらうことを、欲しているでしょうか？主の御腕は十字架と不可分な関係にあり、十字架の立場以外では主は私たちと共にいることは決してできないことがわかります。


  このメッセージの冒頭で、多くの場所で主の民の間に悲劇的な霊的状況が蔓延していることについて話しました。こうした状況の根本的原因は、個人的な会話や寄せられる手紙から、繰り返し明らかになります。その原因が次のような言葉で語られるのです、「私たちの間では、まだ十字架がその働きをしていないように思われます！」。そうです、これが原因です！いっそう深い十字架の働きこそ、このすべての霊的悲劇に対する唯一の答えであり、確かな答えなのです。このような働きがないせいで、主からの助けが全くないのです。イザヤ書五三章はすべてを網羅します。主の助け、主の臨在、主の御力、主がご自身を私たちと働きに委ねられるのは、主イエスの十字架の立場のみに基づきますし、その立場でのみ可能です。私たちは個人的にも団体的にも、この立場に立って生活しなければなりません。主の御腕は十字架によってのみ働きます。実に、「十字架こそ主の御腕である」と言えるでしょう。神が正しさを証明されるのは、十字架においてです。「十字架につけられたキリストは（中略）神の力です」――これが主の御腕です。


  （２） 苦しみの実である子孫に関して


  主の御腕はまた、主のこの僕の苦しみの実である子孫とも不可分な関係にあります。「誰に主の御腕は現されるのか？」。この御方に対してです。「彼は自分の子孫を見る」「彼は自分の魂の苦しみを見る」。教会は本質的に彼の苦しみの実であり、人々が造ったものや建てたものではありません。教会はまさに彼ご自身の苦悩と苦しみから生じたものであり、彼の十字架から生まれたものです。主の御腕はこれと不可分な関係にあります。


  ですから、あなたや私がその一部となることの重要性が、きっとおわかりになると思います。私は慎重を期して「その一部」という言葉を用いることにします。私たちには物事をあまりにも個人的なものにするきらいがあります――つまり、あまりにも多くの場合、私たちは大きな事柄の一部になることを好まず、自分自身の上に焦点を置きたがって、自分に焦点が置かれるなら幸いに感じるのです！「私はもっと偉大なものの一部にすぎませんし、何か別のことのごく一部にすぎません」と言わなくてはならなくなると――それをあまり面白く感じないのです！ああ、しかし、主の御腕はもっと偉大なものと結びついており、私たちはおそらくそのほんの一部にすぎませんし、私たちが主の御腕の恩恵にあずかるのも、全体の一部としてなのです。たとえば、主の御腕がある地元の群れと共にあったとしましょう。その場合、私たちが主の御腕を見いだせるのは、その地元の群れと実際に一緒になる時です。もし独立した個人的な道を取るなら、主の御腕を見いだせないでしょう。その立場に基づいて主は決して私たちのそばに立ってくださらないでしょう。自分自身の独立性や個人主義を放棄して（もちろん、個人的にそうしてはいけません）、主が全き興味と関心を抱いておられるものの中に入り込むことが、とても重要です。私たちはそのために生きなければなりません。なぜなら、そこに私たちは主の御腕を見いだすからです。


  （３）神の御子の正しさの証明に関して


  さしあたって最後になりますが、主の御腕とその意味はすべて、御子の正しさの証明と不可分な関係にあります。これこそ私たちの人生の試金石です！パウロは「私にとって生きることはキリストです」と言いました。そして、神はパウロの正しさを証明されました。存命中、彼にはなんという敵がいたことでしょう。そして、それ以来今に至るまで、なんと多くの敵がいたことでしょう！使徒パウロを貶めるために試されたことのない方法は何も残っていないほどだと思います。しかし、彼はかつてなかったほど偉大な地位に今日ついています。主の御腕はこの人と共にあります！なぜでしょう？彼にとって生きることはキリストだったからです。彼には唯一無二の関心がありました――それは神の御子の正しさを証明することです。主イエスに敵対していた前半生に関するパウロの悲しくて苦しい言葉を、もう一度読んでください。何度も何度も、彼は自分のしでかしたことを私たちに告げます――いかに教会を迫害し、男も女も牢獄に投げ込んだのかを告げます。しかし今、彼は全存在をあげて、最後の力の一滴に至るまで、かつて自分が迫害した方の正しさを証明することに打ち込みます。だから、神は彼と共におられるのです。


  これを覚えておいてください！神の御子の正しさを証明するために自分の人生を実際に注ぎ出すなら、神が共にいてくださるのです。もし自分自身や幾ばくかの働きに仕えて、何かをうまく運ばせようとしているなら、神はその全責任とそれに伴うあらゆる問題を私たちが負うよう放置されるでしょう。しかし、御子の誉れ、栄光、御名のための情熱を持とうではありませんか。そうするなら、あとのことは神が面倒を見てくださいます。


  「誰に主の御腕は現されるのか？」。以上述べたことが、この問いに対する二、三の答えです。私たちが主の御腕を見いだすのは、十字架の立場、御名の立場、主イエスの栄光の立場に立つときなのです。


  



  第３章 御腕が啓示される根拠


  このイザヤ書五三章には（これに五二章の最後の三節を含めることにします）、神聖な思想、神聖な数々の法則、神聖な諸原則が見られると信じます。それらは主の御腕が現されるための永続的な普遍的条件です。これらの神聖な思想が何かを見いだすために、探求を続けることにします。この記録が示しているように、表面上明らかにわかることがいくつかあります。


  この僕に対する人の姿勢


  まず第一に、きわめてはっきりとわかるのは、この主の苦難の僕に対する人の姿勢と神の姿勢の違いです。この二つの姿勢がきわめて明確に描写されており、全く異なる二つの領域を示しています。この御方――「わが僕」――に関する人の姿勢や判断についての記述は二つの区分に分かれます――第一に異邦人の区分であり、第二にイスラエルの区分です。


  （１）異邦人


  この知らせを聞いてその描写を受け入れた異邦人の反応は、五二章の最後の数節に記されています。「多くの人があなたに驚いたように（彼の顔立ちは損なわれて人と異なり、その姿は人の子と異なっていたからである）、彼は多くの国民を驚かす。王たちは彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らがまだ伝えられなかったことを見、まだ聞かなかったことを悟るからである」。


  （次の節である五三章一節に述べられている）彼についての「知らせ」が広まり、諸々の国民や王たちを驚かせました。彼らは驚き恐れて口をつぐみました。その描写を人々は驚きのあまり信じられず、黙り込んでしまいました。「誰がその知らせを受け入れたのか？」。この人々ではありません！彼らはとても信じられなかったのです――「こんな人が主の僕であるはずがありません！こんな人ではありません！これが主の僕だというのですか？こんなに弱々しい人を神は承認されたというのですか？断じてそんなことはありません！」。彼らは口をつぐみ、彼らの顎は閉ざされました。これが異邦人の反応です。


  （２）イスラエル


  （ａ）彼の生涯に対して


  イスラエルの姿勢はどうでしょう？彼の全生涯がここに記されています。まず第一に、彼の誕生と青年期に関して、彼は「乾いた地から出た根」として描写されています。ある意味において、この記述は正しい記述でした。なぜなら、ダビデの子孫は枯れ果てたように思われており、この国民は彼をこのように疑っていたからです。「彼には私たちの慕うべき美しさはなく」。彼がこの世に来られた時、栄光の輝きや知覚可能な光輝は何もありませんでした。結局のところ、彼は何者なのでしょう？彼はどこから来たのでしょう？もちろん、私たちはよく知っています。しかし、マタイとルカが記録を書いたのは彼が栄光を受けられたかなり後であることを、あなたは思い出さなければなりません。彼らは労苦して、彼の先祖を辿り、彼の誕生時の環境をすべて探しだすことに取り組みました。その記録は福音書の中に記されています。しかし、これらの記録はイスラエルの中では一般的なものではありませんでした。「調べて見なさい。ガリラヤからは一人も預言者は出ていない」（ヨハ七・五二）と彼らは言いました。「ナザレから何の良いものが出ようか？」（ヨハ一・四六）。彼が誕生された時、彼には生来の人の栄光や尊貴は何もありませんでした。彼は人間的威光を帯びずに誕生されました。彼の生涯については――ここには積極的なことよりも消極的なことが多く記されており、長所よりも欠点の方が多く記されています。彼には見るべき「姿はなく」、麗しさもなく、「私たちが慕うべき美しさもありません」。主イエスの容貌を思い描こうとしてはいけません。人々は彼をこのように見たのです。彼の相続財産は災いでした――「悲しみの人で、苦しみを知っていた」。彼の生涯は、人の嗣業であり経験である諸々の悲劇と関係しており、ただ悲しみと、苦しみと、災いのみでした――人々は彼の生涯をこのように見ていたのであり、これが人の判断でした。彼らから見ると、彼が主の油塗られた選びの僕、贖い主、メシヤであることを証明する積極的要素は何一つ見あたらなかったのです。


  （ｂ）彼の死に対して


  イスラエルは彼の死の「知らせ」を聞いた時、どのような判断を下したでしょう？イスラエルは彼をどのように見たでしょう？「乾いた地から出た根」です。それには何の美しさも魅力もありません。それは道で見つけたら、蹴って道からどける類のものです。彼らはこれをそう判断しました。「さげすんで、拒絶した」――これがイスラエルの判断でした。「悲しみの人で、苦しみを知っていた」。「これがメシヤだって！これが主の油塗られた者だって！これがエホバの僕だって！これがイスラエルの贖い主だって！いいえ、断じてそんなことはありえません！」。「人から顔を背けられる者のように、彼はさげすまれた。私たちも彼を尊ばなかった」。このような振る舞い、態度、表情を思い描くのは困難です。「彼は神に打たれた、と私たちは思った」。（神に打たれた！これが彼の十字架の意味です――彼はそれに値したのです！神が彼を打たれたのです！）「……神に打たれ、苦しめられた」。「神は彼の受くべき判決を彼の上に下し」。「人々は彼の墓を悪しき者と共に設け」――疑いなく、アリマタヤのヨセフが介入して、ピラトから彼の体を願い受けていなければ、これが起きていたでしょう。彼は悪人らと共に共同墓地の中に投げ棄てられていたでしょう。


  彼の死についてなんと完全に描写されていることでしょう！「虐待されても、自分を低くして、口を開かなかった。ほふり場に引いて行かれる小羊のように、毛を刈る者の前で黙っている羊のように、彼は口を開かなかった」。彼はほふり場に向かう者のようだったのです――なんと酷い、恐ろしい言葉でしょう！ほふり場！「神に打たれた」――これは十字架の解き明かしでした。「裁きによって、彼は取り除かれた」。実は、その時、彼の方が迫害者たちに対して裁きを執行しておられたのです。しかし、人々の見方はこうでした、「彼が裁きによって取り除かれるのは当然のことです。彼の特権をすべて剥奪し、彼の権利をすべて抹消しなければなりません。彼はそれに値するのです」。「彼は生ける者の地から絶たれた」。「神が彼を断ち切られました――神がそうなさったのです！」。これがイスラエルの判断であり、人の判断です。神聖な事柄、神聖なパースン、神聖な働きに関する人の判断は、全く外面的考えに基づいており、内なる実際については何も知りません。


  神のこの奇妙な道はなぜか？


  さて、このような反応をすべてまとめると、神が御腕を現す方向に向かって動かれる時の、神の深遠な道を目の当たりにすることになります。神の道はなんと深遠なのでしょう！なんと神秘的なのでしょう！なんと見いだしがたいのでしょう！そして、ああ、神の道がわかり始める時、それはなんと驚くべきものなのでしょう！私たちはこの御方が神の御子であり、人の贖い主であることを知っていますが、この御方に対して人の思いが下すこの解釈や判断について考える時、このような道は神の深遠な道であることを認めないわけにはいきません。神は動いておられます――常に動いておられ、堅い決意をもって、毅然として動いておられます――御腕を現す地点に向かって動いておられます。これが神の道だとは、凄くないでしょうか？


  さて、ここで二つの疑問が生じます。一つは、「なぜ世の人はこのエホバの僕に対して、このような普遍的反応を示すのだろう？」という疑問です。クリスチャンとしての私たちの観点からすると、人が普遍的にこのような判断や反応をすることができるとは驚くべきことです。しかし、事実、人々はそのような判断や反応をしたのです。さらに、これは依然としてそうであることを、私たちは知っています。この世の人々の考えからすると、この十字架につけられた御方には慕うべき点は何も見あたりません。


  第二に――おそらく、この疑問はこの問題全体の核心・根幹にさらに迫るものですらあります――「なぜ神は、人からのこのような反応を避けられない、このような道をわざわざ取られたのでしょう？」。この道は本当に奇妙です。まるで人からこのような反応を引き出すために、神はこの道を行かれたように思われます。なぜ神はだれからも認められる「全く愛らしい」御方、一目見ただけでだれからも受け入れられる立場にある御方を遣わされなかったのでしょう？なぜ神は御子を遣わすとき、威厳、光輝、栄光の中で遣わされなかったのでしょう？なぜ彼は最初に天からのあらゆるしるしを示して、すべての人が見るようにされなかったのでしょう？なぜ神は、このような反応を生じさせる道をわざわざ取られたのでしょう？神はわざとそうされたように思われます。そのような反応は必然的でした。イザヤが描いたように、この絵を描いてください、「彼の顔立ちは損なわれて人と異なり」――その姿は「人の子と異なっていた」。他にも詳しく記されています――次に、この絵を掲げて、「これがあなたの贖い主です！」と言ってみてください。神は人を驚かせて憤慨させる道を、わざわざ取られたように思われるでしょう。


  そして、神はそうされたのです！しかしなぜでしょう？


  人の間違った価値観のため


  今や、この現実的問題にかなり迫っています。人の価値観は全く間違っており、神はそれをご存じなのです。人の価値観は全く完全に間違っています――なぜなら、それは人の自尊心の所産だからです。次のような言葉は自尊心が傷つけられたからではないでしょうか。「こんな水準まで降りなければならないだって！自分の救いのために、そんなことを受け入れなければならないだって！こんな水準まで身を低くしなければならないだって！絶対嫌です！そんなことは人の性質に反します！」。そうです、これは人の性質には人の高ぶりによって生じた全く間違った価値観が備わっているためなのです。ですから、この受難の僕という思想は人の自尊心にとって侮辱であり、つまずきであり、人の価値観に対する挑戦なのです。まさにこの理由により、ユダヤ人も異邦人もこの知らせを受け入れようとしませんでした――自尊心がそれを許さなかったのです。私たちは次のように歌います。


  「素晴らしい十字架を見渡す時
 　私は自分の自尊心を全くさげすみます。」


  これが十字架の及ぼす影響であるべきです。しかし、そうではありませんでした。人はこのような者なので、人の自尊心はそれを受け入れようとしません。ですから、「彼はさげすまれ、拒絶された」のです。「彼には私たちが慕うべき美しさは何もありません」。


  私たちの主イエス・キリストの十字架は、誤った栄光をすべて断ち切ります。十字架は人の自尊心や尊大さのまさに根元を打ちます。十字架は人自身の威信や価値観に基づく生活の根元を打ちます。たとえ、この世の観点やこの世の価値観からすると、人はひとかどの者になって、それなりのものを得ることができたとしても、また、先天的あるいは後天的に、自分の頭脳や賢さによって、熱心に働いたり学んだりすることにより、何らかの地位、栄光、成功、威信を得られたとしても、もしあなたや私が神の御前でそのようなものに基づいて生活するなら、私たちもまた神の価値観と全く反する人々の同類と見なされるでしょう。


  人の高ぶりは十字架によって空しくされる


  実を言うと、私たちが十字架のもとに来る時、この世が正当な誉れと見なすものですら空っぽにされます――まさに下水に流されてしまうのです。タルソのサウロをご覧なさい――彼には何か誇るべきものがあったのではないでしょうか？彼は先祖から受け継いだ長所をすべて私たちに告げます。それらの長所を彼は誕生、しつけ、訓練、習得、成功によって得ました。彼ははしごの頂点に達しました。主イエスの十字架の前に来た時、彼はそれをどう思ったでしょう？それをたんなる「ちりあくた」と呼んだのです！彼にとって、人生はそれに基づくものでは全くありませんでした。それは神の御前に立つ立場として神の法廷では受け入れられないものであることを、彼はとてもよくわかっていました。もしあなたや私が心と霊と真実とにより「神の御子の交わり」――神の僕との交わり――の中に入るなら、このような道で私たちの天然的な価値観は消えていきます。私たちは先天的あるいは後天的に、何か誇るべきものを持っているかもしれませんが、そのようなものがすべて無に帰す地点に達するよう、私たちは定められています。とても注意深くしていないなら私たちの霊の命を脅かしかねないものが、それには常に含まれていることがわかります。


  私が述べているのは、もちろん、神の御前における私たちの生活をそのようなものの上に据えることについてです。「そのようなものには何の価値もない」と言っているのではありません。しかし、もし私たちがそれらのものを神の御前に持ち出し、勘案し、重んじるなら、私たちが誰の仲間であるかは明らかではないでしょうか？私たちは神と肩を並べられません。神は人の高ぶりをすべて低くされました。主イエスの十字架により、神は人の栄光をすべて断ち切られました。ここに記されているエホバの苦難の僕の絵は、あらゆる苦悩、あらゆる歪み、あらゆる恐ろしいもので満ちています。この絵は神の目から見た罪――高ぶり――の結果を示しています。神は人をこのようにご覧になります。高ぶりのゆえにこの知らせを受け入れようとしなかったこの人々について、神から見たそのありのままの姿が、十字架にかかっているこの人によって、ここに描写されています。彼は私たちの罪、私たちの不法、私たちの違反を身に負われました。私たちであるものがすべて彼の上に置かれました。神から見て、私たちはそのような者です。彼がその場所に置かれたのは、ご自身のせいではなく、私たちのせいでした。これがこの章全体の論旨です。


  しかし、神の御前で通用しないのは、それ自身は合法的で正しいものに基づく生活や、先天的あるいは後天的に得た長所や価値に基づく生活だけではありません。自惚れに基づく生活も通用しません。これはさらに巧妙なものかもしれません。確かにこれはさらに恐ろしいものです。ひとかどの者になる資格が元々ない人が、「自分はひとかどの者である」と思い込み始め、自尊心を表し、神の家の中で地位を得て、ふんぞりかえって歩きだしたとしましょう。これは主の僕の精神となんと対照的でしょう！「彼は叫ぶことなく、声を上げることなく、その声をちまたに聞こえさせることもない」（イザ四二・二）。彼には強引で、騒がしい、やかましい所が何もありません。それにもかかわらず、人々は神の家の中ですら地位を主張できるのです。彼らはやかましく自己を主張し、自分自身に注意を引こうとします。これは神にとってきわめて恐るべきことです。


  詩篇作者は言います、「あなたは真実を心のうちに求められます」（詩五一・六）。結局のところ、私たちに関する真実とは何でしょう？神の御前で、あなたや私に関する真実とは何でしょう？なぜなら、神の御前で物事は正しく量られるからです（一サム二・三）。使徒は言いました、「愛は高ぶりません」（一コリ十三・四）。高ぶる（puffed up）という句は、空気でいっぱいで他には何もないことです！愛は「高ぶり」ません。神の御前で人は誇ることはできません。神の御前に出る時、私たちはすっかり低くされます。これは常にそうでした――「彼を見た時、私は顔を伏せた」（エゼ一・二八、ダニ八・十七、黙一・十七）。


  ですから、人の価値観と神の価値観は対照的であることがわかります。なんという違いでしょう！この損なわれて傷ついた僕は、神の目から見て私たちがいかなる者なのかを私たちに示す神の方法です。神の道はとても深遠です。堕落した日から、人は常に自分自身に注意を引くこと、自分でひとかどの者になること、自分のために栄光を得ることを求めてきました。こうしたことにはみな、その核心に高ぶりがあったのです。高ぶりによってサタンは自分の高い地位から落ち、人も自分の高い地位から落ちました。そして、神はこうしたものをみな、主イエスの十字架によって拒否されたのです。「誰に主の御腕は現されるのか？」。だれだろうと高ぶった人に現されることはありません。神聖な委託の原則は次のとおりです。「わたしが目を留める人は、貧しくて霊の砕かれた人である」（イザ六六・二）。「主は高ぶる者を遠くから知られる」（詩一三八・六）。「心高ぶる者はみな、主にとって忌むべきものである」（箴十六・五）。


  ですから、一面において、主イエスの十字架は私たちの高ぶり、私たちの自尊心をすべて断ち切り、誤った価値観に基づく生活を断ち切ります。しかし他方、十字架は神の価値観を啓示します。神の価値観とは何でしょう？


  神の価値観


  ピリピ人へのパウロの手紙は、十字架に関する偉大な手紙ではないでしょうか？この手紙の二章はイザヤ書五三章を最もよく補完するものです。この手紙のこの部分がどう始まるのか聞いてください。


  「そこで、あなたたちに、キリストによる励まし、愛の慰め、御霊の交わり、優しい慈しみと同情が、いくらかでもあるなら、どうか同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、一つ心、一つ思いとなって、私の喜びを満たしてください。何事も党派心や虚栄からするのではなく、へりくだった心で互いに人を自分より優れた者と見なしなさい。」


  なんという要求でしょう！これは私たちの批判をすべて断ち切らないでしょうか？「批判すべきだ」と感じる人に対する批判ですら断ち切らないでしょうか？あの兄弟やこの姉妹には、何か華々しい欠点があるかもしれません――しかし、神だけかご存じなのです、私にはもっと悪い欠点があることを！


  「おのおの、人を自分より優れていると見なしなさい。おのおの、自分のことばかりでなく、他人のことも考えなさい。この思いを持ちなさい」――「思い」という言葉がなんと頻繁に使われているのかに注意してください――「この思いを持ちなさい。それはキリスト・イエスの中にもあったものです。この方は神のかたちでしたが、神と等しくあることを固守すべき事とは思わず、かえって、ご自身を空しくして奴隷のかたちをとり、人のすがたになられました。その有様は人と異ならず、自分を低くして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられたのです」。


  前に述べたように、これはイザヤ書五三章の補足です。これに直ちに続くのは、イザヤ書五二章の終わりの部分の補足です（「わたしの僕はとても高くなる」）。


  「それゆえにまた、神は彼を高く上げて、あらゆる名にまさる名を彼に与えられました。」


  主の御腕が現される根拠は何でしょう？誰に現されるのでしょう？ピリピ人への手紙の二章に記されている人々に対してです。三章に行くと、人が誇りにしているもの、人が評価するもの、人が建てあげているものについての一覧表が見つかります。パウロの昔の人生がその好例でした。しかし当時、神は彼をご覧になっても、承認することも祝福することもなさいませんでした。「わたしはこの人の傍らに立ちます」と神は言われませんでした。神は最初に彼に会った時、彼を塵の中に下らせ、彼を砕いて粉砕してしまわれました。そして、その後、神は彼を起き上がらせました。この原則はきわめて明確です。神にとって最大の悪は高ぶりなのです！神にとって最大の徳は柔和さなのです！ですから、ここに記されていることは、イザヤ書のこの偉大な章に記されていることの確認にほかなりません。誰に主の御腕は現されるのでしょう？この御方に対してであり、この御方のようである人々――「キリスト・イエスの内にあったこの思い」と同じ思いを持つ人々――に対してです。


  しかし、この主の僕について考える時、私たちの驚きはますます増していきます。この御方は自分が何を経験し、どんな苦しみを受けるのか、そしてそれが意味することを、あらかじめご存じであり、喜んでこの道を取られたのです。それは私たちを高ぶり――高ぶりという不法――から私たちを贖うためでした。「不法」というこの言葉の語根はヘブル語では「強情」を意味します。主の僕が堕落の深淵にまで降りて行かれたのは、私たちをこの強情さ――これは実は心高ぶったサタンとの内なる同盟です――から解放するためだったのです！これにより私たちは高ぶりを正しく評価することができます。神の目から見て、人の誤った価値観だけでなく高ぶりがいかなるものなのかがわかります。これはまぎれもなく、自分を空しくすること、「自分の肉に信頼しないこと」（ピリ三・三）、「神の目から見て大いに価値がある柔和で静かな霊」（一ペテ三・四）の無限の価値を、私たちの目の前に開示します。


  ですから、自分たちに反対する主の御腕ではなく、自分たちに味方してくれる主の御腕を望むなら、また、主の御腕の保護、支え、力を、自分たちの交わり、集会、奉仕に望むなら――これがその土台です。これに反するものが少しでもあるなら、主の御腕は私たちのために現されません。「自分の高ぶりをすべてさげすむ」覚悟ができて、「この世に対して全く死ぬこと」――特に、自分自身の心の中にあるこの世に対して全く死ぬこと――の意義を理解するようにならないかぎり、私たちは自分自身が造り出した泥の中で溺れ続け、神は私たちをそのまま放置されるでしょう。


  



  第４章 十字架


  私たちの多くは主の民として、「今日、主に御力を示してもらう必要が大いにある」ということに、おそらく同意するでしょう。これは個人的な告白かもしれません。私たちはみな個人的に、「主に生活の中で何かをしてもらう必要が大いにあります――私の内に個人的に、そしておそらく私の務めにおいても、何か新しいこと、何か力強いことをしてもらう必要があります」と言うでしょう。さらに、自分の連なっている信徒団体にもこのような必要――新しい方法で力をもって主に動いてもらう必要――があることを、私たちの多くは告白するでしょう。しかし、私たちは範囲を最大限に広げて、「全教会、全世界で、主に何か力強いことを行ってもらう必要が大いにある」と言えるのではないでしょうか？


  では、主の御腕は誰に対してそのような形で示されるのでしょう？この問題についてさらに考える前に、ある仮想的な状況を示すことにします。


  仮想的状況


  とても深刻な難病がある患者を苦しめているとしましょう――その患者は私たち自身、団体、教会、世界のどれかです――そして、ある医者が診察します。その医者はかなりの経験と知識を持っており、少なからぬ権威を持っています。真剣かつ慎重な考慮の末に、彼はこの問題に関して明確な結論に達し、「自分には治療法があります」と言います。これについて疑問は全くありません。しかし、幾つかの理由により、助けたいという彼の願いは相当な困難に直面します。


  第一に、彼は自分の治療法が心地よいものではないことを説明しなければなりません――その治療法は実に苦しいものであり、患者の好みと正反対で、おそらくかなりの期間にわたって真実な協力とがんばりを必要とし、多大な忍耐と信頼を要求します。次に、彼は別の問題に直面します。患者はその治療法について前に聞いたことがあり、おそらく何度も聞いたことがあります。その反応は次のようなものです、「その治療法については何度も聞いたことがあります。それについてはこれまで何回も話題にのぼっています。先生はこれしか能のない偏屈な方なのでしょう。もしかすると、先生は変わり者なのかもしれません。治療法を少し変えられないでしょうか？もう少し快適な別の方法を用いられないでしょうか？私たちはこの一つのやり方に縛られなければならないのでしょうか？」。反対がさらに強まるとこうなります、「この治療法はあまり人気がないことをご存じでしょう。世論はこれを批判しています。これについては多くの異論があります」。


  こうした数々の問題に彼は直面します。彼はどうするべきでしょう？こうした阻害要因に譲歩して、治療を放棄するべきでしょうか？それとも、自分の仕事を続けるべきでしょうか？この問題を別の角度から見ましょう――患者の観点から見ましょう。この問題に関して、患者の態度は論理的にどうあるべきでしょう？それはこうあるべきではないでしょうか――「疑いなく状況は深刻であり、とても込み入っています。代わりの案は何でしょう？何か代わりの案があるのでしょうか？別の方面に見込みや方法や方策はあるのでしょうか？公平かつ正直になって、この方法を徹底的に試してみるべきではないでしょうか？私は自分の状態の深刻さを切実に感じていて、世論や個人的な感情や反応、好き嫌いをすべて脇に置いて、これに打ち込む気があるのでしょうか？」。


  さて、これこそまさに私たちの置かれている立場です。神の民の霊的生活が抱えている大きな必要は、広く認知されています。それなのに、ありとあらゆる議論が飛び交っているのです。「この特別な事柄についてはかなり話題にのぼっています――それは何度も聞きました」、「この件では世論が大いに分かれています」、「それは全く気に入らない」というように。しかし、肝心な点は、第一に、「状況はとても深刻なので、いっさいの迷いを捨てて、その治療法を徹底的に試す必要があることを、私たちはわかっているのか」ということであり、第二に、「何か代わりの案はあるのか――これ以外の方法で、この状況全体が改善される見込みはあるのか」ということではないでしょうか？


  唯一の治療法


  もちろん、あなたは言うでしょう、「その方法とは何でしょう？治療法は何でしょう？あなたが話しているのは何のことでしょう？おそらく、あなたはすでに結論を出しておられるでしょう。私たちのあらゆる霊的病に対する治療法、唯一の治療法、確かな治療法は十字架です――私たちの主イエス・キリストの十字架です。十字架は私たちの肉にとって快くありません。十字架は私たちの好みや嗜好とは正反対で人気がありません。十字架の働きというこの問題に関して、クリスチャンの意見は大いに分かれています」云々……。しかし結局のところ、私たちの状態はいっこうに良くならず、私たちの必要もいっこうに満たされません。状況は依然として改善されません。あなたがこれを理解しているかどうかには関係なく、キリスト教の状況、クリスチャンたちの間の状況は、とても危機的です。例として、主の民の間の分裂の問題を取り上げましょう。分裂は障害であり、邪悪なことであり、深く根を張った病の働きであり、神の教会全体の構成を傷つけています。ですから、この問題の周囲を行き巡り、多くの観点から眺めるなら、「誇張ではなく、状況は深刻である」ということがわかるでしょう。


  神の御言葉はこの唯一の治療法を私たちに提供しています。それは完全かつ徹底的に証明されています。それには最も確かな権威の裏付けがあります。個人生活や団体生活で、それは何度も実証されてきました。神の御言葉は、別の道では何の代替案も見込みも私たちに提供していません。十字架が答えなのです。


  少しの間、イザヤの預言をもう一度見ましょう。これまで考えてきた五二章十三節から五三章終わりまでのこの区分が示しているように、十字架こそ、この世界の多くの面にわたる複雑極まりない状況に対する治療法です。この状況を構成しているものを、すべてここに見ることができます。それは罪です！罪！「彼は多くの者の罪を負った」――ここの言葉は「間違い」、「失敗」です。違反！――「反逆」を意味するさらに強い言葉です――「彼は私たちの違反のために傷つけられた」。咎！――「私たちの強情さ」を意味します――「主は私たちのすべての咎を彼に負わせた」。間違い、失敗、反逆、強情さ――これらがこの病のはじまりです。病気、苦痛、悲しみ――この章の言葉を使ってこの病をさらに詳しく描写することができます。それをみな一つにまとめるなら、「この患者はとてもひどい状況にあります。見立ては実に重症です！」とあなたは言うでしょう。この章には、全体として、ただ一つの目的しかありません。すなわち、主イエスの十字架こそ、このすべてに対する治療法であり答えである、ということを示すことです。すべては十字架によって対処され、清算されるのです。


  キリストの高揚と立証


  しかし、ここで少しのあいだ戻って、二つの点を考えなければなりません。この時点で、「主の御腕は誰に現されるのか？」という疑問が生じます。この章の残りの部分は、この問いに対する答えです。主のこの御腕は現状に介入する神であり、技能、力、知恵、能力をもって介入し、状況を取り扱い片づけます。十字架はこの全体的状態に対抗して介入する主の御腕である、とこの章は述べています。主の御腕はこの状況に対抗します。これが最初の点です。


  しかし、それ以上のものがあります。主の御腕は、ある新しい状態、ある明確に規定された目的のために介入します。その目的とは、イエス・キリストの高揚と立証以外の何ものでもありません。これが二番目の点です。主の御腕はこのためです。しかし、彼の高揚と立証には、十字架がこの状況を片づけることが必要です。もちろん、新約はこれに集約されます。イエスが高く上げられ、立証されたのは、カルバリで状況が片づいたからです。キリストの高揚と立証は力と子孫によることに注意してください。この二つがこの区分を結び合わせました。最初に（五二・十三）、「わたしのしもべは高められ、上げられ、非常に高くなる」とあります。次に、この区分の終わりには（五三・十、十一）、「彼は自分の子孫を見る。（中略）彼は自分の魂の苦しみを見る」とあります。力をもって「非常に高く」上げられます。子孫は「自分の子孫」――言い換えると、彼の教会――です。


  さて、これはこの問題を私たちにとって非常に身近なものにします。なぜならこれは、キリストの高揚とキリストの立証のために関心を持つべきことを、私たちにまず要求するからです。これが提起されている問題です。各々、「自分は主イエスの高揚と立証のために、どれだけ個人的に本当に関心を持っているのだろう？」と自問しましょう。私的な会話で個人的にこう尋ねられたら、あなたはきっと、「私はそれについて非常に重大な関心を持っています。彼の高揚と立証こそ私の最大の願いであり、何よりもそのために働きたいのです。私たちの人生と働きの目的として、これよりも偉大なものがあるでしょうか？」と言うでしょう。あなたはそう言うにちがいありません。しかし、私たちの関心の証拠となるもの、私たちの関心の大きさを測るものは、十字架を受け入れる覚悟がどれだけあるのかであることに、私たちは気づいているでしょうか？十字架の道以外に、主イエスの高揚と立証に至る道はありません。自分が本当に関心を持っているのかどうか、またどれだけ関心を持っているのかは、主にとって不名誉な状況をすべて片づける十字架の働きを、どれだけ自分自身に受け入れる覚悟があるのかによってわかります。


  十字架はこれに至る唯一の道である


  主イエスの高揚、戴冠、栄化について話したり説いたりするのは、とても容易です――こうしたことについて話すのは素晴らしいです。もちろん、この彼の教会、キリストの教会、彼のからだである教会は、とても偉大です――神の偉大な傑作です。たしかに、私たちはこれについて話すのが好きです。しかし、これらのものが私たちの内なるいのちをとらえているかどうかの試金石は、どれだけ自分の内で十字架に働いてもらうかです。なぜなら、これらの偉大な事柄――彼の高揚とその教会――は、信者の内に十字架が働かなければ実現されえないからです。


  これは直ちに持ち上がる要求であり、とても深く心を探ります。私たちが主と共に前進する時、遅かれ早かれ、いずれにせよ、そうなります。私たちの言葉使い、話、振る舞いはみな、これによって試されるでしょう。主は言われるでしょう、「そうです――しかし、この特定のことやあのことで、あなたは自分の内に十字架の働きを受け入れる覚悟があるでしょうか？――あの特定の関係、あなた自身に関するこの事柄、あなたが関わりを持っているあの件についてはどうでしょう？あなたは十字架にこれらのものを対処してもらう覚悟はあるでしょうか？」。これに対する答えから、結局のところ、私たちがキリストの高揚と立証のために関心を持っているかどうかがわかります。十字架に対する私たちの評価や態度によって、これらに対する私たちの関心がわかるのです。


  他方、「おお、十字架についてはこれまでさんざん聞いてきました。全くワンパターンですね」という道を取るなら――十字架を軽んじたり、神が設けられた十字架の意義を減じるような姿勢を取れるなら、また私たちの態度が十字架の重要性を過小評価しうるものなら、それは私たちが主イエスの高揚に対するこの関心によってまだ内的にとらえられていない証拠です。


  忘れないでください、十字架がなければ、彼ご自身も決して高く上げられなかったでしょう。あの力強い「それゆえに……」があったのです。それゆえに？「死に至るまで、実に十字架の死に至るまでも従順になられました。それゆえに、神もまた彼を高く上げて……」（ピリ二・八、九）。十字架がなければ、彼は決して高く上げられなかったでしょう。そして、彼の民の中に十字架が働かないかぎり、原則として、彼は決して高く上げられません。十字架があなたや私の中にあるものを対処しないかぎり、主イエスは私たちの生活の中で栄光を受けられません。これは明らかなことではないでしょうか。彼の教会に関しても――十字架がなければ教会は決して誕生しなかったでしょうし、十字架がなければ今日教会の現れもありえません。教会の始まり、継続、成長、究極的完成は、常に十字架の法則によります。霊的であれ、人数的であれ、教会の増し加わりは常に十字架によります。他に方法はありません。ですから、これは私たちに対するとても現実的な試金石であり、とても現実的な課題です。


  十字架は積極的なものであって、消極的なものではない


  さて、ここで再び、御霊は次のことを示されます。すなわち、神の道と手段は常に積極的なものであって、消極的なものではないのです。私はこれを強調して述べたいと思います。これを心に刻み込みましょう。神の道は常に建設的であって、破壊的ではありません。それには目的があり、それ自身が目的なのではありません。神の総括的・包括的手段が十字架である以上、次のことを一度かぎり永遠に理解する必要があります。すなわち、十字架によって神はある目的――大きな目的――に向かって動いておられるのです。十字架は決して破壊で終わりませんし、決して消極的なもので終わりません。神はある偉大な事柄のために働いておられ、このような積極的な方法で十字架を用いておられるのです。


  私たちの十字架理解が不十分なのは、大部分、十字架を誤解しているせいであることがわかります。十字架に関する私たちの考えは、「十字架は破壊的であり、消極的であり、死である」というものです。私たちは十字架に反対します。この十字架の死――死、死、死――について常に聞かされることを、私たちは願いません。死をもたらすように十字架を宣べ伝えることすら可能です。しかし、それは間違った宣べ伝えです。それは神による十字架の解き明かしでは全くありません。繰り返し言いましょう。聖霊がここで明確に示しておられるように、神の道と手段は常に積極的なものであって、消極的なものではありません。神の道と手段は常に、何かそれ以上のものを目的としているのであって、何かそれ以下のものを目的としているのではありません。それは終わりではなく、新たな豊かさなのです。


  これを真に理解できさえすれば、十字架は様変わりするでしょう。主がこの要求を私たちに突きつけられたら、私たちはどうするでしょう？私たちは反抗し、後退します――私たちはそれが好きではありません！どうしてでしょう？その理由は単純で、私たちが十字架の効力を見ていないからです。この十字架の適用により、神は前よりもさらにまさったものを私たちの生活の中に――私たちの交わり、私たちの群れ、彼の教会の中に――打ち立てようとしておられるのです。これが神の法則です。神は消極的な神ではありません。他の神々(gods)は消極的な神々(gods)ですが、私たちの神(God)は消極的な神(god)ではありません。神が働いておられるのは、物事を無に帰すためではありません。神の道、神の手段にはどれも、とても大きな目的があるのです。


  私たちは次のことを真に見なければなりません。すなわち、たとえどんなに十字架が消極的なものだったとしても――もちろん、十字架は何か消極的なものです――十字架は、霊的で天的で永遠に価値あるものを確保するための、神の最も積極的な手段なのです。十字架は、永遠に残るものを増し加えるための――無に帰すためではなく――神の最も積極的な手段なのです。十字架は第一に神の「否(No)」を意味するのは確かですが、彼の「否」を受け入れないかぎり、彼の「しかり(Yes)」――主の御腕――を持つことはできません。私たちが喜んで神の「否」に対面し、それを受け入れるなら、直ちに道が開かれて、たちまち彼の「しかり」に至ります。神の御名は「否」ではないことに注意してください！彼の御名は「しかり、アーメン」（二コリ一・二〇）です――彼は「アーメンの神」（イザ六五・十六）です――積極的な方であり、「まことにまことに」であり、目的を持った神です。


  ですから、神がやって来られるのは創造（回復）するためであり、建造と増し加わりのためです。この確かな土台に向かって前進することが、私たちには大いに必要です。私たちは主についてこれを信じる必要があります――最も惨めな時や、すべてを取り去られて身ぐるみをはがされたように思われる時も、すべてがなくなっていき、終わりが近づいているのがわかるように思われる時も、信じる必要があります。神は価値を滅するためではなく、価値を増し加えるために働いておられます。これを信じられさえすれば！神は土地を耕し、地面を掘っておられるのであり、それは収穫のため、さらにまさった何かのためです――これが私たちの土台でなければなりません。神はなぜご自身がそのような方法でそれを行っているのかご存じです――私たちは知りません。しかし、一つのことは確かです。すなわち、神は状況を自分にとって安全なものとするために、十字架によって働いておられるのです。


  十字架は神のために状況を安全なものにする


  さて、主の御腕があなたや私に現されたとしましょう。主の御腕が、自分の住んでいる地元や、自分の働いている職場や、自分のつながっている群れの中に現されたとしましょう。主が大能の御腕をもってやって来られ、繁栄と増し加わりによってこの御腕を示されたとしましょう。何が起きるでしょう？あなたは「これは自分にはあてはまらない」と感じて、これに同意しないかもしれません。しかし、まさにここで私たちの心は欺かれるのです。何が起きるか、お話ししましょう。あなたや私は脚光を浴びるようになり、それでふんぞりかえって歩くようになるでしょう。今や、それは成長し、拡大し、繁栄し、注目を集めるものになります。私たちは尻尾をいっぱいに広げたクジャクのように歩き回り、まるで――実際にはそうしなくても――「監督」「総支配人」等々と大きく記されたバッジを身につけているかのようでしょう！私たちはそれについて話し始めます。そして、人々が自分のことを話し始めるなら、私たちは有頂天になるのです！


  これはかぎりなく危険なことです。神は、完全にご自身に属するものに関して、このような危険を冒されません。主は状況をご自身にとって安全なものにしなければなりません。それは、彼が大能の御腕をのばして何かを行われるとき、あなたや私がその功績を自分のものにし始めることのないためであり、私たちが覆い隠された民であるためです。


  この重要性はどんなに強調しても強調しきれません。おそらくこれが、キリスト教の歴史全体を通して流れている、主の御腕の現れの最も深い法則の一つではないでしょうか？最初、なぜあのような成長と拡大があったのでしょう？その後の世紀を通して、それに匹敵するものはありません。その理由は、教会が十字架につけられたキリストを神の知恵、神の力として宣べ伝えたために――世はそれを受け入れようとしませんでした――教会はむしり取られ、剥ぎ取られ、空っぽにされ、砕かれ、虐待され、傷つけられ、迫害されたからです。主の御腕はそれに対して現されたのです。教会は、この世に場所を得るために十字架のつまずきを避けようとしませんでした。むしろ、教会は十字架を宣べ伝えたのです。十字架につけられたキリストを宣べ伝えることを、教会は恥としませんでした。それにはあらゆる代価が必要でした――しかし、主の御腕が現されたのです。


  私たちに対するなんと途方もない学課でしょう！


  イザヤ書のこの章に戻ります。この章は新約と神のすべての道の真髄であり、次のことを示しています。すなわち、主の御腕は、あの卑しめられ、空しくされ、さげすまれ、砕かれ、十字架につけられた、僕なる御方に対して現されるのです。これが永続的な法則です。これについて間違わないようにしましょう――あなたや私に、独断の霊、自信の霊、「支配の」霊といったものがあるなら、主の御腕は現されません。しかし、主が剥ぎ取り、空にし、注ぎ出し、無に帰しておられるようであるのを私たちが見るとき、次のことは確かです。すなわち、彼は状況を安全なものにして御腕をのばせるようにするために、それを行っておられるのです。あなたはこれを信じるでしょうか？もう一度言いましょう――彼は積極的な神であって、消極的な神ではありません。ご自身から栄光を奪うものをすべて断ち切る働きを完遂成就することを許されさえするなら、彼は御腕をのばされるでしょう。あなたや私は、この類のものが自分の内にどれほどたくさんあるのか、知らないのではないでしょうか？「自分はまさにどん底に達しようとしている。もうおしまいだ。自分の内には何も残っていない」と私たちは思います。しかし、全体の状況が一変するなら――快方に向かって、拡大しはじめるなら――何が起きるでしょう？自分が再びしゃしゃり出てきます――私たちの執念深い肉がすぐに自己主張を始めるのです！十字架は大いなる掃除機であり、唯一の栄光の道です。


  十字架の中心的地位


  さて、この章がイザヤ書の中でどれほど素晴らしい場所にあるのかに注意していただきたいと思います。イザヤ書の預言の構成を思い出してください。最初の三五章は広範に及ぶ裁きで占められています。裁きが常に神の民から始まることに注意してください。これが神の法則です。ご自身の民を裁いてからでなければ、どうして神は世を裁けるでしょう？三六章から三九章は、ヘゼキヤを取り扱う短い間奏曲を構成しています。それから、最後の区分である四〇章から六六章は回復と再建造で占められています。さて、この最後の区分は二七章あり、新しい展望、回復と再建造で占められていますが、その中間にこの五三章があります。これは意義深くないでしょうか？これは建造において、また回復において、十字架に中心的地位を与えます。これは常に正しいのではないでしょうか？しかし、おそらくあなたは反対して言うでしょう、「イザヤは遥か彼方、遠い昔の、古代の預言者です！」。ですから、私はここで長い話を挿入したいと思います。


  いま考えたこの全体の流れは、あなたや私が生きているこの経綸にも導入されています。この流れは、ローマ人へのパウロの手紙の中にもたらされ、導入されています。また（次の章で見るように）、この流れは同使徒のコリント人への第一の手紙の中で完成されています。ローマ人への手紙を思い出してください。最初の区分は、アダムの種族全体に対する神の裁きを見せています。それは神の「否」であり、六章の焦点である十字架に至ります。この六章は、前の章で述べられた状況全体に対抗して立っており、十字架はそれらすべてに対して永遠に「否」と言うことを宣言します。しかし、七章を通って六章から八章に進むなら、この古い状況から新しい状況に、消極的状況から積極的状況に移ることがわかります。八章で、私たちは全く新しい展望、全く新しい開始の中に入ります。「ですから今や、罪定めはありません……」。罪に定められていたものは、十字架ですべて対処されました。私たちは「キリスト・イエスの中に」あります。「キリスト・イエスの中にあるいのちの霊の法則が、罪と死の法則から私たちを解放したからです」。


  次に、この新たな素晴らしい展望が開かれます。これはどんな結果になるのでしょう。それはこういうことです。「しみやしわやそのようなものが全くない」素晴らしい栄光の教会の建造を常に目指してこられた神は、建造の土台となるものを見つけるために、人々の間の状況をご覧になりました。しかし、神は何を見いだされたのでしょう？ローマ人への手紙の最初の数章に記されている状況です。それはなんという描写でしょう――罪、腐敗、混乱、紛糾――人類堕落の絶望的光景です。彼はご自身の栄光の教会の土台を据えるためにやって来られた時、このような状況をご覧になったのです。そして、彼は言われました、「この上に土台を据えることはできません。この上にわたしの教会を建てることはできません。この土地を清め、この状況全体を片づけ、火で燃やさなければなりません」――そこで、十字架がこれを行いました。大いなる青銅の祭壇のような十字架が、裁きの強力な火で、あのねじれてゆがんだ人間性のもつれを対処しました。今、神は土台を持っておられます――それは十字架につけられたキリストです。今、彼は教会建造を進めることができます。


  これが十字架の解き明かしです。十字架は、神がなさりたいことをできなくするものをすべて取り除いて、彼の御心にあるものを遂行するための、神の手段です。彼は大いなる御旨を目指しておられますが、その途上に障害物があるのをご覧になります。そこで彼は、「障害物を対処しなければならない」と言われます。


  しかし、この章を終えるにあたって、再び積極的特徴に戻りましょう。「十字架」という句を聞くとき、あの突然浮かぶ反抗的な考えに対して自分の思いを守りましょう――「おお、また十字架、またもや十字架、十字架とは！十字架には死しかありません。磔殺がすべてであり、すべてが消極的です！」。この示唆を断固として退けなければなりません――これは、栄光に満ちた御旨を達成するための神の最も素晴らしい道具に対する、サタンの歪曲です。「十字架」と聞くとき、こう言いましょう、「ああ、十字架は未来を意味します！それは道を清めることです。何かそれ以上のものであり、それ以下のものではありません。十字架は神の御腕が現されることです！」。パウロと共に言いましょう、「私には十字架以外に誇るようなことが断じてあってはなりません……」（ガラ六・十四）。


  



  第５章 神の土台の上に建てる


  イザヤの預言の五四章から、回復と再建に向けた神の動きが始まることを見ました。この新たな展望のために、十字架がその道を清めました。五四章から先は、数多くの明るい希望に満ちた調べが鳴り響きます。例えば、六〇章の冒頭はこう述べています。


  「起きよ、光を放て、あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上にのぼったから。」


  十字架により、道は開かれ、土地は清められ、土台が据えられました。そこで、主はご自身の民の回復、復興、再建というこの問題全般に向かわれます。新たな展望、新たな希望、新たな慰めのメッセージが与えられます。しかし、それと共に、新たな調べが鳴り響きます。イザヤ書後半のこれらの章では、この新たな展望は光と影の両方を帯びています。太陽が昇ります。「あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上にのぼったから」――これは夏の早朝に昇る太陽のようです。次に、この太陽の面をまるで黒雲が覆ってしまったかのようです。この黒雲はたちまち過ぎ去るもので、一時的なものにすぎないのかもしれません。しかし、「この展望は一変してしまうのだろうか？明るい時は過ぎ去って、もうおしまいなのだろうか？」という疑問が心に生じます。


  イザヤ書後半のこれらの章は、まさにこのようです。太陽――主の栄光――が昇りました。明るい展望が見えます。しかし次に、ここかしこで、五八章のような暗い章に出くわします。五八章は次のように始まります。


  「大いに呼ばわって声を惜しむな。あなたの声をラッパのようにあげ、わたしの民にその咎を告げよ……。」


  時々、このような黒雲がやって来て、太陽の面を通り過ぎるかのように思われます。この新たな展望が開かれているにもかかわらず、そうなのです。そして、この黒雲は先行き不安な感覚を心に与えます。この「輝かしい朝」はこんなにも早く過ぎ去ってしまうのでしょうか？複雑な気持ちになってしまいます。「この新たな展望にしたがってすべてはうまくいき、この約束らしきものにしたがって完成される」という確信はまだ感じられません。


  主の側からすると、もちろん、何の問題もありません。主はご自身のために新たな土台を持っておられ、積極的な御旨を持つ者としてご自身を示されます。主に二心はなく、回転や変化の影もありません。主の側からすると、万事は次のことを示しています。すなわち、主は何事かに取り組んでおられるのです――実際のところ、主は新たな時代、新たな状況を求めておられるのです。そうです、主の側について言うと、主は積極的な御方なのです。


  主の御腕を妨げるもの


  しかし、主は注意深く進まなければならないかのように思われます。主は直ちに出て行って、何も保留しないことを望んでおられます……しかし……依然として何かが主の御腕をつかんで妨げているのです。主は前に進むことを願っておられるのですが、そうすることができません。古い土台は十字架の火により清められました。そして、このあらゆる切り株、このあらゆるもつれ、棘や茨の網状組織は、この火によって対処されました。主は入ってきて、ご自身の土台を獲得されました。しかし……依然として問題が残っているように思われます。これらの章を読む時、次のように感じずにはいられません、「この問題はまだ片付いていません。私たちはまだ出口を抜けたわけではありません。これがどうなるのか、まだわからないのです」。主には大いに確信があります。主は励ましておられ、ご自身について、「わたしは何かを自分の方から差し控えたりはしません」と仰せられます。しかし、主は何かに遭遇しておられるのです。


  それをこう述べることにしましょう。土地は清められ、土台は据えられました。しかし、ここで次の疑問が生じます。「この土台の上に何が建てられることになるのでしょう？」。まさにここで不確定要素が入り込みます。この不確定要素は土台に関するものではありません。なぜなら、土台は十字架によって据えられているからです。この不確定要素は上部構造に関するものです。この基礎の上に何が建てられることになるのでしょう？主にとって定かでないのは、ご自身の民がご自身の基礎の上に何を建てるのかということです。


  旧約聖書に関するかぎり、この新しい土台の上に新しく建てるというこの問題に対する直接的答えは、いわゆる捕囚後の預言書の中に見つかります。捕囚後の預言書とは、ゼカリヤ書、ハガイ書、マラキ書のことです。これらの預言書を見ると、人々がこの基礎の上に何を建てようとしたのかがわかります。この新しい建物は「どんな種類の」ものだったのでしょう？しかし、「それは『旧約聖書』のことです」という反論をまたもやされるなら、私が前の章で述べたことを思い出してください。これに対応するものを新約聖書の中に、まさに私たち自身の経綸の中に見いだすことができます。イザヤ書五三章と並列するものとしてローマ人への手紙があります。この手紙では、十字架はあらゆる切り株、悪、もつれと遭遇しますが、その土地を清めて、新たな展望を拓きます。この新たな展望がローマ八章に示されています。神は今やご自身の基礎を持っておられます。しかし、このイザヤ書の後半の章に相当するものは何でしょう？


  コリント人への第一の手紙に描写されている善悪


  それに相当するものは――見れば明らかですが――コリント人へのパウロの第一の手紙です。一回目のコリント訪問について記して、使徒は言いました、「私はあなたたちを訪問した時、あなたたちの間でイエス・キリスト、十字架につけられた方以外は何も知るまいと決意しました」（一コリ二・一、二）。この「決意した」という言葉は、「熟慮して自分の心を決めた」ということです。基礎は据えられていました。「私は賢い建築家のように基礎を据えました」（三・十）。この基礎とは十字架につけられたキリストです。パウロがローマ人への手紙の中で明確に示しているように、十字架が基礎を備えました。そして、この基礎がコリントに据えられたのです。しかし、この節（三・十）を読んでいくと、心臓が止まりそうになります。パウロは言います、「私が基礎を据え、他の人がその上に建てています」。この基礎の上に「木、わら、刈り株」で建てることもできるし、「金、銀、宝石」で建てることもできることを、彼は示します。そして、すべての人の働きは火によって試されて、それがどのような種類の働きなのかが明らかになります。もしだれかの働きが焼かれるなら――何が起きるでしょう？「その人自身は救われます」――かろうじて到達します――「しかし、火の中をくぐってきた者のように」であり、すべてを失うでしょう。


  ですから、この非常に重大な問題が生じます。あなたはこの基礎の上に何をもって建てるつもりでしょうか？あなたはこの十字架の土台の上に何を築くつもりでしょうか？絶対的に十字架に反するものに戻るつもりでしょうか？もしそうなら、何が起きるか、あなたは見ることになるのではないでしょうか？


  さて、このコリント人への第一の手紙では、多くの文脈で建造について記されています。少し残念なことに、新約聖書の多くの箇所では、そしてコリント人への手紙全体を通して、「建造する（build）」「建造（building）」という元の言葉の代わりに、「啓発する（edify）」「啓発（edification）」という言葉が使われています――とはいえ、英語の改訂訳では「建造する（build）」「建て上げる（build up）」という言葉がしばしば欄外に示されています。「～の上に建造する（build upon）」という複合動詞はたいてい――例えばコリント人への第一の手紙三章十～十五節のように――そう訳されています。しかし、欽定訳ができてから三百年の間に、「啓発する（edify）」というこの言葉はいくらか力を失ってしまいました。この言葉は現在、知的知識を得るという思想を伝えるものとして使われがちですが、もちろん、それはパウロが言わんとしたことでは全くありません。この言葉の元の意味は「大建造物（edifice）」という言葉として生き残っています。パウロが常に述べているのは霊的建造のことであり――真の霊的性格を建造することなのです。


  あなたにお勧めします。この「啓発する」「啓発」という言葉はコリント人への第一の手紙に九回使われていますが、それを最初から最後まで辿ってみてください。例えば、霊的賜物の問題はすべて次のように一語で要約できます――「そうした賜物は建造するものでしょうか？もし建造するものでないなら、神の御旨には何の役にも立ちませんし、なくてもかまいません。目標を見失っているのです」。なぜなら、神聖な賜物といえども、目標を見失って、脇道に逸れるおそれがあるからです。これについて再び触れなければなりません。このコリント人への第一の手紙が強調しているのは、霊的建造の面です。基礎――十字架につけられたキリスト――は据えられています。今は建造の時です！


  この基礎の上に建造することを神が許されないもの


  あなたがこの建造に至る時、真の戦いが始まります。「この基礎の上に建造することを神が許されるものとは何か？」ということが問題です。なぜなら、この手紙全体にわたって、延々と「否」が続くからです――神は様々な事柄に対して「否」と言われます。「だめです、わたしの基礎の上にそんなものを置かないでください。それを置く余地はありません。あなたは自分の全生涯をそれに費やすかもしれませんが、それは煙になって上って行くでしょう。それはわたしの基礎にふさわしいものではなく、主イエスの十字架にしたがったものでもありません」。


  この手紙の中で神が「否」と言っておられるものについてすべて考えるには、長い時間が必要でしょう。たくさんあるものの中から代表的なものについて二、三点だけ触れることにします。「神はこの基礎の上にこのようなものを置くことを許されるのでしょうか？」という問いを念頭に置きつつ、この書を読んでください。その答えを見る時、私たちの反応は次のようなものであるにちがいありません。「よくわかりました、この問題に対して直ちに十字架を適用してもらいましょう。それをそのままにしておきたくはありません。さもないと、私たちは一生の成果が何もないまま天に上ることになるでしょう――この問題はそういう結果になるからです。十字架の働きを遅らせたり、拒んだりしたくありません。さもないと手遅れになって、私たちの一生の仕事も、私たちが全力を尽くした成果も台無しになってしまいます」。


  （１）肉的性質


  三章から始めることにします。「兄弟たちよ、私はあなたたちに、霊の人に対するように話すことができず、肉の人、キリストにある赤子に話すように話しました。私はあなたたちを肉ではなく乳で養いました。なぜなら、食べる力があなたたちになかったからです。そうです、今なお、その力がないのです。あなたたちは依然として肉的だからです。なぜなら」――以下は肉的性質の描写です――「あなたたちの間には妬みがあるからです……」。たとえこれが私たちに対する裁きや罪定めだったとしても、これを尊重しようではありませんか。十字架に今直ちに来てもらった方が良いのです。「あなたたちの間に妬みはあるでしょうか？」。神は妬みに対して「否」と言われます。「わたしの基礎の上に妬みを置いてはいけません。わたしの基礎は十字架であり、十字架は妬みに対して『否』と宣告します」。


  パウロは続けます、「あなたたちの間には妬みや争いがあります……」。争い！私たちはこれについて徹底的に考えて、正直にこれと向き合わなければなりません。これはとても初歩的なことに思われるかもしれませんが、私たちはここでこの世や未信者と向き合っているのではありません。私たちはまさに教会の中に、信者たちの間にいるのであり、神の基礎が据えられている人々について取り扱っています。これらの人々は「聖徒として召され」（一コリ一・二）ています。つまり、神は彼らをご自身の民と見なしておられます。そのような人々の間に争いがあるのでしょうか？神はこの基礎に基づいて、それに対して「否」と言われます。私たちの間に争いは見つかるでしょうか？何が起きるか、あなたはご存じです。遅かれ早かれ、それは木、わら、刈り株として暴露されます――それがその値打ちです――そして煙になって上って行きます。


  「あなたたちは依然として肉的であって、普通の人のように歩いているのではないでしょうか？」。神の基礎の上を普通の人のように歩くことは許されません――断じて駄目です。神はこの基礎に基づいて、「普通の人のようであること」に対して「否」と言われます。「なぜなら、ある人は『私は……につく』と言い、別の人は『私は……につく』と言っているからです」。この「……」のところに自分で適当な名前を書き入れなければなりません。今日に至るまで数々の名前がありました。私たち自身の身近な所や、私たち自身の群れの中にも、数々の名前があります。この名前は私たちのクリスチャン世界に属するものかもしれませんし、歴史的な宗教上の名前かもしれません。「ある人は『私は……につく』と言い、別の人は『私は……につく』と言っています。さらに別の人は『私は……につく』と言っています」。彼らはみな、人間的えこひいき、人間的好み、人間的好き嫌いを表明します。これが分裂を生み出します。神は言われます、「だめです、わたしの基礎の上でそうしてはいけません。それはわたしの教会ではありませんし、わたしの建造物でもありません。わたしは決してそのような材料で建造しませんし、あなたたちもそうしてはいけません。あなたたちはそのような材料を用いて素晴らしい建物――あなた自身の作品――を造れるかもしれませんが、それはみな煙になって上って行くでしょう。どれほど多くのものを持っているように思えても、最後には何もなくなってしまうのです」。


  （２）この世の知恵


  この最初の区分には「この世の知恵」（一・二〇）――人の知恵、物事に関する人の思い――について、なんとたくさん記されていることでしょう。神は言われます、「わたしの基礎の上にそのようなものがあってはなりません。わたしの基礎の上にはあなたたちの思いのための場所はどこにもなく、御霊の思いのための場所しかありません」。もし御霊の思いがわからないなら、神の基礎の上で何かを行う資格は私たちにはありません。しかし、結局のところ、これこそまさに、今日キリスト教を駄目にしている事柄であり、問題ではないでしょうか？そのとおりです。キリスト教について、自分とは無縁な客観的方法で考えないようにしましょう。これは私たちにも身近なものなのです。まさにこうしたものが、私たちの間でさえ、問題を引き起こしているかもしれません。御霊の精神ではない思いや精神を、私たちは神の基礎の上に持って来ているのかもしれません。思いは精神という結果になります。「人の思いは、人の霊以外に、誰が知っているでしょう？それと同じように神の思いも、神の御霊以外には、知るものはありません」（二・十一）。天然的な思いと霊的な思い――これは二つの別の精神であることがわかります。神は言われます、「わたしの基礎の上に天然的な思いや精神があってはなりません」。


  パウロはこれを「この世が侵入して、神の基礎の上に何かを築いているのである」と述べています。神は言われます、「わたしの基礎の上には、どんな形であれ、この世のための余地はありません」。これについて詳しく調べるなら、これは多くのことを探り出すものであることがわかります。この世の水準や判断や価値観――この世はいかに考え、いかに物事を行うのか――を探り出すのです。このコリント人たちは人の注意を引こうと努力し、しかもそれを天然的手段で行っていました。イザヤ書五三章の十字架は、この世の基準から判断すると、あまり印象的ではないのではないでしょうか？十字架は福音を一般受けするものにはしませんし――むしろ、つまずきを引き起こします。


  （３）魂的な訴え


  あなたは天然の人に訴えかけることによって、神の働きを成功させようとしているのではないでしょうか？さて、私は醜悪なものや雑なものを信じません。神は美の神であると信じています。しかし、誇示したり、人の魂に訴えることによって――芸術的、審美的な方法などで――神の働きを成功させようと考えるなら、私たちは間違った路線にいます。別の言い方をしましょう。どんな「訴え」、「影響」、「引き寄せ」、「威力」も、内なる霊的価値のみに本質的に基づいていなければならず、人々の天然的な空想をとらえたり喜ばせたりするものに基づいていてはなりません。主の御腕が現されて味方するのは、「天然の人」やこの「世」に対してではありません。主の御腕はそれらのものにただ反対するのみです。


  この手紙を読み進んでいくと、十字架が他の多くのものに触れることがわかります。十字架は私たちの感覚に触れます――私たちの天然的な感情、私たちの天然的な情熱に触れます。ここにはそのようなものがたくさんあります。また、私たちの感情だけでなく、私たちの精神性についても、「そのようなものをわたしの基礎の上に置いてはいけません。決してだめです」と主は言われます。建造に関して、十字架がそれに対して「否」と言うものが、ここにはたくさんあります。これをもっとよくご覧になるようお勧めします。このコリント人への手紙を解説することは、私の目的ではありません。私は積極面に至りたいのです。


  というのは、この手紙には積極面があるからです。この基礎の上に何を据えてもよいと、神は仰っているのでしょう？この手紙が全く消極的な手紙で、「否、だめ！絶対だめ」ばかりだったら、とても悲惨だったのではないでしょうか？次のことに注意してください。これを私が前に述べたことをあなたは覚えておられるでしょう。すなわち、神の「否」を受け入れないかぎり、あなたは決して神の「然り」に至れないのです。しかし、この手紙には非常に力強い「然り」があります。それは何でしょう？おそらく、「自分はそれを知っている」と私たちは思うかもしれません。そうです、私たちはそれを文字としては知っているかもしれません。しかし、実際のところ、それについて何も知らないのではないでしょうか。


  霊的賜物の誤用


  そこで十三章を見ることにしましょう。使徒はここで霊的建造の役に立たないものについて記しています。それは神から与えられたものかもしれませんが、人がそれを握って、人の満足、喜び、楽しみ、栄光のために用いてしまったのです。天然の人の精神や感情が神聖な事柄――異言などのような霊の賜物――に影響を及ぼして、建造に役立てるのではなく、ただ誇示するための機会にしてしまったのです。人々はこうした霊の賜物を誇っていました。使徒はここでそれをすべて書き記して、「それらの賜物が与えられたのは決してそのようなためではありません。たとえ神から与えられたものでも、建造に関するかぎり、それは『無』という結果になります」と言います。「無」という言葉を彼はここで用いています。「もし愛がないなら、私は無です」。パウロはこうした賜物を退けます。しかし、注意してください。彼は常に消極的なものを通して積極的なものに至るのです。


  「たとえ私が人々や御使いたちの言葉を語っても、もし愛がなければ、私はやかましい鐘や騒がしい鐃鉢と同じです」。神の家の建造という目的を果たしそこなった霊の賜物は退場しなければなりません。この目的に役立たないものに固執しないようにしましょう。


  「たとえまた、私に預言する賜物があり、あらゆる奥義とあらゆる知識に通じていても、また、山々を動かすほどの強い信仰があっても……」。これはとても聖書的です――これは主イエスが言われたことです、「もしからし種一粒ほどの信仰があるなら、この山に向かって『ここからあそこに移れ』と言えば、移るでしょう」（マタ十七・二〇）。これは全く聖書的です。しかし、全く聖書的であって、このような信仰があったとしても、無にすぎないことがあるのです。もし神の家の建造に失敗するなら、もしこの聖書的構造体という結果にならないなら、それは消極的なものになってしまいます。奥義に関するあらゆる知識、秘密の教え、山々を動かす信仰といえども、出て行かなければなりません。「もし建造しないなら、出て行きなさい！あなたの価値は無です！」。「強い信仰があっても、愛がないなら、私は無です」。そうしたものがすべてあっても、私は無なのです！


  「私が自分の持ち物をすべて貧しい者に与え、私の体を焼かれるために渡したとしても……」。たとえ私が慈善家で、きわめて寛大であり、犠牲を払ってまで与えたとしても、また、私が殉教者で、自分の体を焼かれるために渡したとしても、神の家を建造する役には全く立たないかもしれないのです。たとえ私がこうしたことをすべて行ったとしても、「愛がなければ、何の益にもなりません」。


  この基礎の上に置くことを神が許されるもの：愛


  さて、積極的なものについてです。神が「然り！」と仰るものを挙げることにしましょう。神は様々な事柄に対して「否」と言われます。しかし、ここで、神の「然り」は何に基づくのでしょうか？それはこれです――愛です！


  「愛は辛抱強く……」。自分の権利を傷つけられたり、取り上げられたりしたために、自分の兄弟たちを直ちに裁判官の前に引きずって行った人がいました。「愛は辛抱強く、親切です……」。愛をこの基礎の上に置くことができます。愛は建設的なものではないでしょうか？「愛は妬みません……」。このような節を一つずつ静かに読み進む時、あなたは立ち止まってこう言いたくなるのではないでしょうか？「これ以上言わないでください。この御言葉は私を徹底的に暴露します」。しかし、私たちは進まなければなりません。なぜなら、結局のところ、神が求めておられるのは愛だからです。


  「愛は誇らず、高ぶりません……」。八章の最初に戻ると、こう記されています、「知識は人を高ぶらせますが、愛は建造します」。「誇ること」と「建造」との間には、大きな違いがあります。「愛は高ぶりません」。愛には間違い、不自然さ、見せかけ、ふりは全くありません。この過ちはゴム風船のようです。かなり大きく膨らませることもできますが、ごく小さな針先で突くと――どうなるでしょう？なくなってしまいます。「そのようなものを神の基礎の上に置くことは無駄である」とパウロは述べています。


  「愛は不作法をせず……」。不作法について、もっと多くの時間を費やせるのではないでしょうか？不作法は上品なことでしょうか？不作法はクリスチャンにふさわしいものでしょうか？不作法は主イエスにふさわしいものでしょうか？不作法は聖なる神の家にふさわしいでしょうか？「愛は自分の益を求めず……」――愛は自分の道を求めず、自分の目的のために働きません。愛は自分に引き寄せません。「愛は怒らず、悪を気にせず、不義を喜ばないで、真理を喜びます。すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを忍耐します。愛は決してしくじりません……」。


  私があまり話していない、とあなたは思うかもしれません。しかし、私は大いに話しているのです。私はあなたに以下の節を示したいと思います。この節は翻訳されたものであり、古典的だと思います。


  「たとえ私が人々や御使いたちの言葉で話せたとしても、愛がなければ、私はやかましいどらや鳴り響くシンバルと同じです。たとえ預言することができ、あらゆる奥義や秘密の教えを理解し、山々を動かすほどの絶対的信仰があったとしても、愛がなければ、何の役にも立ちません。たとえ慈善のために持ち物をすべて与え、私の体を焼かれるために渡したとしても、愛がなければ、無益です。愛はとても忍耐強く、とても親切です。愛は妬みません。愛は誇らず、高ぶらず、決して不作法をせず、決して利己的ではなく、決していらつかず、決して憤りません。他人が間違いを犯す時、愛は決して喜びません。愛は善を喜びます。愛は常に悪を暴くのに遅く、常に熱心に最善を信じ、常に希望に満ちあふれ、常に忍耐します。愛は決して消え去りません」。


  愛はこの基礎の上に置くことができます。なぜなら、神は愛に対して全く「然り」と仰るからです。誰に対して主の御腕は現されるのでしょうか？愛に対してです。まさに愛に対してなのです。


  十字架は何を排除し、何をもたらすのか、この問題に私たちは直面しなければなりません。この必要は大いに差し迫っています。神の基礎の上に置くことを何が許されており、何が許されていないのでしょう。これは私たち全員にとって実に深刻な問題です。最後に残るものは何でしょう？今は人目を引き、人気があるかもしれません。また、人はそれを承認して称賛しているかもしれません。しかし、それにもかかわらず、それは残るものではないかもしれません。神は建造のために動いておられます。建造のために用いることができないもの、建造のために用いないものを、神は示しておられます。神は言われます、「これをわたしは用います。これがわたしの教会を建造する材料です。これこそ真に建造するものです。『愛は建造する』のです」。


  もし必要なら、主が私たちの心を打ってくださり、真に価値あるものは何なのか、私たちの心を照らしてくださいますように。霊的賜物といえども、信者たちの間に真の霊的増し加わりという影響を及ぼさないなら、真に価値あるものではありません。これが試金石です。大事なのは賜物自体ではありませんし、その存在でもありません。また、主が賜物を与えてくださったという事実すら、大事なことではありません。あらゆる賜物に関する試金石は、「それは本当に教会を建造するものなのでしょうか？それは本当に神の家を建造するものなのでしょうか？それは本当にキリストの度量の増し加わりという結果になるのでしょうか？」ということです。


  なぜなら、霊的賜物がキリストの妨げになるおそれがあるからです。コリント人へのこの手紙は次のことを大いに明らかにします。すなわち、霊的賜物を持っていたとしても、それは霊的成熟に達している保証ではないのです。コリントは諸教会の中で最も未熟な教会でした――パウロは言います、「私はあなたたちを乳で養いました。あなたたちは依然として赤子だからです」――それにもかかわらず、コリント人たちはこうしたあらゆる賜物によって特徴付けられていました。賜物が悪いわけではなく、横道に逸らされていたのです。当初の目的のために用いられていなかったのです――当初の目的はキリストの完全な度量をもたらすことでした。これが目的であり、この目的は愛によってのみ達成されえます。


  どうか主が、このような愛を私たちに与えてくださいますように！これは天然的な愛ではありません。この愛は十字架から発します。これは十字架が私たちの内に働くことによって生じる愛です。懸命に追い求めても、この愛を得ることはできません。しかし、十字架が私たちの心の中に、また私たちの性質の中に、その働きを行う時、この愛は芽生えて成長します。主よ、私たちの愛を増し加えてください！


  



  第６章 復活


  イザヤの預言の五四章は、復活に関する見本の章と呼べる章です――この章は主の「新しい時代」を特徴付けている数々の状況の見本を示しています。この章には、この新しい時代の八つの特長、特性があります。ご存じのように、八は復活の数です。この章に目を向けて、それを順番に短く書き留めることにしましょう。


  （１）一節には、不毛な状態から実り豊かな状態への移り変わりがあります。「『子を産まなかったうまずめよ、歌え。産みの苦しみをしなかった者よ、声を放って歌い呼ばわれ。夫のない者の子は、嫁いだ者の子よりも多い』と主は言われる」。


  （２）二節と三節。狭さから広さへ。「あなたの天幕の場所を広くし、あなたの住まいの幕を張り広げ、惜しむことなく、あなたの綱を長くし、あなたの杭を強固にせよ。あなたは右に左に広がり、あなたの子孫は諸々の国を獲、荒れすたれた町々を人の住む所とするからだ」。これは主イエスの復活になんとよくあてはまることでしょう！


  （３）四節と五節。恥から誉れへ。「恐れてはならない。あなたは恥じることがない。あわてふためいてはならない。あなたは、はずかしめられることがない。あなたは若い時の恥を忘れるからである……」等々。


  （４）六節と七節。捨てられた状態から交わりへ。「『捨てられて霊の中で悲しむ妻、また若い時に嫁いで出された妻を招くように主はあなたを招かれた』とあなたの神は言われる。『わたしはしばしあなたを捨てたけれども、大いなるあわれみをもってあなたを集める』」。


  （５）八節～十節。怒りからあわれみへ。「『あふれる怒りをもって、しばしわたしの顔をあなたから隠した。しかし、永遠の優しさをもって、わたしはあなたをあわれむ』と、あなたの贖い主である主は言われる」。これは十字架を振り返るものであることがわかります。十字架において、これらはみな実現されました。しかし、今や復活であり、これらはみな過ぎ去りました。これは大いなる素晴らしい変化です。


  （６）十一節と十二節。苦しみと荒廃から、慰めと栄光へ。「苦しみを受け、嵐にもてあそばれ、慰めを得ない者よ。見よ、わたしは美しい色であなたの石を据え、サファイヤであなたの基を置く。わたしはルビーであなたの尖塔を造り、紅玉であなたの門を造り、あなたの城壁をことごとく宝石で造る」。


  （７）十四節と十五節。虐げから安全へ。「あなたは義によって確立され、虐げから遠ざかる。あなたは恐れることがないからである。また、恐怖から遠ざかる。それはあなたに近づくことはない。見よ、人々が共に集まったとしても、それはわたしによるのではない。あなたに敵対して集まる者はみな、あなたのゆえに倒れる」。


  （８）十六節と十七節。非難から擁護へ。「『見よ、炭火を吹き起こして、その目的にかなう武器を造り出す鍛冶は、わたしが創造した者、また、荒らし滅ぼす者も、わたしが創造した者である。すべてあなたを攻めるために造られる武器は、その目的を達しない。すべてあなたに逆らい立って訴える舌を、あなたは罪に定める。これが主の僕らの受ける嗣業であり、また彼らがわたしから受ける義である』と主は言われる」。


  これは復活の命、力、栄光の素晴らしい見本ではないでしょうか？他の文脈と同じようにこの箇所も、旧約の歴史から新約に、私たちが生きているまさにこの経綸――復活の時代――に、すべて適用することにします。第一に、過去においても現在においても、これはみな主イエスになんとよくあてはまることでしょう。消極的な面もありました――あらゆる制約について主は述べておられます。「それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど制約されることか！」（ルカ十二・五〇）。十字架の剥ぎ取りと不毛さと荒廃を経験し、恥と屈辱を受け、父なる神からさえも見捨てられました――まさに神の怒りが彼の上に注がれました。彼は苦しみ、虐げ、非難を受けられました。五三章で見たように、これらはみな成就しました。しかし今、光景は一変します。不毛さの代わりに、なんという実り豊かさがあるのでしょう！そうです、「一粒の麦が地に落ちて死に」、実に多くの実を結びました――多くの国々から実が生じたのです。「彼の子孫を見」て、彼の苦しみの実り豊かさを知ることは、私たちにとってなんと大きな喜びでしょう。多くの場合、個人的に知ることもあります。彼は不毛でしたが、豊かな実を結びました。彼は制約されて、それに対してうめかれましたが、大いに広げられました――どれほど広げられたことでしょう！彼は辱められましたが、栄誉をお受けになりました。それ以来、昔も今も、世界中で、大群衆が続々と彼に栄誉を帰しています。このように、もっと続けることができます。


  しかし、これが弟子たちのあの小さな群れにも実現したことがわかります。十字架の時、これらの消極的な暗い事柄が、ある意味、弟子たちにも実現したと言えます。そうです、すべてはなくなり、木々は剥ぎ取られて裸にされました。それは実に不毛でした。心の中で弟子たちは言いました、「これは一体何のためだったのでしょう？全部なくなってしまいました。私たちはすべてなくしてしまいました」。しかし、ペンテコステの日以降の変化を見てください。不毛な状態から実り豊かな状態に移ったのです――もう一度、この一覧に目を通してください――弟子たちは小さな群れであり、一握りの人々でした。エルサレム、ユダヤ、パレスチナ、小さな国の数マイルの空間に制限されていました。それがどうなったのでしょう？「その声は全地に響き渡り（中略）世界の果てにまで及んだ」（ロマ十・十八）とパウロは言いました。なんと広がったのでしょう！復活により、綱は長くなり、杭は強固になりました。「主は亡くなってしまった」と弟子たちが思った時、恐るべき孤独が弟子たちを襲いました。しかし、この孤独は驚くべき交わりに場所を譲りました。この交わりは、仲間の信者たちが常に増し加わることにより、ますます確立されつつあります。これらのことがみな生じました。この素晴らしい一大変化が弟子たちに実現したのです。


  しかし、それで終わりでしょうか？いいえ！この同じ事が、すべての新しい信者にも実現したのです。その時から今に至るまで、これは実現され続けてきました。これらのことが真の信者の生活の特徴です――信者の生活の特徴です。もしあなたが十字架の向こう側に生きているなら、彼が死なれた日に生きていて、死せるキリストと共に生きているなら、これらは実現されていません。しかし、もし私たちがキリストの復活の立場の上で生きているなら――真の信者ならそうすべきです――これらはみな実現されているのです。「主は私たちの生活を不毛な生活から実り豊かな生活に変えてくださいました。狭い生活から広い生活へ、恥から栄誉へ、捨てられた孤独な状態から交わりへ、変えてくださったのです云々」と、ためらわずに遠慮無く言えるなら、それは実に幸いなことです。これはすべての真の信者の嗣業です。


  キリストの復活が直ちに及ぼした効力


  主イエスの復活により、この素晴らしい調べ――新しい命、新しい希望、新しい確信――が響き渡りました！これは新約聖書からはっきりとわかります。主の現れが当事者たちに及ぼしたこの驚くべき効力は、特筆に値します。見たところ、復活後、主の現れはおよそ十回あります。その内の五回は、夜明けから日没の少し後までの間の一日のうちにありました。残りの五回は、一定期間内に散在しており、場所もまちまちです。しかし、主が現れる前の時と、主が見えなくなった時とでは、人々も全体の状況も大違いです。これはきわめて印象的なことであり、きわめて示唆に富んでいます。この現れのいくつかをざっと眺めることにしましょう。


  最初の出現は、疑いなく、マグダラのマリヤに対してでした。彼女は主の体に油を塗るために、香料を持って、朝早く墓に来ました（マコ十六・九、ヨハ二〇・一～十八）。その朝、彼女はなんと惨めで、悲しい、抜け殻のような人だったことでしょう！彼女は主を見たのに、主だとわからず、園丁と勘違いしました。これはなんと物悲しい調べを帯びていたことでしょう。「ご主人様、もしあなたがあの方を持って行かれたなら、どこに置いたのか教えてください」。イエスはただ彼女の名を「マリヤよ」と呼ばれただけでした――すると、光景は一変し、様変わりしたのです！彼女は急いで墓から出て行き――弟子たちに告げるために急いで立ち去りました。そこには他の女たちも近くにいたようです。彼女たちが弟子たちに告げに帰った時、その道の途中でイエスが彼らに会われました――これによりまたもや光景と経験が一変したのです（マタ二八・八～十、マコ十六・十、十一）。


  次に、主はシモン・ペテロに現れたようです（ルカ二四・三四、一コリ十五・五）。イエスが自分に現れた時、シモンはどんな様子だったのか、想像するのはあまり難しくありません。彼はあまり幸せそうな人ではなかったのです！「自分は何もかも奪われ、剥ぎ取られてしまった。自分は丸裸であり、孤独で、見捨てられ、完全な絶望状態にある」と感じている人がいたとするなら、それはまさにシモン・ペテロだったでしょう。その時、イエスが彼に現れて、個人的に会われたのです！ああ！これが状況を一変させ、シモンの展望をすっかり一変させました。


  それから、エマオへの途上にあった二人の弟子たちがいます（ルカ二四・十三～三五、マコ十六・十二～十三）。この二人の弟子はなんと悲しい、落ち込んだ、惨めな人たちだったことでしょう！彼らがこの三マイルの道のりを歩いていた時、それは過去最長の三マイルに思われたことでしょう！しかし、その時、イエスが現れました……彼らの目は開かれて、彼らは見ました……主は見えなくなりました……･そして、彼らは帰りの三マイルをだれよりも速く走って戻ったのです！その道を行くのに、どれくらい時間がかかったのかはわかりません！しかし、彼らはこの三マイルを意識していなかったにちがいありません。彼らが他の人々に告げるため、エルサレムに足早に戻った時、距離も時間もすっかり意味をなくしました。彼らが家に入ると、自分たちに起きたことを切り出す前に、他の弟子たちから、「主は本当によみがえって、シモンにご自身を現された」と告げられたのです。彼らは一変しました。彼らはエルサレムで一変した状況に出くわしたのです。


  そして、主は使徒たちに、ヤコブに現れ、「一度に五百人以上の兄弟たちに」（一コリ十五・六、七）現れました。主の現れ――復活した主の到来――は、あらゆる場面、あらゆる状況に、驚くべき変化をもたらしました。これはまさにイザヤ五四章の成就でした――イザヤ五四章は復活について述べているのです！


  これは今日も経験できるのか？


  さて、ここで私たちに大きな疑問が生じます。「私たちも今日これを経験できる」と信ずべき根拠は何かあるのでしょうか？「新約聖書はそのための確かな根拠を私たちに与えている」と私は言いたいと思います。主が栄光を受けられた後、この効力を経験した男女が大勢見つかります。使徒の働きに戻って、帰途にあるエチオピヤ人のことを思い出してください。彼は失望し、惨めで、悲しく、困惑していました。「僕であるピリポとイザヤ書五三章の御言葉を通して、復活した主がこの人に会われた」と言って間違いないでしょう。光景は一変しました。彼について最後に述べられていることは、「彼は喜びながら自分の道を進んだ」（使八・三九）です。人生も状況も一変しました。なぜなら、この人は復活した主に触れたからです。この事例は、この驚くべき変化の典型です。主の御霊が人々に触れ、その生活の中に到来し、彼らのただ中に臨まれる時、このような変化が生じます。彼らは困惑し、虐げられ、支配者たちの脅しにより大きな悩みと苦しみの中にありました。しかし、彼らはそのような状況の中で何かに出会い、喜びと確信に満ちあふれた人となって出て行ったのです。


  この経綸は使徒の働きの書以降、変わってしまったのでしょうか？この書には結論がなく、途中で終わっています。ルカがこの物語の結末を記すことは、聖霊の意図ではありませんでした。なぜなら、この物語はこの経綸の終わりまで進み続けなければならないからです。当時事実だったことは、いま私たちの経験においても事実でなければなりません。そうです、これを証明する根拠や証拠はたくさんあります。しかし、「どんな根拠に基づいて、私はこの経験を自分のものにすることができるのでしょう？」とあなたは言うかもしれません。「これは自分たちにもあてはまる」という期待を正当化する証拠を聖書は与えており、「自分たちについてもこれはそうでなければならない」と御言葉は実際に告げています。そうだとすると、「これはどのようにして私にも実現するのか？」という疑問が生じます。ですから、どうすればこれが可能になるのか、どうすればこれを実際に知ることができるのか、できるだけ短く答えることにしましょう。


  （１）十字架の積極面に立つ必要性


  第一に、主イエスの十字架を通して神が私たちのために与えてくださったこの立場に、私たちはしっかりと立たなければなりません。つまり、イザヤ書五三章に記されているすべての恩恵は、私たちのために用意されたものであると考えなければならないのです。イザヤ書五三章は、私たちのためになされたことを、ことごとく私たちに告げています。「彼は私たちの違反のために傷つけられ、私たちの咎のために砕かれた。彼は懲らしめを受けて私たちに平安を与え」。「彼は多くの者の罪を負った」。私たちの状況や状態は完全に罪定めと裁きの下にありましたが、それは神ご自身によって彼の上に置かれました。「神は彼の魂を罪のための供え物とされた」。これは神の側のことでした。もしあなたや私が「主は私たち人のために、私たちの過去・現在・将来の罪のために、これを行ってくださったのでしょうか？」という疑問や疑いの立場の上でぐずぐずしているなら、この復活による変容を経験する望みはありません！もしあなたが依然として罪定めの感覚を大事にしており、なおも数々の訴えに対して自分の心や思いを開いているなら、あなたは事実上、十字架における主イエスの御業を拒んでいるのであり、神はあなたに力強い御腕を示すことはできません。


  「誰に主の御腕は現されるのか？」。十字架における主イエスの御業に疑問を投げかける男女には決して現されません！決してです！あなたはあらゆる手段を尽くして、直ちにそのような立場から離れなければなりません。疑問や疑いがそんなに好きなら、罪定めにそんなにしがみついていたいなら、あなたは反対方向に転じることはできません。また、疑いや不信の心をかなぐり捨てて、自分に対する有罪宣告に対して次のように言うこともできません。「私はそれを信じません！彼は私のためにそれをすべて担ってくださった、とイザヤ書五三章は告げています。ですから、私は罪の宣告を断固として信じません。決して信じません――主イエスの十字架は、それを信じることを私に許しません」。そうです、あなたのかたくなな頑固で不信仰な心をかなぐり捨てなさい――不信仰な心を改めなさい！訴える霊ども、訴える良心、訴える心の働きを、罪に定めなさい！これをすべて逆転させなさい！


  イザヤ書五三章に記されている数々の恩恵は、すでに私たちのために確保されています。これを信じる立場に堅く立たないかぎり、この力強い多くの面にわたる生活の変化や変貌を、私たちは決して経験できないでしょう。私たちは再び、初心者のような単純さで、この章に取り組まなければなりません。そして、たびたび述べられてきたことですが、自分自身の名前をそこに入れる必要があります。「彼は私の違反のために傷つけられ、私の咎のために砕かれた。彼は懲らしめを受けて私に平安を与え、彼の打ち傷により私は癒された」。この立場の上に堅く立たないかぎり、私たちは決して復活の栄光を経験できないでしょう。死の立場を構成している者は私たち自身であることがわかります。死の立場は私たちの内にあり――キリストの内にはありません。ですから、私たちは自分自身の立場を拒絶しなければなりません。訴える者が私たちのあらゆる罪を思い出させる時、「そうです。私は自分の罪をよく知っており、もっと多くの罪を犯しました。しかし……私の代わりに死んでくださった御方がおられるのです」と私たちは言わなければなりません。信仰により神とキリストを、十字架の全き意義と共に信じなければなりません。


  （２）復活の力を積極的に活用すること


  次に、私たちは「キリストの復活の力」（ピリ三・十）に対して常に積極的な姿勢を取らなければなりません――「死人を復活させる神」（二コリ一・九）を信じる姿勢を持たなければなりません。キリストの復活の力が示す、この「別の」ものや、この「他の」ものを、私たちは計算に入れなければなりません。状況はあるがままのものであることは事実です。私たちは目隠しをしているわけではありませんし、「自分はそれほど悪くない」とか、「状況はそれほど悪くない」と思い込ませようとしているわけでもありません。状況は内側も外側も最悪であることを私たちは知っています。しかし……何かそれ以上のものがあるのです――全く並外れた要素があるのです。その要素とはキリストの復活の力です。これに対して私たちは常に大いに積極的な姿勢を取らなければなりません。


  （ａ）個人生活に関して


  これは実際的には、キリストの復活の命をしっかりと活用することを意味します。しかしだからといって、神の数々の法則を破ってもいいわけではありません。例えば、あなたが一日に三～五回の集会で話をし、一日も休まずに、それを十一週間ほど続けるなら、あなたは神の法則を破ることになります。神はあなたを守ってくださらないでしょう。まさにこれが起きたことを私は知っています。こうした学課を学ぶのに、なんと長い時間がかかることでしょう！時には一生かかることもあります！必要や訴え等によって、私たちは駆り出されてしまいます。私は信じていますが、主は大いに同情してくださるでしょうが、それにもかかわらず、ご自身の法則を撤回されないでしょう。ですから、私は言わなければなりません。私たちは神の法則、自然の法則、体の法則を破ることを避けなければなりません。（神について示唆せずに、自然法則について述べることはできません。自然法則は神の一つの表現だからです。神ご自身が自然界の最高の法則です。これは汎神論ではありません。自然法則はあなたを直ちに神との接触にもたらす、ということです。）神の法則や体の法則などを破ってはなりません。他方、私たちは常に細心の注意を払って、キリストの復活の命を活用しなければなりません。私たちはこれを行わなければなりません。私たちは言わば、主の復活の命をしっかりと握り、それを活用して、それを大いに実際化しなければなりません。


  私が少年だった時、母は今も私の心に残っている話をしてくれました。母は祖父の死について私に教えてくれました。祖父が亡くなった時、祖父は八十四歳の老人でした。祖父がゆっくりゆっくりと死に近づいていた時、母は祖父のベッドの横に座り、祖父の手を握っていました。祖父は体の頑丈な人で、母は私にこう話してくれたのです。「おじいちゃんは、ママの手を強く握りしめたの。ママはおじいちゃんのために祈っていたけど、おじいちゃんはだんだん弱くなっていったのよ。でも、おじいちゃんはママからまるで命を吸い取っているようだった。まるで自分の命を吸い取られているように感じたのよ。おじいちゃんはママから何かを引き出して、命にしがみつこうとしているみたいだった。でも、ついにママはそれ以上我慢できなくなって――おじいちゃんから手を離してしまったの。その時だったわ、おじいちゃんが亡くなったのは」。


  さて、この話が科学的にどれくらい正しいかはわかりません。しかし、私にとってこれは一つの絵図です。私たちは私たちの主の活力を文字どおり活用しなければなりません。これは一つの姿勢であり、信仰によって握ることです。パウロがテモテに言ったように、私たちは「命を握」らなければなりません(一テモ六・十二)。これは私たちが行うべきことです。


  復活した主との関係というこの問題に関して、私たちはあまりにも曖昧なのではないかと、私は恐れています。私たちは復活を信じ、復活の命を信じ、復活の命が自分のためであることを信じています。しかし、私たちはそれについてあまりはっきりしていません。私たちはまず自問しなければなりません、「私は復活の命を必要としているのでしょうか？キリストの復活の力を必要としているのでしょうか？」。もちろん、もしその必要性を感じていないなら、あなたがそれについてはっきりすることはないでしょう。しかし、もし何らかの形で、キリストの復活の力の必要性を真に感じているなら、主の御腕がそのような形で自分に対して現される必要性を感じているなら、さらにこう自問してください、「この命が私のためであると信じることを正当化する書や神の御言葉の文章はあるのでしょうか？」。次に、この問いに対する答えが「然り」であると信じるなら、こう自分に言い聞かせてください、「御言葉に行き、御言葉がこれについて何と言っているのか調べることにしましょう。この復活の命の問題について神の御言葉が述べていることを、すべて掻き集め、探り出すことにしましょう――自分のために！」。


  訓練としてこれを行ってください。でたらめに御言葉を拾い上げてはいけません。自分の足下に強固な御言葉の基礎を据えてください。「イエスを死者の中から復活させた方の御霊があなたたちの内に住んでいるなら、キリスト・イエスを死者の中からよみがえらせた方は、あなたたちの内に住んでいるご自身の御霊を通して、あなたたちの死すべき体をも生かしてくださいます」（ロマ八・十一）。この御言葉は聖書に記されています！「絶えずイエスの死をこの身に負っていますが（中略）イエスの命もまた、私たちの死すべき体に現されるためです」（二コリ四・十、十一）。これは御言葉です！このように見いだせるものをすべて集めて、それを主のもとに持ち出して、こう言ってください、「主よ、あなたの御言葉は次のように明らかに述べています……」（お望みなら、ここで御言葉を主に引用することもできます。主に御言葉を思い出してもらうことは、実に健全なことです）。「さて、主よ、あなたは『わたしの民、わたしの信者は、この復活の命を現在の経験として知らなければならない』と言われました。ここに、それについてのあなたの御言葉があります」。御言葉を主に持ち出しなさい。見いだしうるすべての御言葉を主に示しなさい。この問題に対して断固たる姿勢を取りなさい。これに対してもっと断固たる姿勢を取りさえするなら、私たちは驚くべきこと、素晴らしいことを見ることができ、復活の命に関する遥かに大いなる証しを得ることができるでしょう。それは自然に「起きる」ことではなく、偶然のものでもありません。これに関してぐずぐずしているなら、決してその恩恵にあずかれないでしょう。私たちは積極的でなければなりません。断固たる姿勢でなければなりません。私たちはこれを大いに実際的な問題としなければならないのです。


  なぜなら、これは個人の問題ではなく、自分自身の個人的益のためでもないからです。私たちの復活した主の証し全体がこれと関係しています。もちろん、神に感謝すべきことに、この復活の命を個人的に適用する必要があります。この適用は霊に対するものかもしれませんし――なぜなら、私たちはみな個人的に、この命に霊的な方法で絶えず新たに近づく必要が確かにあるからです――肉体に対するものかもしれません。神はほむべきかな、私たちは自分の体のために命を得ることができます！復活の命は私たちを物理的に運んで、数々の無理な状況をくぐり抜けさせることができます。これを私たちは経験することができます。あるいは、もしかすると、新たに命に近づくことが必要かもしれません。私たちの務めに「主の御腕の現れ」が必要かもしれません。なぜなら、あらゆる務めは、それが真の霊的務めであるかぎり、キリストの復活の力によって成就されなければならないからです。


  （ｂ）団体生活に関して


  しかし次に、復活の命は個人的な個々の必要を超えて広がっていき、主の民の群れにも及びます。私たちは主の民の群れの一部であり、もしかすると、その中で何らかの責任を負っているかもしれません。状況は死と縮小と恥辱の中に沈み込みつつあります。この状況は主に栄光を帰すものではありません。「ああ、主の御腕が現されますように！ああ、復活の力が現されますように！あなたはこれをどうされるのでしょうか？」――この必要が私たちに重くのしかかっています。さて、これについても同様の訓練が必要です。主イエスのこの復活は、信者の生活や教会生活のあらゆる面のためなのです。


  しかし……それは自然には起きません。もう一度言いましょう。私たちはこの問題に対して、大いに断固たる積極的姿勢を取らなければなりません。もしそれを願い、そうするなら、「これは本当に効き目がある」と自分の長い経験から証しできる人が大勢現れるでしょう。支え、力づけ、供給する奇跡、立ち上がらせて進ませる奇跡が、何度も繰り返されるでしょう。キリストは私たちのために復活されました。この事実を堅く握ることにより、このような奇跡が何度も生じるでしょう。キリストは私たちのために死なれました――キリストは私たちのために復活されました。キリストは私たちの代わりに死なれました――キリストは私たちの代わりに生きておられます。キリストは生ける御方なのです！


  



  第７章 失われた証しの回復


  イザヤ書の次の章やそれ以降の章に移ると、すでに述べたように、今や十字架の積極的な面、復活の面、建設的な面にあるので、一つのことがとてもよく見えてくることがわかります。すなわち、都と国々における神の証しの回復です。これが五四章以降のイザヤ書の鍵です。ここではシオンが視野をかなり占めていることがわかります。「シオン」と「エルサレム」という言葉をざっと眺めてそれを丸で囲むなら、それが証しの中心、焦点であることがわかります。しかしまた、国々も視野をかなり占めています。先に進むにつれて、これはさらに明らかになるでしょう。


  そこで、まず五五章を見て、この章を特徴付けている二つの点に注目することにします。


  豊かな恵みと、神の確かな御言葉


  一節から九節では、この復活の立場の上にある神の民に対して解き放たれた恵みの気前良さと豊かさを見ます――無代価の豊かな恵みです。「さあ、渇いている者はみな水に来たれ。金のない者も来たれ。来て、買い求めて、食べよ。あなたたちは来て、金を出さずに、ただでぶどう酒と乳とを買い求めよ……」。この中にどれほど新約聖書を詰め込めることか！


  次に十節から十三節には、神の確かな御言葉について記されています。「わたしの言葉は空しくわたしに帰らない」。今日、私たちはメッセージを与えようとする時、「わたしの言葉は空しくわたしに帰らない」という主のこの約束をたいてい要求します。もちろん、この原則は一般的にあてはまります。伝えようとしているのが真に主の御言葉であるなら、これにすがるのはいつだって間違いではありません。しかし、私は指摘したいのですが、この御言葉の本来の意味はそういうことではありません。十一節と十二節の流れに気をつけてください。「わたしの口から出る言葉も、空しくわたしに帰らない。わたしの喜ぶところのことをなし、わたしが命じ送ったことを果たす。なぜなら……」（ここで読むのをやめてはいけません）「なぜなら、あなたたちは喜びをもって出て行き、安らかに導かれて行くからである。山々と丘々は……」云々。この確かな力ある御言葉の約束の直接的意味は次のとおりです。この民は神から解放の約束を受け、「主は自分たちを捕囚から帰還させてくださる」という保証を受けたのです。（イザ三五・十、四八・二〇、五二・十二と比較せよ。）「あなたたちは喜びと平安のうちに出て行く」という御言葉を主は与えてくださいました。これが御言葉の内容であり、これが地に落ちることはありません。


  祈りの家と、柔和さの必要性


  五六章に行くと、すべては万民のための祈りの家を中心としていることがわかります。「わたしは彼らをもわたしの聖なる山に来させ、わたしの祈りの家のうちで楽しませる。彼らの燔祭といけにえは、わたしの祭壇の上に受け入れられる。わたしの家は万民のための祈りの家ととなえられるからである」（七節）。これは依然として主の証しの回復と関係しており、それは「わたしの祈りの家」である主の家の中に見つかります。


  五七章には、主の民に対するさらなる警告がいくつか記されています。この警告は、以前証しを破壊した何ものにも逆戻りしてはならないというものです。主は絶えず繰り返しこう言わなければならないようです、「過去にあなたの証しを破壊した昔の事柄に戻らないように注意しなさい。そうした昔の事柄が（陶器師の家でエレミヤが語った言葉を用いると）証しの器を『損なった』のです（エレ十八・四参照）」。そこで、主はここで、そのように絶えず現存している数々の危険に関して警告されます。次に十五節では、主の臨在と信任の根拠について述べられています。「いと高く、いと上なる者、とこしえに住む者、その名を聖ととなえられる者がこう言われる、『わたしは高く、聖なる所に住み、砕かれた謙遜な霊の者と共に住み、謙遜な者の霊をいかし、砕かれた者たちの心をいかす』」。これが主の臨在の条件であり、これにより主の証しが再構築されます。


  五八章と五九章は、さらなる警告、さらなる戒め、さらなる教えで満ちています。それは、証しを曖昧なものにする雲から空を清めることによります。五八章八節に注意してください。「そうすれば、あなたの光は朝日のようにあらわれ出る……」。主に関するいっさいのものを支配するのは、この証しの輝き出です。これらの警告や戒めが与えられたのは、いつまでも空に残っていて、この明るい輝きを妨げようとする雲を取り除くためです。


  明るく輝く証しの回復


  こうして私たちは六〇章に導かれます。先行するものはみな、次のような目的のために道を備えました、「起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄光があなたの上にのぼったから」。ここで次に、私たちは回復された証しというこの問題に来ます。暗い状況のただ中で、ひどく暗い世の中で、教会は明るい光を放ちます。「なぜなら、暗きは地を覆い、ひどい闇が民を覆っているからだ。しかし、あなたの上には主がのぼられ、主の栄光があなたの上に現れる」。これこそイザヤの預言の最後の区分の頂点です。この証しが回復される時（一節）、国々がその影響を受けます。「あなたの目を上げて見回せ、彼らはみな集まってあなたに来る。あなたの息子たちは遠くから来、あなたの娘らは、かいなにいだかれて来る。その時、あなたは見て輝き、あなたの心は高なり、かつ膨らむ。海の富が移ってあなたに来、国々の宝があなたに来るからである」。


  証しが明るくなる時、この輝きに曇りがなくなる時、神がご自身の家の中に、ご自身の民の中におられて、状況が十字架の意義にかなうものである時、その時、この影響は周囲に及びます。国々は影響を受け、人々は触れられます。何かが起きて、富、豊かさ、豊富が教会に戻って来ます。もし状況が主の御旨にかなっているなら、言い換えると、主がご自身の民のただ中に、ご自身の家の中に、実際に証し――豊かで、曇りのない、雲や影を伴わない証し――を持っておられるのなら、国々はその影響や衝撃力を感じるようになり、教会自体も大いに富むことになります。「島々はわたしを待ち望み、タルシシの船はいや先にあなたの息子らを遠くから載せて来、また彼らの銀や彼らの金を共に載せて来る。それはあなたの神である主の御名のためであり、イスラエルの聖なる方のためである。主があなたに栄光を与えられたからである」（九節）。


  新約聖書でこれに対応するもの


  さて、これは旧約の預言であることを私たちは知っています。この預言者は自分が知っている以上のことを述べていたことを、私たちは認識しています――彼の言葉は二つの織り混ぜられた要素を含んでおり、それらを結合するものでした。一方において、イスラエルに関するかぎり、歴史が造られつつありました。しかし他方において、その過程全体を通して、（五三章のように）彼の言葉はメシヤ――主ご自身、十字架、復活により十字架に続くあらゆるもの――を指し示していました。一時的な過ぎ去って行く面もありましたが、霊的な永遠の面もありました。この霊的な永遠の面こそ、聖霊が常にご覧になっていたものであり、歴史の中で目的としてこられたものです。


  このように、あらゆる文脈において、これまで見てきたように、私たちはこれらの預言によって、言わば新約聖書に「移される」のです。そして、私たちは証しの回復についてこれまでイザヤ書から見てきましたが、新約聖書でこれに対応するものは、特にパウロの手紙の一つの中に見つかります。その手紙とはコリント人への第二の手紙です。


  パウロのコリント人への第二の手紙


  コリント人への二つの手紙における大問題は、コリント市と世界における教会の証しの問題でした。この二つの手紙を読むと、もちろん、私たちは細々としたあらゆる問題で頭がいっぱいになってしまいます。第一の手紙には、悲惨な細々とした問題が記されており、多くの問題について対処しています。この手紙の大半は、読んでいて嬉しいものでも、楽しいものでもありません。おそらく、あなたはこれまで何度も読むのを途中でやめて、最後まで辿りつかなかったのではないでしょうか。たいして理解せず、あまり好きでもなかったでしょう。しかし、私たちは一歩下がって立ち、こう問う必要があります、「この手紙は結局のところ、何について述べているのでしょう？しばらくの間、細々とした点に驚くのはやめることにしましょう。これらの問題は一つの特別な問題を構成しています。この問題とは何でしょう？」


  さて、すでに述べたように、このコリント人への二つの手紙における問題とは、その都市と国々における、教会による主の証しでした。これについてはっきりさせましょう。第一の手紙では、ご存じのように、この世について、またコリントにある教会がこの世を征服することにどれほど失敗していたのかについて、多くのことを述べています。なぜなら、この世がコリントにある教会をすでに内側から征服していたからです。証しは内側から破壊されました。それゆえ、コリントにある教会はこの世に対して実際的衝撃力を及ぼさなかったのです。天然の肉の人が教会の中に入り込み、それゆえ、教会は証しを失いました。常にこのようです。天然の人や肉の人の何かが、ある土地でその教会の中に入り込むとき、その土地におけるその教会のこの世に関する証しは、その群れに関するかぎり、おしまいです。天然の人が入り込む時、証しは失われます。


  証しは肉的要素によって破壊される


  ですから第一の手紙では、問題はたんにその地域の状況だけでなく、その地域の状況が教会のその都市における証しを損なっていたことでした。ですから、そうした状況はことごとく対処され、暴露され、明らかにされ、キリストの十字架に渡されなければなりませんでした。もちろん、コリント人への第一の手紙には、教会の証しを麻痺させるためのサタンの二番目に大きな策略が記されています。サタンの最大の策略、教会に対する常套手段は、公の迫害であり、エルサレムの都やその国における教会の証しを破壊し、消し去ることでした。ご存じのように、これは失敗しました！しかし今、サタンは二番目の策略の線に沿って戻って来ます。その策略とは、教会の数々の層の間に自分の心にかなう者たち――肉的な要素――天然の人、肉的な人を忍び込ませることです。彼らはサタンの目論見に大いに仕えて、サタンが求めている影響を及ぼします。サタンは公の迫害が功を奏さないのを見ると、言わば裏口に回り込んで、その戸口から肉的・天然的な数々の要素を持ち込みます――これは功を奏しました！証しは失われ、破壊されました。


  しかし、このコリント人への二つの手紙の間に、何かが起きました。第二の手紙の七章にはこう記されています、「私は今、喜んでいます。それは、あなたたちが悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めに至ったからです。あなたたちは神の御旨にそって悲しみ、私たちから何の損害も受けませんでした。神の御旨にそった悲しみは、悔いのない救いを得させる悔い改めに導きます」（七・九、十）。第一の手紙の後に実際に起きた出来事に関して、使徒には言うべきことがたくさんありました。彼らは悔い改め、自分自身や諸々の状況を裁き、パウロが言うように「自分たちを清めた」（十一節）のです。彼らは自分たちの状況について真に苦悩し、行動しました。これが二つの手紙の間に起きました。「彼らはその状況を十字架に渡したので、それによりすべては変わった」と言えるでしょう。今や、それらの数々の問題は内側から対処されたので、この世に対するその都市における証しというこの問題全体について再考できるようになりました。敵に対する教会の反撃が可能になったのです。


  この世に対する、その地域における証しの回復――これが第二の手紙に記されていることです。これはみな、実効的に証しを構成している者たちに、晴れやかな安心感を与えます――あるいは、イザヤの絵図を用いると、これは光を輝かせます。これについてパウロが述べているいくつかの点について見ることにしましょう。


  勝利の愛の価値


  「なぜなら、私は大きな艱難と心の苦しみの中から、多くの涙をもって、あなたたちに書き送ったからです。それは、あなたたちを悲しませるためではなく、あなたたちに対してあふれるばかりに抱いている私の愛を、知ってもらうためでした。」（二コリ二・四）


  第一にわかるのは、勝利の愛の価値です。これが明るく輝く効果的な務めの一つの構成要素です。使徒に関して、これには明らかに二つの面がありました。愛が尽きてしまった人がいるとするなら、この使徒こそまさにそのような人でしょう。このコリント人たちに関するかぎり、そう言えます。なぜなら、彼はこう言ったからです、「あなたたちを愛すれば愛するほど、私はますます愛されなくなるのでしょうか？」（十二・十五）。愛の中で自分を注ぎだし、費やし、与えても、その結果、愛されなくなるだけで、愛の見返りがますます減っていくなら、どんな人も愛想が尽きて当然でしょう。使徒はなんという状況に出会わなければならなかったのでしょう！それにもかかわらず、彼の愛が勝利しました。しかし、これは彼らにも影響を及ぼしたように思われます。使徒が第一の手紙の十三章に記したことが生じたように思われます。そうです、コリント人への第一の手紙十三章のこの勝利を、かなり現実のものとしてこの第二の手紙の中に追うことができます――この愛は「忍耐強く親切な」愛であり、他にも様々な特徴があります――これが勝利する愛の性質です。


  「これこそ効果的証しの第一の主要な要素である」と言えるでしょう。主イエスは言われました、「もしあなたたちが互いに愛し合うなら（中略）それによって、すべての人は知るでしょう……」（ヨハ十三・三五）。私たちが互いに愛し合うこと――これが証しであり、こうして証しが知れ渡るようになります。この世が見て影響を受けるかどうかは、大いにこれにかかっています。私たちは自分の前で扉を閉めて、「まあ、いいでしょう。いずれにせよ、この世は有害で、常に敵対的であり、常に非同情的です。どうして、この世について考慮する必要があるでしょう？私たちは閉じこもって、自分の仕事に取り組むことにしましょう」と言うことはできません。あなたはこうすることはできませんし、この世を無視することもできません。私たちがここにいるのは、この世に影響を及ぼすためです――これが主が私たちをここに残しておられる主な理由です。私たちが地上に生きているのは、修道院に入って閉じこもり、冷ややかにこの世から離れて、この世に対して無関心でいるためではありません。


  さらに、この世は遅かれ早かれ、教会の中で起きていることに気付くようになるでしょう――あなたの地元の群れに起きていることに気付くようになるでしょう！これについて勘違いしてはいけません。この世は教会の状態について知るようになるでしょう。あなたはこれに関して扉や窓を閉め切って、中に閉じこもることはできません！周囲全体が知るようになり、教会の状態が知れ渡るでしょう。繰り返し言いましょう――私たちから聞くことによってではなく、私たちの内に見るものによって、この世は影響されるようにならなければなりません。これが最も大事な点です。この世が実際に見ることができる唯一のもの、この世に影響を与えうる唯一のものとは、私たちが互いに愛し合う相互の愛です。「もしあなたたちが互いに愛し合うなら（中略）それによって、すべての人は知るでしょう……」。証しする最も効果的な方法の一つは――宣べ伝えることではなく、愛することです！愛があるなら、愛は私たちの宣べ伝えよりも遥かに多くの影響を及ぼすでしょう。少なくとも、愛は私たちの宣べ伝えを大いに背後から支えるでしょう。私たちの宣べ伝えはすべて、この一つのもの――主の民のただ中にある強固な勝利する愛――によって支えられなければなりません。


  キリストと共に苦しむことの価値


  証しにおける第二の点は、キリストと共に苦しむことの価値です。コリント人への第二の手紙は、これについて多くのことを述べています。例えば、「あわれみ深い父、あらゆる慰めに満ちた神。神は、すべての艱難の中で私たちを慰めてくださいます。それは、私たち自身が神から受けた慰めをもって、あらゆる艱難の中にいる人々を慰めることができるためです。なぜなら、キリストの苦難が私たちにあふれているように、私たちの慰めもキリストを通してあふれているからです」（二コリ一・三～五）。


  第一に、キリストと共に苦しむことにより、その素晴らしい見返りとして、私たちはキリストの慰めを受けます。


  このような世の中にあって、いくばくかの慰めを与えることは、とても大切なことです。教会の中でも教会の外でも、慰めの務めに対する大きな必要があります。イザヤ書に戻ってください、「慰めよ、わたしの民を慰めよ、とあなたの神は言われる」（イザ四〇・一）。しかし、たんなる陳腐な言葉では、慰めの務めを果たせません。困難な困った状況の中に行き、耳障りの良い言葉を語るだけではだめです。人々が現実に困難や苦しみの中にあって、あなたが彼らに語り始めたとしましょう。あなたに対して彼らが問う権利がある第一のことは、「では、あなたはこれについて何を知っているのですか？あなたはこれまで、私の立場や、私の状況を経験したことがあるのでしょうか？これまで深い、深い苦難に遭ったことはあるのですか？これについてあなたは何を知っているのですか？」ということです。


  ですから、おそらく、ご自身の民が大いに苦難を経験するのを神が許されるのは、神の主権的摂理の道の一つなのでしょう。これは、彼らがキリストの慰めのこの素晴らしい価値を得るためであり、他の人々――試みられている人、苦しんでいる人、悲しんでいる人――を慰め、励ますためのものを得るためです。私たちは何を与えなければならないのでしょう？御言葉はこう述べています、「私たち自身が神から受けた慰めをもって、慰めることができるためです」。もしこの箇所を読んでいる人の中に、痛ましい苦難の時を過ごしていて、いわゆる「暗い土地」を通っている人がいるなら、私はこの御言葉をあなたのためにこう言い換えることができるでしょう。「あなたの今の経験を次のように見なしてください。自分にこう言い聞かせてください。『この経験は主を見いだす機会を私に与えてくれるものなのです。これは将来の奉仕のための備えになるでしょう。この苦しみや問題のおかげで、私は主から慰めと助けを受けることができます。これは将来、だれか他の人に対して大きな意義を持つものになるかもしれません』」。


  復活の経験を通して生み出される務め


  このようにして務めが生み出されます。男の人であれ、女の人であれ、だれかが「務めに入る」大志を抱いており、話をすることや宣べ伝えること、出て行って集会を開くこと、そのような類のあらゆることを願っていたとしましょう。しかし、もしその人がどん底の経験をくぐり抜けて、そこで主を見いだし、そのどん底から何らかの宝、「非常に高価な真珠」を持ち帰ったことがないのなら、そのような人の務めは実際のものではなく、人工的なもので、たんに職業上のものにすぎません。イエス・キリストの真の務めは、どん底の経験に下らされて、まさにそのどん底で、こうした数々の真珠や尊いものを見いだし、それらをそこから教会のために持ち帰ります。「海の富が移ってあなたに来」（六〇・五）というイザヤ書のこの御言葉に気付いたでしょうか？そうです、しかし、海にはとても深い所、とても暗い所、とても恐ろしい所もあります。それにもかかわらず、そこには宝があります。これが証しの道です。


  手紙の冒頭でパウロが書いていることに注意してください、「なぜなら、兄弟たち、アジアで私たちに降りかかった苦難について、あなたたちに知らずにいてもらいたくないからです。私たちは極度に、耐えられないほど圧迫されて、生きる望みさえ失い、実に心の中で死を覚悟するほどでした。それは、私たちが自分自身に頼るのではなく、死者を復活させてくださる神に頼るようになるためでした」（二コリ一・八）。このようにして務めが生み出されます――それは、あなたがキリストの復活の力を現実に経験して、その証しを持つようになる時、生み出されます。あなたの個人的状況に全く望みが無いように思われる時、あなたの信者の群れに全く望みがないように思われる時、神の摂理はあなたを導き、キリストの復活の力をあなたに発見させます。「それは、あなたが自分自身に頼るのではなく、死者を復活させてくださる神に頼るようになるためです」。こうして務めが構成されます。もしこの道を歩んだことがあるなら、あなたは真の「奉仕者」です。あなたに肩書きは必要ありませんし、わざわざ任命される必要もありません。あなたは極度に必要とされているものを持っているのです。


  砕かれることの価値


  効果的務めの第三の点は、砕かれることと弱さの価値です。


  「しかし、私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、その力の卓越した偉大さが神のものであって、私たちからではないことが、明らかになるためです。私たちは四方から圧迫されますが、窮しません。途方にくれても、絶望しません。迫害にあっても、見捨てられません。打ち倒されても、滅びません。いつもイエスの死をこの身に負っていますが、それはイエスの命もまた、私たちの身に現れるためです。なぜなら、私たち生きている者は、いつもイエスのために死に渡されているからです。それは、イエスの命もまた、私たちの死すべき体に現されるためです。こうして、死は私たちの内に働き、命はあなたたちの内に働きます。」（二コリ四・七～十二）


  私たちは十八節まで読み続けなければなりません。この区分が伝えている真のメッセージは、砕かれることと弱さが持つ本質の凄まじい価値であることがわかります。それは効果的務めにとって決定的なものです。おそらく、私たちは元々、砕かれることや弱さをあまり重視しません。しかしここでは、それが大いに重視されています。「私たちはこの宝をもろい土の器の中に持っています」。使徒が事実上述べているのは、こういうことです。「私たちは砕かれた人であり、弱い器です。私たちの第一の特徴は、他の何ものにもまして、砕かれることに対する受容性です――私たちはまさに砕かれるために存在しているかのようです」。次に、「これには無限の価値があります」と使徒は述べます。


  コリント人への第一の手紙では、教会は砕かれていませんでした。教会は頑固で、自分を無傷なまま保とうと努め、高ぶり、裁き、冷酷で、不親切で、とにかく砕かれていませんでした。しかし今、第二の手紙を読んでわかるように、教会が柔らかさを帯びていることがわかります。教会は柔らかで――溶かされており――砕かれています！今なら「務め」について話せます。今なら「証し」について話せます。以前はできませんでした。そうです、器が砕かれないかぎり、何も流れ出ることはできません。使徒は、「個人的には自分もそうでした」と言います。（もちろん、彼はそれとなく、これをコリントにある教会にもあてはめています。）私たちの弱さ、私たちが砕かれることには、きわめて大きな重要性と価値があります。なぜなら、その時はじめて、真の宝が姿を現せるからです。


  あなたは「証し」という言葉を聞いたから、「この証し」を話題にしているのでしょうか？あなたは「務め」に関する観念を得たので、「務め」を話題にしているのでしょうか？親愛なる友よ、聖霊はあなたや私の二人に言われるでしょう、「証しや務めが本物になるのは、それが砕かれた男女から発する時だけです」。これについて勘違いしないようにしましょう。これが困難な道であることを私は知っています。しかし、これが唯一の道です。あなたも私も、この砕かれることやこの弱さについて幾らか知るようにならないかぎり、奉仕する資格はありませんし、「この証し」や「教会」や「この器」について話す資格もありません。


  これがイザヤ書で読んだ御言葉に、なんとよくあてはまるのかがわかります。主は言われます、「わたしの家は万民のための祈りの家ととなえられる」（イザ五六・七）――「いと高く、いと上なる者、とこしえに住む者、その名を聖ととなえられる者がこう言われる、『わたしは高く、聖なる所に住み、また、砕かれた謙遜な霊の者と共に住む』」（イザ五七・十五）。主はへりくだったコリント人と共に、懲らしめられたコリント人と共におられることがわかります。この第二の手紙には何か新しいことが記されています――第一の手紙にはなかったことが記されています。御霊の油、主の美しさを感じます。そうです、今や主がそこにおられます。なぜなら、彼らは砕かれたからです。主の油がとどまるのは、ただこのような男女だけです。彼らは弱くされ、砕かれ、空にされる経験を実際に通り、「肉に対する信頼」をすっかり失って、自分自身の力がなくなった人々です。これが輝くための道であり、証しを回復する道です。


  愛は広い心に至る道である


  あなたに引用したい節がもう一つあります。


  「コリントの人々よ、あなたたちに向かって私たちの口は開かれており、私たちの心は広くなっています。あなたたちは私たちに心をせばめられているのではなく、あなたたち自身の気持ちによってせばめられているのです。（私は子供たちに対するように語りますが）どうか同じような仕方で私たちに応じて、あなたたちの方でも心を広くしてください。」（二コリ六・十一～十三）


  コリントで証しが失われ、打ち倒された原因は何だったのでしょう？コリント人たちはあまりにも心が狭く、あまりにも狭量だったのです。「私はあなたたちを赤子のように扱わなければなりませんでした」とパウロは言いました――コリント人たちは赤子のように気むずかしいクリスチャンだったのではないでしょうか？彼らにとっては、つまらないものが大いに大事だったのです。パウロは言います、「心を広くしてください、心を広くしてください！あなたちの心を広くしてください！もっと心の広い人々になってください――こうしたあらゆる卑しいものにとらわれないくらい、心を広くしてください。寛大な精神、寛大な感情を身につけてください――もちろん、自尊心や自信過剰があってはいけません。もっと広い心――愛の心――を身につけてください！」


  愛の働きとは何でしょう？愛は「不義を喜ばす、真理と共に喜びます」。愛は「すべてを信じ」ます。愛は広い心の持ち主にそうさせるのではないでしょうか？愛は悪い知らせを決して鵜呑みにせず、そこには何かそれとは反対の良いものがあること――別の見方があること――を常に信じようとします。悪を行った人がそのために苦しみを受ける時、愛は喜びません――それは取るに足りないことです。この点でダビデの事例は私たちを大いに責めます。彼について考えてご覧なさい。何年もの間、サウロはダビデになんという人生を送らせたことでしょう！サウロはダビデを付け狙いました。ダビデは「自分はノミのようであり、ヤマウズラのようです」と言いました（一サム二四・十四、二六・二〇）。サウロはダビデを荒野で岩から岩へ、洞穴から洞穴へと追いかけ、追跡しました。まさにダビデを捕まえて殺すためにです。サウロはダビデに昼も夜も平安を与えませんでした。サウロはダビデを殺すことを心に決め、不退転の決意でした。そして、ついにその日が来ました。その日、サウロは三千人の精鋭と共に―― 一人の人を捕まえるのに軍隊を動員したのです――いつものようにダビデを追いかけていましたが、夜、ある場所に来て、横になって眠りました。サウロは知りませんでしたが、ダビデがすぐそばにいて、まさにその場所に居合わせていました（それを知っていたら、サウロは眠らなかっただろうと思います）。ダビデは自分の部下たちと共にやって来て、サウロを見ました。ダビデの部下たちは言いました、「今こそチャンスです――主は彼をあなたの手に渡されたのです！」（一サム二四・四）。


  ご存じのように、何かのことで神の助けを得られたらと心に思い描く時、これこそまさに私たちが願っていることです。私たちはただ、「これこそ主の御旨です」とだれかに言って欲しいのです。そして、それが自分の利益に役立つものである時、それが元々自分の大好きなものである時、私たちはなんとやる気満々になることでしょう！主の助けがあるように思われる時、それは実に強力な誘惑ではないでしょうか？


  しかし、ここでダビデは答えました――別の時にも、彼の仲間が「今日、神があなたの敵をあなたに手に渡されたのです。今こそチャンスです！私に敵を討たせてください。一撃で仕留めてみせます！一撃であなたのためにこの苦難を終わらせます」（一サム二六・八）と言った時も、ダビデは同じように答えました。「いいえ、いけません。油注がれた者に触れることを神は許されません！」。ああ、これこそ寛大さであり、真の偉大さです。ダビデは自分が傷つくことになっても耐えました。この先さらに何年苦しむことになるのかわかりませんでしたが、ダビデはそれを受け入れました。ダビデは一撃ですべてを終わらせることもできましたが、「だめです、主が油注がれた者に触れるわけにはいきません。私は正しく、主が油注がれた者が全く間違っているのかもしれません。しかし、彼に触れるのは私のすることではありません。彼のことは主にお任せします。彼に対して自分の手を上げるわけにはいきません。主が油注がれた者に触れることを、主は許されません」。繰り返し言いますが、これこそ寛大さであり、霊的偉大さです！ですから、パウロはコリント人たちに懇願します、「どうか同じような仕方で私たちに応じて、あなたたちの方でも心を広くしてください」。


  回復された証しの構成要素


  回復された証し――それが地域的なものであれ、世界に対するものであれ――の構成要素についてまとめることにしましょう。


  第一に、それは私たちが苦難の中で経験した神の慰めから生じなければなりません。


  第二に、それは望みがすっかり絶えてしまったかのように思われる時に経験した復活（個人的なものであれ、団体的な地域的なものであれ）から生じなければなりません。


  第三に、それは自分自身の失敗を通して学んだ神の愛から生じなければなりません。これがコリントにあった一つの偉大な要素にちがいありません。コリント人たちは自分たちの失敗をなんと深く悟ったことでしょう！彼らは下って行き、まさに塵の中へと下って行きました。彼らは自分たちがその地の群れとしてなんと惨めな失敗を犯してしまったのかを感じていました。そして、彼らは自分たちが犯した過ちの意識にさいなまれましたが、この使徒を通して神の御心から自分たちに注がれる愛を見いだしました。この発見が彼らの新しい証しの構成要素になりました。


  第四に、それは砕かれることと弱さの自覚とから生じる、広くされた心から生じなければなりません。自分自身の弱さを自覚していた民がいたとするなら、それはまさにコリントの人々だっただろうと思います。事実、彼らが自分自身について絶望しかけたことを示唆する箇所が、この第二の手紙の中にいくつかあります。自分自身の誤りやすさや無価値さの意識で彼らは打ちひしがれ、いっぱいになっていたのだと思います。しかし、それを通して、彼らの心は広げられたのです。もしあなたや私が自分自身の過ちを自覚してうめいているなら、他の人々の失敗に対して狭量になったり、意地悪になったりしないでしょう。私たちは大いに忍耐強くなり、大いに物わかりがよくなるでしょう――すっかり心が広くなるでしょう。私たちは言うでしょう、「ここでは私自身大いに注意深く歩まなければなりませんでした。しかし神の恵みのおかげで、私もそこを通ったのです！」。これが心の広さであり、真に砕かれた心です。


  最後、五番目に、その地と世界における主の誉れに対する責任感から、主に対するなんという徹底的姿勢が生じることでしょう。ここでこの徹底的姿勢が生じると思います。もしこの姿勢がなければ、他のどんな手段も無益です。自分たちがその地で主を貶めていることに、コリント人たちは気づかなければなりませんでした。彼らの状態、彼らの間の状況は、まさに主に不名誉を被らせるものでした。これが責任感を生じさせました。「ああ、主を貶めるわけにはいきません！主のために、主の御名のために、どんな代価を払っても、自分たちの間の状況を正さなければなりません」。イザヤ書の後の章では、回復される時のシオンにおける主の御名について多く述べられています。同じようにコリントの教会でも、その都市やその近隣や世界における、主の御名と主の誉れに対する責任感から、主に対する徹底的姿勢が生じました。


  「誰に主の御腕は現されるのか？」という問いに戻ることにします。これまで見て来たように、十字架を示唆するものを受け入れる者たちに対してです。これが十字架の完全な結果であり、働きです。これはみなイザヤ書五三章から発します。この類の回復された証しは、ただ十字架の結果でしかありえません。十字架こそ、あらゆる証しの基礎そのものなのです。


  



  第８章 十字架と聖霊


  



  聖書朗読：イザヤ六一・一～六二・一ａ


  



  主イエスの十字架には多くの面に及ぶ成果があり、今、そのさらなる面について見ることにします。このイザヤ書六一章の最初の三節は実に豊かな節であり、私たちの主イエスご自身がこれを引用されたことを、私たちは覚えています。主のバプテスマの後、天が開かれ、御霊が下って主の上にとどまりました。それは彼が僕として油塗られた大いなる瞬間でした。この方は、バプテスマによって象徴される十字架の道を通られたばかりでした。今、油塗られて、彼は荒野で敵と遭遇し、あらゆる点で敵を完全に打ち破ります。次に、彼は御霊の力を帯びて荒野から戻り、故郷であるナザレに来られます。


  安息日に彼がシナゴーグ（会堂）に入られると、聖書が彼に手渡されました。彼はイザヤの預言のこの箇所を開き、この節を読まれました。そして、この節を読むと、彼は聖書を会堂の管理人に戻して、座られました。（これは私たちの慣習とは正反対であり、何か言うべきことがあることを示しています。何か言うべきことがある時、私たちは通常立ち上がります。しかし、シナゴーグでは、何か言うことがある時、座ったのです。）この節は、その場に集まった人々「全員の目が彼を見つめた」と述べています――なぜなら、彼が座られたからです。彼には何か言うべきことがあることを、人々は見ました。「そして、彼は人々にこう語られた、『今日、あなたたちが耳にしたこの御言葉は成就されました』」（ルカ四・十四～二一）。


  このように、主イエスはイザヤ書のこの箇所をご自身にあてはめられたことがわかります。これまでずっと、こうした数々の預言はイスラエルの歴史と関係しているだけでなく、主イエスとこの経綸にも関係していることを見てきました。今、この点に来ることにします。


  かしらに注がれた油はその肢体に流れ下る


  しかし、最初に次のことに注意してください。この油はまず「主の僕」の上にとどまります。なぜなら、「主の僕」がイザヤ書におけるキリストの称号だからです。「見よ、わが僕」（イザ四二・一）――もちろん、この油は彼の上にとどまり、もっぱらおもにかしらである彼と関係しています。しかし、その後直ちに、預言者の言葉使いが突然変わります。預言者は「彼らは」「彼らを」、「あなたたち」「あなたたちは」「あなたたちの」という言葉を使い始めるのです。主の僕の油塗りに関するこの宣言の後、御言葉はこう述べます、「そして彼らはいにしえの荒れた所を建て直し、さきに荒れ廃れた所を興し、荒れた町々を修復し、世々すたれた所を再び建てる」（六一・四）。神の民はこの油塗りの価値を尊重し、その恩恵にあずかります。まるで、かしらである彼の上に注がれた油が流れ下って、彼に属するすべての者たち――キリストのからだの肢体たち――を油塗ったかのようです。


  これが次の章の一節を読んだ理由です。「わたしはシオンのために黙せず……」。前の章で述べたように、イザヤ書のこの後の方の預言では、シオンについて多く述べられています――この油の恩恵はシオンの中に見いだされ、シオンはこうしたあらゆる恩恵を受け継ぎます。ご存じのように、シオンは教会を表す旧約の型です。前の章ではシオンの光について述べました。「起きよ、光を放て。あなたの光が昇ったから」（六〇・一）――これは回復された証しです。この六一章では、シオンの命とシオンの自由に移ります。


  「捕らわれ人に自由を告げるために」


  第一に、これはシオンに対する、教会に対するメッセージであることがわかります。これはすべて主の民において成就・実現されなければなりません。当時、イスラエルはバビロンで捕囚の身にあり、束縛と霊的死の状態にありました。そして、この数々の預言はイスラエルの解放、束縛と死からの自由、彼らを解放して命と自由にもたらすことと関係していました。さて、すでに述べたように、「主の油がわたしの上にある。『それはわたしが捕らわれ人に自由を告げるためであり』云々」というこの御言葉を、イエスはご自身にあてはめられました。しかし思い出してください、地上のシオン、地上のエルサレム――言い換えるとユダヤ人――は決してこの解放の実際の中に入りませんでした。彼らはその恩恵をすべて失いました。それは霊的イスラエル、神の霊的民の嗣業となりました。ユダヤ教――「肉によるイスラエル」――はこの油塗りの最大の敵でした。律法主義という彼らの武器によって、彼らは彼を殺しました。この章の第二区分に記されているこうしたさらなる恩恵にあずかるのは、この油塗りに関して述べられているすべてことに応答する民であるにちがいありません。


  つまり、そのような民は、柔和であるがゆえに良きおとずれをよく理解できる民でなければなりません。肉によるイスラエルはそうではありませんでした。また、心の砕かれた民でなければなりませんが、肉によるイスラエルはそうではありませんでした。自分たちが実際には捕らわれの身であることを自覚している民でなければなりませんが、私たちの主の時代のユダヤ人はそうではありませんでした。「自分たちは信仰を持っており、地上の民の中で最も自由であって、束縛とは無縁である」と彼らは思っていました。これが彼らと主イエスとの間の論争の一つの論点でした（ヨハ八・三三）。「縛られていた者たちに獄屋が開かれる」等のことを享受するのは、自分が投獄状態にあることを実感している民です。油塗りの恩恵にあずかれる民は、自分たちが主の僕を必要としていることを、こうしたあらゆる形で霊的に悟る民だけです。この御方は、そのような民の幸福と益のために、油塗りの下で働いてくださいます。


  これに対応する新約聖書の箇所


  さて、これまですべての文脈で辿ってきたのと同じ道を辿ることにします。イザヤの預言のこの区分、特にこの章は、新約聖書の対応箇所に通じます。これまで見てきたように、イザヤのこの諸々の預言の異なる局面や動きにはっきりと明確に対応している箇所が、新約聖書の中にいくつかあります。この六一章に対応する新約聖書の箇所は、疑いなく、ガラテヤ人へのパウロの手紙です。この手紙の中から、いくつかの箇所を見ることにしましょう。それらの箇所がどのようにイザヤ書六一章、御霊の油塗りを導入しているのかがわかるでしょう。


  ガラテヤ人へのパウロの手紙


  「ただこの一つのことを教えてください。あなたたちが御霊を受けたのは律法の働きによるのですか、それとも聞いて信じたからですか？あなたたちはそんなにも愚かなのでしょうか？御霊によって始まったのに、今になって肉によって仕上げるというのですか？（中略）あなたたちに御霊を賜い、あなたたちの間で奇跡を行われた方は、あなたたちが律法を行ったからそうされたのですか、それとも、あなたたちが聞いて信じたからですか？（中略）キリストは私たちを律法の呪いから贖ってくださいました（中略）それはキリスト・イエスにより異邦人にもアブラハムの祝福が臨むためであり、私たちが信仰を通して約束された御霊を受けるためです。」（ガラ三・二、五、十三、十四）


  「あなたたちは子であるので、神はあなたたちの心の中に、『アバ、父よ』と叫ぶ御子の霊を送ってくださったのです。」（四・六）


  「なぜなら、私たちは御霊を通して、信仰により義とされる望みを抱いているからです。」（五・五）


  「しかし、私は言います。御霊によって歩きなさい。そうするなら決して肉の欲を満たすことはありません。なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し、御霊の欲するところは肉に反するからです。こうして、この二つのものは互いに相さからい、その結果、あなたたちは自分でしようと思うことができなくなります。しかし、もし御霊によって導かれるなら、あなたたちは律法の下にはいません。（中略）もし私たちが御霊によって生きるなら、また御霊によって歩もうではありませんか。」（五・十六、十八、二五）


  「なぜなら、自分の肉に蒔く者は、肉から腐敗を刈り取り、御霊に蒔く者は、御霊から永遠の命を刈り取るからです。」（六・八）


  これはすべて御霊と関係していることに注意してください――これはもちろん、油塗りについて述べる別の方法にほかなりません。今、十字架の線に沿った一連の短い別の御言葉を引用することにします。


  「私はキリストと共に十字架につけられました。にもかかわらず私が生きているのは、もはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。」（二・二〇）


  「ああ、愚かなガラテヤ人よ、十字架につけられたイエス・キリストがあなたたちの目の前に公然と示されたのに、誰があなたたちに魔法をかけたのですか？」（三・一）


  「キリスト・イエスのものである人たちは、肉をその情と欲と共に十字架につけてしまったのです。」（五・二四）


  「しかし、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に、私には断じて誇るものがあってはなりません。十字架を通して、この世は私に対して十字架につけられ、私はこの世に対して十字架につけられたのです。」（六・十四）


  この「ガラテヤの諸教会への」短い手紙から引用した二つの一連の抜粋は、その二つの大きな主題が十字架と聖霊であることを明らかにします。これはイザヤ五三章とイザヤ六一章の間の架け橋です。


  キリスト教の本質である霊的性質


  さて、皆さんご存じのように、このガラテヤ人への手紙には、パウロの凄まじい戦いが記されています。そうです、パウロはこの手紙の執筆に取りかかった時、戦おうとしていたのです。パウロが記した文書の中で、この手紙に記されていることほど激しいものはありません。しかし、何に対する戦いだったのでしょう？一体何についての戦いだったのでしょう？もちろん、この問いに対する神学的・教理的答えもいくつかあります。しかし、この手紙自体や新約聖書の他の箇所からの多くの証拠があるので、「このパウロの戦いは完全に、キリスト教の本質である霊的性格と関係していた」と言えるでしょう。真のキリスト教であるキリスト教は、本質的に霊的なものです。この戦いはこれに関するものでした。どの文脈からも明らかにわかるように、十字架は霊的立場に、霊的状況に導きます。


  この大いなる敵は、ユダヤ主義者という非常に有用な道具を用いて、キリスト教を霊的ではないものにするために戦っていました。教会を霊的立場以外の立場に立たせようとしていたのです。ですから敵は、その時からずっと、キリスト教を儀式や祭典の問題――儀式、形式主義、地的で一時的な象徴、肖像、絵図など――にしようとしてきましたし、それに失敗すると、キリスト教を「神秘主義」という御大層な名前の誤った霊性で置き換えようとしてきました。これがサタンの狙いでした。そして、この問題には現実的意味があることをパウロは見抜きました。その現実的意味とはキリスト教の本質的性質でした。パウロはこの問題を諦めませんでした。なぜなら、この問題に関して彼には膨大な経験があったからです。それゆえ、彼は持てる力のかぎりを尽くして、この問題に対して戦闘態勢を取りました。それは、キリスト教は断じて地的組織ではないこと――キリスト教は天的生活であること――を完全に明らかにするためでした。キリスト教は本質的に御霊による生活であり、十字架の目的はそのような生活を生み出すことです。もし十字架がそのような生活を生み出さないなら、当人たちの中に何か原因があります。それは、キリスト教の性質が一変してしまったこと、そして十字架の意義が覆されてしまったことを意味します。


  ですから、パウロは十字架のあらゆる力を用いて、敵のこの巧妙な動きに向かって突進し、手に握れるかぎりの武器を持ち込みます。こうした武器とは何でしょう？


  キリスト教の質を劣化させるものに対するパウロの武器
 （１）パウロの個人的経歴


  さて第一に――この手紙からわかるように、これはとても強力な武器です――彼は自分自身の個人的経歴、自分自身の経験という武器を持ち込みます。彼はこの手紙で自分のことについて述べていますが、これ以上に自分のことについて述べている箇所は、彼の書き物全体の中でも――おそらくコリント人への第二の手紙を除いて――ほとんどありません。彼は自分自身の経歴、自分自身の経験を持ち込みます。これは彼の見事な手腕の一つです。彼はそれにうってつけの人でした！タルソのサウロをご覧なさい。彼の経歴を見てください――自分自身について私たちに何と言っているか見てください。このユダヤ教の体系全体を彼ほど徹底的に試した人がかつていたでしょうか？彼はそれを遵守することや、ユダヤ教のあらゆる儀式を行うことに、徹底的に身をささげました。彼の話によると、実に、彼は同年代の多くの者たちよりもこれに関して遥かに熱心でした。「私と同年代の多くの者にまさってユダヤ教に精通し（中略）先祖から受け継いだ伝統に対して遥かに熱心でした」（ガラ一・十四）。この人は、この体系、その祭典、儀式、型、絵図、象徴、形式と共に、全行程を行きました。彼はその道を進み通したのです。


  それは彼にとってどんな益があったのでしょう？それは彼をどこに導いたのでしょう？彼はそれをきわめて徹底的に、きわめて勤勉に、きわめて誠実に守り抜きました。なぜなら、タルソのサウロについて述べるべき一つのことは、「彼は中途半端を信念とする人ではなかった」ということだからです――彼は真剣な人であり、自分の行いに対して真摯な人だったのです。彼は言います、「ナザレのイエスの名に反対して多くのことを行わなければならないと、私は本当に思っていました」「行わなければならないと思っていました」（使二六・九）。それはこの聡明な若いパリサイ人にとって、良心の問題だったのです。この若者はユダヤ教の階段をかなり高くまで上りました。しかし、彼はどこに辿り着いたのでしょう？彼自身の叫びが記されています。彼は言います、「私はここに辿り着いたのです！」――「ああ、私はなんと哀れな人でしょう！誰が私をこの死の体から解放してくれるのでしょう？」（ロマ七・二四）。あなたなら、これほど低くなれなかったのではないでしょうか？何であれ、これが最後の言葉です。自分自身の経験、自分自身の経歴において、これはすっかり失敗に終わりました。事実上、彼は言います、「それが私を導いたのはここです。それが私のためにしてくれたのは、ただこれだけです。他のだれに対しても、たとえその人がそれに対してどんなに熱心だったとしても、それはこれ以上のことをしてくれません」。


  （２）十字架の意義


  彼はこの結末、この不名誉な結末に達し、解放を求めて叫びました、「ああ、私はなんと哀れな人でしょう！誰が私をこの死の体から解放してくれるのでしょう？これほど長い時間の間、何ものも、だれも、私のために解放を成し遂げてくれなかったのです！」――次に、彼は主イエスを見いだしました。すると、この途方もない事柄の総計が全く行えなかったことを、主イエスは彼のためにすべて行われたのです。彼は十字架を見いだして言いました、「私はキリストと共に十字架につけられました。にもかかわらず私が生きているのは、もはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです」（ガラ二・二〇）。「死」の思いから「命」の思いへの変化がわかります。彼は生かされた死人であり、命を得ました。彼は全く新しい始まり、新しい人生、新しい経験を得た人です。それらは主イエスの十字架から生じたものだったのです。


  さらに、彼は聖霊を見いだしました。彼はユダヤ教に自分自身をささげきっていましたが、そのユダヤ教の巨大な体系が決して行えなかったことを、聖霊は彼のために行われました。これが、この手紙の中で彼がこんなにも重要な地位を聖霊に与えている理由です。これが、この証し全体を支配する路線として、十字架と聖霊が一緒に導入されている理由です。聖霊は、十字架の土台に基づいて、この経験全体を逆転し、この状況全体を変えてしまったのです。


  （３）キリストの意義


  次に――ここで私たちはもう一つの支配的路線と共にこの手紙を読み通すことができます――彼はキリストの真の意義を見いだしました。この手紙は十分から十五分くらいで読めますが、この短い手紙の中にキリストという名が四十三回出てきます。これ自体意義深いことです。実に、この手紙が一体何についての手紙であるのかを、この事実は私たちに大声で告げているのです。実際に、キリストの真の意義の何たるかを、パウロはここで示そうとしています。キリストの真の意義とは何でしょう？それはこれです。すなわち、この体系は――彼ご自身によって――完全に成就されたということです。律法やあらゆる規則からなるこの巨大な体系は、キリストにあって、キリストにより、十字架において成就されたのです。あらゆる義が成就されました。イエスがバプテスマを受けるためにヨルダン川に来られた時、それは彼の十字架の死を予表するものでしたが、彼は言われました、「今はこうさせてください。このようにしてあらゆる義を成就することはわたしたちにふさわしいことだからです」（マタ三・十五）。これが懸案の問題であり、それは主イエスの十字架によってすべて成就されました。十字架につけられたキリストがそれを完全に成就されたのです。旧約聖書はキリストにより成就されました。これがイザヤ書についてこれまで述べてきたことであり、イザヤ書に言えることは旧約聖書全体にも言えます。旧約聖書がどのようにキリストによって成就されたのか、ここでは示せませんが、パウロはこう述べています。「私はキリストと共に十字架につけられました。私はキリストと結合されているので、それを成就することや神のあらゆる要求については忘れることができます。そして、御霊によって、私はイエスのあらゆる恩恵にあずかるのです」。


  （４）恵みの意義


  学ぶ価値のあるもう一つの主題が、まだこの手紙の中にあります。それは恵みの意義です。これはガラテヤ人への手紙の重大項目です。恵みは私たちを全く新しい基礎の上に置きます。儀式、形式、律法の要求はみな、良心のやましさを際だたせるのに役立つだけです。パウロはこれを大いに明らかにしています。ご存じのように、ガラテヤ人へのこの手紙はローマ人への手紙の前に書かれました。おそらくパウロは、ガラテヤ人に書き送った時、自分に向かって、「私はこれについてもっと書かなければなりません」と言ったことでしょう。そこで、彼はローマ人に書き送る時、機会をとらえてそれについて詳述したのです。しかし要点は、この問題全体はこの良心の問題と関係していたということです。「律法が『あなたは……してはならない』と言っていなければ、私は罪を知ることはなかったでしょう」（ロマ七・七）。「律法はこう述べていましたが、それは私の良心を痛ませるだけでした。この体系全体は私の良心を呼び覚まし続けるだけで、私を良心のやましさから救い出してくれなかったのです。しかし、恵みがこれを成し遂げてくれました。恵みは私を全く新しい別の基礎の上に置いたのです。この基礎の上でこの良心のやましさは対処されます」。そうです、恵みは良心を対処します。「神の恵み」――これは痛む良心に対する素晴らしい言葉です。


  （５）聖霊の意義


  最後に、パウロは聖霊の意義を見いだしました。ここでパウロが聖霊について最も強調して述べていることは何でしょう？「あなたたちは子であるので、神はあなたたちの心の中に、『アバ、父よ』と叫ぶ御子の霊を送ってくださったのです」（ガラ四・六）。「あなたたちは子たる身分の霊を受けました。それにより、私たちは『アバ、父よ』と叫びます」（ロマ八・十五）。パウロはこれを奴隷の身分と対比させています。ここで彼はこの問題の核心を突きます。なぜなら、僕と子の違いを知るとき――これは容易なことです――私たちは万事に通用する秘訣を得るからです。


  僕は言われたことをただ行うだけの者です。僕はなすべきこと、してはならないことを告げられます。それが好きでもそうでなくても、それに同意してもしなくても、僕は従わなければなりません。これがすべてです。僕自身の反応がどうだろうと、僕にはどうしようもありません。僕はただの僕にすぎません。内側ではその事柄全体に対して積極的に反抗しているかもしれませんが、それに関して何もできません。もちろん、私は当時の僕について述べています。今日の僕なら仕事をやめて去ってしまうでしょう――これが今の時代の流儀です。しかし、パウロの時代のローマ帝国では、そうすることはできませんでした。奴隷には選択権が全くありませんでした。「私は辞めて、別の主人を見つけることにします」と言うことはできませんでした。そうすることはできなかったのです。彼は体も魂も霊も買い取られていました。たとえ全身が反抗したとしても、奴隷にはどうすることもできませんでした。その人はまさにこの律法の奴隷だったのです。


  子たる身分の霊


  これが僕であり、奴隷です。では子とは何でしょう？もし人が子たるクリスチャンの身分を真に持っているなら、奉仕はその人にとって喜びです。その人の内には愛の力があります。子は父が喜ぶことを行うことを喜びます。そして、この愛はそれを行う動機と力を子に与えます。子には別の霊、子たる身分の霊があって、この霊が子の内に働き、あらゆる要求に応じることを可能にします。なぜなら、これが聖霊の意義だからです――すなわち、聖霊は内なる力、愛の力であり、それはすべてを可能にするのです。皆さんご存じのように、もし私たちが何かを強く愛しているなら、不可能なことは何もありません！いらつかない愛、直ちに問題点を指摘してそれに注意を引く愛、常に警戒し、熱心に気を配り、なすべきことを見張る愛――このような愛を私たちがもっと持っていれば。私たちにはこのような精神が必要なのではないでしょうか？


  私たちは極東にいるいくつかの群れを知っていますが、これはそれらの群れに関して実に印象的な点です。それらの群れについてここで述べるのは絵図や例証としてであって、他の群れを責めたり批判するためではありません。例えば、ある大きな集会所は千六百名収容することができ、その周囲にはさらに三千名収容する設備があります。その集会所には千の窓枠があり、想像がつくと思いますが、大いに手入れが必要です――掃除、電気設備や拡声器などの手入れが必要です。このような一つの集会所だけでも、こんなにたくさんの仕事があります。毎回集会が終わると、用意の整った男たちや女たちからなる軍隊が仕事に取りかかります。彼らは掃き清め、モップがけをし、整備して、次の集会のために、すべてが清潔で、完全で、あるべき場所にあるように配慮します。この人々が仕事をしているのを見ている時、遠くで古着を着て働いているだれかについて、「あの兄弟はどなたですか？」と尋ねたとしましょう。「ああ、あの人は何某将軍です！」。仕事中の別の若者を見ると、その若者は本当に汚れ仕事をしています。「あの若い兄弟はどなたですか？」。「あの若者はこの島で一番大きい繊維工場の最高経営責任者です」。このようにさらに続けていくと――将軍、大佐、重役に出会います――しかし、彼らはみな「この仕事に取り組んで」いるのです。こうした上級職の人々の一人は、週に一度、この千個の窓枠を掃除することを自分の仕事にしていたのです！


  彼らはどうやってこの仕事をしているのでしょう？彼らは仕事に取りかかる前に、全員一緒に集まって、祈り、歌います。この大いなる労働者の軍隊はみな一緒に祈り、次に良い歌を歌います。それから、仕事に取りかかります。この仕事はみな、このような喜びの霊の中で行われます。これが子たる身分の霊です！これは隷属ではありません。これが真の子たる身分の霊です。私たちにはこれがさらに必要です。これが聖霊の意義です。この人々が輝いているのも驚くにはあたりません。彼らの場合、「誰に主の御腕は現されるのか？」という問いに答えが与えられるのも、驚くにはあたりません。主の御腕はまさにそこに現されるのです。この例証を忍んでください。こうした事が実際に機能しているのを見るのは実に有益です。こうした事は機能可能ですし、実際に機能できるのです。


  ですから、これが御霊の意義、キリストの意義であり、真の子たる身分の霊です。これがパウロがここで述べていることです。サタンはこれに反対します――サタンはまさにこれを憎んでいます。サタンは何としてもこれを破壊しようとしますし、駄目にしようとします。これがパウロが従事していた戦いでした。パウロはユダヤ主義者たちと戦っていただけでなく、この大いなる敵の直接的敵意とも戦っていたのです。敵はこの類の証しに反対します――十字架のこの真の成果に対して反対します。


  律法からの自由は御霊による統治を意味する


  さて、サタンは一つの路線で挫折しても、決して諦めません――別の路線を試します。サタンは大いなる策師であり、彼のお気に入りの路線は極端に走らせることです。ガラテヤの信者たちの間で、サタンは律法主義を極端に走らせようとしました。しかし今、サタンはこの路線から退却します。パウロがこの戦いに勝利しました――これに疑問の余地はありません。敵の次の攻撃方法は何でしょう？敵は言います、「よろしい、では、律法を持ちたくないというなら、何の律法も持ってはいけません。律法をすべて捨ててしまいなさい。『あなたたちはもはや律法の下にいるのではなく、恵みの下にあるからです』――あなたは何でも好きなことができます！好きなように振る舞えます。自分の好きなように続けなさい。あなたには何の制約、制限もあってはなりません。どんな制限も律法です――それを拒否しなさい！このもう一方の極端に走りなさい――律法に従う代わりに放縦になりなさい！」。私は信じていますが、もし今日パウロが生きていたら、彼は律法に対して猛烈に反対したように、この放縦さに対しても猛烈に反対するでしょう。なぜなら、まさにそこにサタンの働きがあるからです。サタンは律法によって束縛することができないと、このような仕方で事の性質を一変させ、あらゆる律法を廃棄して、私たちを全く無法にしてしまうのです。


  しかし、覚えておいてください。このガラテヤ人への手紙は御霊の自由に関する手紙であるだけでなく、御霊の統治に関する手紙でもあります。私たちが自由を得るのは、統治されている時だけです。私たちが時々歌うジョージ・マテソンの有名な歌詞はこう述べています。


  
    「私を虜にしてください、主よ。


    その時、私は自由を得ます。」
  


  これは矛盾です――しかし、大いに真実です。放縦を許すとき、そこまで自由が度を越す時、私たちは自由ではなくなります。そうです、この手紙とローマ人への手紙とヘブル人への手紙は無法の書ではありません。たとえこれらの手紙がユダヤ教の体系全体を排除していたとしても、無法の統治を導入しているわけではありません。聖霊の命と統治をきわめて明確に導入しているのです。覚えておいてください――聖霊によって統治されていて、御霊の命によって実際に生きている神の子なら、神のどの原則も破ったりはしません。実に、聖霊によって統治されている生活は、霊的な数々の原則に関していっそう慎重に注意を払うものなのです。


  神の諸原則は変わることがない


  律法が変わったわけではないことがわかります。この点に関して大きな間違いがありました。十字架につけられたキリストは律法を変更されません。キリストご自身は律法を変更されません。聖霊は律法を変更されません。律法が変わったのではなく――人が変わったのです。「あなたは律法の下にいないので、殺人を犯してもかまいません。好きにしなさい。今や盗むこともできます、あなたは律法の下にいないのですから。今や姦淫を犯してもかまいません、あなたは律法の下にいないのですから。今やむさぼってもかまいません、あなたは律法の下にはいないのですから」と恵みは言いません。恵みはこんなことを言いません。このようにほのめかされたら、あなたはゾッとするでしょう。


  しかし、神の原則のあらゆる点に対してこれを貫き通してください――そして、モーセの律法は神の諸原則の具体化にほかならないことを思い出してください。さて、主イエスはモーセの律法を取り上げて言われました、「殺してはならない、とモーセは言いました。しかし、わたしはあなたたちに言います。自分の兄弟に対して怒る者は、裁きに遭う危険が増します」（マタ五・二一、二二）。使徒ヨハネはさらにこれを推し進めて言います、「もしあなたが自分の兄弟を憎むなら、あなたは人殺しです。もしあなたが自分の兄弟を憎むなら、たとえ殺すために何もしていなくても、あなたは心の中ですでに殺人を犯しているのです」（一ヨハ三・十五）。主イエスの御言葉を再び引用しましょう、「姦淫を犯してはならない、とモーセは言いました。しかし、わたしはあなたたちに言います。悪い意図をもって見るだけで、この戒めを破ったことになるのです」（マタ五・二七、二八）。これが事の原則であることがわかります。これは実に心を探ります。


  そうです、キリストも、聖霊も、十字架も、律法の性質や律法の原則を変更しません――変わったのは人なのです。こうして律法は私たちから除かれたのです。なぜなら、私たちは変えられた民だからです。律法を守る御霊が、今や私たちの内におられます。もし私たちが御霊によって、御霊の中を歩むなら、私たちは決して肉の欲を満たすことはありません（ガラ五・十六、二五）。これは人が変わる問題なのです。


  御霊によって歩くことは律法を守ることである


  ですから、恵みは、「あなたは律法の下にはいないのですから、安息日を守る必要はありません」とは言いません。安息日はある原則の具体化であることを、私たちは理解しなければなりません。安息日は日のことではなく――原則です。この原則に基づいて、神は被造物を構築されました。どの領域にも、休息の期間がなければなりません。それは何か新しいものをもたらすためです。自然界でも、何か新しいもののために備えるために、休息の期間がなければなりません。私たちの体でも、何か新しいものが生じるためには、休息の期間がなければなりません。霊的事柄や霊的奉仕にも、休息の期間がなければなりません。この休息の期間の間に、主は語って、私たちに何か新しいものを与えることができます――これが安息日の原則です。しかし、この点に関して、主は大いに恵み深く、なおも多くの人が週に一日休めるようにしてくださいました。この休日は他の事柄を手放すためのものであり、霊的刷新のために、その日を主のために聖なるものに保たなければなりません。


  ですから、大切なのは外側の形式ではなく原則であることがわかります。何もこの原則を変えません。神の律法の諸原則は永続します。廃止されたり、取り除かれたり、無効にされたりすることは決してありません――依然として有効です。イエスはこの法体系の背後に回り込み、その各部が示す原則を指摘されます。彼は言われました、「今やあなたたちは、『あなたは……すべきである』『あなたは……すべきではない』という外側の体系によって支配されるべきではなく、これらの事柄を守られる聖霊によって治められなければなりません。聖霊は聖なる霊です。ですから、御霊の中に生きている人は、聖くない事をいつまでも常習的に行ったりしませんし、聖くない者になったりもしません。聖霊は愛の霊です。御霊の中に生きている人は、愛の御霊以外の何ものも持つことはありませんし、愛の律法を守ることにしくじったり、愛を破ることもありません。聖霊は真理の霊です。御霊の中に生きている人、御霊によって生きている人は、いかなる意味においても不真実ではありません――不真実とは、真実ではないことを言うことだけではありません。生活の中に存在する、絶対的に真実で、実際で、純粋で、誠実で、透明でないものは何であれ、不真実なのです。男であれ女であれ、御霊の中に生きている人は真実な男女、つまり本物です。聖霊は知恵の霊です。御霊の中に生きている人は、神の知恵に自分の生活を治められることになります」。


  ここに示されているのは、十字架による、御霊の中にある生活です。また、十字架につけられた男や、十字架につけられた女――あるいは会衆や教会――を示しています。彼らは御霊によって歩み、生きます。そのような者たちに対して主の御腕が現されます。私たちは神の力を知ることを望むでしょうか――神が私たちと共におられること、神が私たちの味方になってくださることを望むでしょうか？もし望むなら、次のようでなければなりません――すなわち、十字架を私たちの立場とし、御霊を私たちの命として、神の子供たちとして歩み、生きなければならないのです。


  



  第９章 十字架による万物の再統合


  この締めくくりの章では、イザヤの預言について少しばかりさらに述べることにします。まず第一に、これまで考えてきた事柄全体を要約して復習します。次に、エペソ人への手紙からコロサイ人への手紙までの中から、二、三の追加の思想を示します。


  心の中に一枚の絵を思い描いていただきたいと思います。まず第一に、ローマ人への手紙を背景として据えてください。次に、その上に十字架の絵を重ねてください。すでに見たように、ローマ人への手紙は十字架を示します。十字架は神の道具であり、神の建造のために土地を清め、その偉大な建造物の基礎のための場所を用意します。この偉大な建造物は神の御思いと御旨の中に常にあったものです――それは教会のことです。


  ローマ人への手紙


  ローマ人への手紙によると、この土地は最初とても多くのガラクタで覆われています。このガラクタの上に神は建造しようとはされませんし――建造することもできません。神はご自身の教会、栄光の教会のための基礎を据えるために、人の状況を調査されました。その結果、状況はあまりにも込み入っており、邪悪で、誤りと間違いだらけであることを、神は見いだされました。そこで、神は言われました、「この上にわたしの基礎を据えることはできません。これをすべて道からどけなければなりません。それに火をつけて、焼き尽くし、この基礎のために大掃除をしなければなりません」。そこで、このローマ人への手紙で十字架が導入されて、一方において十字架はこの状況全体を処置するものであることが示されます。それはなんという状況だったことでしょう！この手紙の初めのいくつかの章では、なんと恐ろしい状況が示されていることでしょう！十字架はそこに据えられて、この状況をすべて対処し、すべて取り除き、すべて焼き尽くします。十字架は、焼き尽くす炎が燃えている大きな青銅の祭壇のようです。すべてを裁き、一つ残らず清め、空っぽにし、空き地にします。


  しかし次に、他方において、神がその基礎を据えられたので、この手紙の残りの章では新たな展望が見えてきます。今や、神は何でも行えます。八章には多くの事が述べられているのを私たちは見いだしました。八章は神の永遠のご計画と予知について、神の素晴らしい御思いと構想について述べています。神は人々を選び、予定し、子とし、御子のかたちに同形化されます。被造物は腐敗から贖われ、神の子供たちは束縛から解放されます。今や、すべてが実現に向けて動き出したかのようです。なぜなら、十字架が道を清めたからです。


  ですから、これが思い描くようあなたたちにお願いした絵図の最初の項目です。すなわち、十字架です。十字架は神の手段であり、他のあらゆるもののためにこの基礎を確保します。


  コリント人への第一の手紙


  さて、この十字架から放射される光線を何本か描いてください。最初の線はコリント人への第一の手紙に到達します。ここで十字架が適用されます。しかし今や、適用先はこの世の諸々の状況や教会外の諸々の状況ではなく、十字架と一致していない信者たちの間の諸々の状況です。使徒は十字架の意義を示します。十字架は、天然の人、肉的な人、そのすべての働きに対して効力を及ぼすべきものであり、そのような人が神の民の間に存在することによって生じたすべての問題――第一の手紙の中に描写されている、分裂やコリント教会の恐るべき問題のその他の状況――に効力を及ぼすべきものです。彼は言います、「私はあなたたちのところに行った時、あなたたちの間で十字架につけられたイエス・キリスト以外、何も知るまいと決心しました」（一コリ二・一、二）。ですから、ローマ人への手紙から発する最初の「放射」は、十字架の意義と合致しない教会内のあらゆる状況に対するものです。こうした問題が解決されないかぎり、神は建造にとりかかれません。


  この第一の手紙で、使徒は「基礎はすでに据えられています」とコリント人たちに告げていることがわかります。「私は賢い建築家のように基礎を据えました。そして、他の人々がその上に建てています。しかし、その上に何を建てるのか、各自は注意しなさい」（一コリ三・十）。この手紙の中に見られる諸問題は、すでに指摘したように、神がそれに対して「否」と言われるものです。神は言われます、「だめです、そうしたものをわたしの基礎の上に置いてはいけません。わたしの基礎はそれよりも尊い何かのためなのです。この清められた土地にそうしたものを受け入れることはできません――そうしたものは再びすべてをガラクタにしてしまうので、わたしたちはすべてを焼き尽くす働きを最初からやり直さなければならなくなるでしょう。なぜなら、十字架に合致しない働きは、たとえだれの働きであっても、火や煙となって昇っていくことになるからです――後には何も残らないでしょう」。


  ですから、これがローマ人への手紙から届く、十字架の最初の到達圏です。十字架は主の民の間にある、神が意図された十字架の意義と一致しない諸々の状況に触れます。神はそのようなものに対してことごとく「否」と言われます。「わたしはそのようなものをわたしの基礎の上で用いるつもりはありません。そのようなもので建造するつもりはありません。それを取り除きなさい。その後で、わたしたちは建造にとりかかりましょう」。前の章で見たように、こうした諸問題はコリント人たち自身によって対処されました。火が彼らの間で燃えました――悔い改めの火、自己を裁く火、清めの火、砕かれた心の火が燃えたのです（二コリ七・十一）。何かが起きて、彼らはこうした諸々の問題を対処したのです。


  コリント人への第二の手紙


  二番目の放射光線はコリント人への第二の手紙に至ります。この手紙では、コリントにある教会に大いなる証しの回復がありました――その地で、その都市で、世界で、証しの回復があったのです。傷つけられて損なわれた証しは、今や回復可能です。このような心の状態、このような霊の状態――砕かれた、謙遜で、深く悔いている、主の御前に自分をとても低くして、「主の御言葉におののいて」いる状態（イザ六六・二）――を神が見いだされる時、神はこの世における証しに関する事柄を進めることができます。つまり、今や神は建造することができるのです。このような状況を神が獲得される時、外側で事が生じ始めます――大した努力は必要なく、まさに事が起き始めるのです――なぜなら、そのただ中で神の強大な力の大能が表されるからです。


  この手紙で使徒は言います、「『暗闇の中から光が照り出でよ』（あるいは、最初の創造の時のように『光あれ』）と仰せになった神は、私たちの心を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださいました」（二コリ四・六）。その数節前で使徒は言いました、「私たちは主の栄光を見つめつつ、栄光から栄光へと主と同じかたちに変えられていきます」（三・十八）。これが証しです。内側の状況が対処される時、ごく自然に輝きが外に現れます。それは深く、とても静かな神の働きの結果です。神が一番目の混沌に向かって、「光あれ！」と命じられた時、あまり大きな物音はなかったと思います。神が御力を示される時、決して大きな物音は必要ありません。ハバククの言葉を用いると（ハバ三・四）、「神は御力を隠される」のです。しかし、それは御力を極小化することではありません。神がただ語られるだけで、途方もないことが起きます。神はただ「光あれ！」と言われただけでした――しかし、この創造された世界における光の力と威力を見てください。光はなんと恐るべきものでしょう！――しかし、たった一言で光が生じたのです。これは象徴的です。


  しかしこのコリントでは、状況が正された時、この光が輝き出ました。このような方法で光は輝くのです。宣伝、広告、組織化、途方もない熱狂や情熱的活動といった大騒ぎは必要ありません。証しが存在するなら、人々はその証しを知るでしょうし、感じるでしょう。状況が正しければ、何かが起きるでしょう。もし何も起きていないなら、自分たちの状態を見直した方がいいでしょう。


  ガラテヤ人への手紙


  十字架が放射する三番目の光線は、前の章で見たように、私たちをガラテヤ人への手紙に導きます。この手紙では、十字架の結果生じる御霊による命が示されています。十字架は御霊による命を生み出します。それは真の霊的キリスト教を生み出します。これは何もかもが外面的な、たんなる職業的、形式的、儀式的なキリスト教の類とは異なります。御霊による命――これは力強いキリスト教、真の霊的なキリスト教です。それはなんと実際的で、なんと効果的でしょう！ガラテヤ人への手紙に来る時、私たちはこれに到達します。この手紙が告げるところによると、十字架は御霊によって生活の中に働くものであり、真のキリスト教とは霊的なものなのです。


  「エペソ人への手紙」と「コロサイ人への手紙」


  これまで述べてきた短い概要を携えて、今、（いわゆる）「エペソ人への手紙」と「コロサイ人への手紙」という双子の手紙に記されている、二、三の追加的思想に向かうことにします。この二つの手紙が双子の手紙であることはきわめて明らかです。この二つの手紙を読むと、この二つの手紙はほとんど同じ主題を網羅しており、それぞれ強調点が異なるだけであることがわかります。そして、この二つの手紙を読むとき、途方もない事柄に遭遇します。


  第一に、この二つの手紙では、他のすべての手紙と同じように、十字架が基礎であることに注意してください。エペソ人への手紙は、「私たちは違反と諸々の罪の中で死んでいましたが、彼と共に生き返らされ、よみがえらされました」（二・一、五、六）と述べています。十字架がそこにあります。コロサイ人への手紙では、「キリストの割礼により肉の体を脱ぎ捨てて、バプテスマにより彼と共に葬られた」（二・十一、十二）と記されています――ここにも十字架が出てきます。十字架が基礎であり、十字架が重点です。十字架はローマ人への手紙から続く基礎なのです。


  次に、これを理解する時、あなたは二つの偉大な事実に出会います。「この二つの事実は、神がかつて示された事実の中で最も偉大なものである」と言えると思います。この二つの事実は実に素晴らしい事実です。ただし、私たちはこの二つの事実を、聖書で読んだ文字としてではなく、心で感得した現実として理解する必要があります。そのためには、何かが私たちに起きなければなりません。


  あなたはこれまで神の御言葉を読んでいて、圧倒されて呆然としたことがあるでしょうか？おそらく、極東で務めをしていた時に起きた面白いささやかな出来事を用いて、これを説明できるでしょう。ある日のこと、私は集会で話をしていました――もちろん通訳を通してです――すると、私の横で中国語に通訳していた親愛なる兄弟が突然、どうしようもなく笑い出したのです！そこに兄弟はいたのですが――笑いを抑えられなかったのです。すると、人々がそれにつられて同じように笑い出しました！さて、この親愛なる兄弟は平静に戻ることができませんでした。戻ろうと努めてもがいたのですが、もがけばもがくほど抑えがきかなくなるようでした。少なくとも――私は何もおかしなことを言ったつもりはありませんでしたし、そのような笑いを誘うことは何も言いませんでした。私は待たなければなりませんでした。そして、「これは一体何でしょう？一体全体この笑いを引き起こすどんなことを言ったのでしょう？」と不思議でした。少しして、通訳の兄弟が少し落ち着きを取り戻したので、私たちは先に進んだのですが、またもや笑いが兄弟を捕らえ、兄弟は笑い出すのでした。このようなことが一度ならず起きたのです。


  そこで後で、その兄弟が一人でいる時に彼をつかまえて言いました、「さあ、兄弟、言ってください。私が何を言ったので、あなたや人々は笑い出したのでしょう？何かあなたにとって、とてもへんなことや、とてもおかしなことを言ったのでしょうか？」。兄弟は言いました、「そんなことはありません、兄弟。決してそういうことではありません。ただ以前見たことがないものを見ただけです。ただそれだけです。そのようなものはそれまで見たことがなかったのです！」。


  つまり、こういうことです。神の御言葉の中に何かを見る時、あなたは呆然とすることがありえるのです――それはあまりにも新鮮で、新しいのです！御言葉に慣れっこになってしまって、もはや御言葉を聞いても何も起きず、何も感興を覚えなくなってしまうことから、主は私たちを解放してくださいます。この親愛なる中国人の友人たちのように、私たちもそうでなければなりません。しかし、この話はついでの話です。この二つの手紙に来る時、私たちの目が真に開かれているなら、私たちはいくつかの事柄を見ます。それらの事柄は綿密に計算されており、私たちは息を飲んで、我を忘れてしまいます。それらの事柄は本当にとても素晴らしいからです。おそらく、私がそれに言及しても、あまりにも慣れっこになっているので、あなたたちは全く感動しないでしょう。あなたたちはその文字はよく知っています。しかし、どうか主が、これらの文字の実際の衝撃力と意味を私たちに幾らかでも実感させてくださいますように。そこで、エペソ人への手紙と称されているこの手紙の鍵と総計が何か、見ることにしましょう。


  エペソ人への手紙：万物をキリストの内に


  この手紙には素晴らしい豊かさがあります――この手紙は実に豊かな手紙であり、ほとんどすべての節で私たちは我を忘れます――このあらゆる豊かさのただ中に、小さな句があります。この句はこの手紙全体の要約であり、この手紙の目的と意義を実際に示しています。この句のようにすべてを含む句を握ることは常に大きな助けになります。その句とはこれです、「……御旨の奥義（中略）これは神がご自身で計画されたものであり、時の満ちるに及んで実現されます。それによって、神は天にあるものも地にあるものも、万物をキリストの内にまとめようとされたのです」（一・九、十）。「万物をキリストの内にまとめようとされた」。この「まとめる」という言葉は、おそらく、使徒が真に言わんとしていることや実際に述べていることを伝えきれていません。この言葉は多くのことを網羅しますが、「万物をキリストの内に結集しようとされた（あるいは、包含しようとされた、という言葉の方がいいでしょう）」と言った方がいいでしょう。


  人の分裂


  罪がアダムを通して入って来た時、分裂の一大過程が始まりました。第一に、人自身の内で分裂が始まりました。人はもはや単一の実体ではなくなり、分裂した人格を持つようになりました。アダムの子孫はみな、人格が分裂しています。その性質や構成のどの部分も、内戦状態にあります。アダムの子孫はみな、分裂した人であり、自分自身の内に争いを抱えています。これは私たち全員に言えるのではないでしょうか？自分の性質、成り立ち、構成の中には完全な調和を物語るものが全くないことを、私たちはいやというほど知っています。私たちの内側には戦いがあります――私たちの成り立ちの中に戦いがあり、私たちの気質の中に戦いがあり、私たちの存在全体の中に戦いがあります。私たちは粉々であり、分裂しており、バラバラです。これが人自身の内に起きたのです。


  次に、最初の二人――当時二人しかいませんでした――男とその妻との間に分裂が生じました。二人の間に生じた崩壊と混乱の数々の要素を見ることができます。男は女を責め始めました。これが家庭内不和の始まりです。その前は、素晴らしい合一と調和がありました。御言葉は、二人は「一体」であった、と述べています（創二・二四）。しかし今、何かが侵入して、二人はもはやそうではなくなってしまいました。エデンの園から追放された時、二人は間違いなく、「これはすべてあなたの責任です！」と互いに責め合ったことでしょう。非難合戦等々――私たちはこの類のことに慣れています。二人の間に分裂が入り込み、人生に緊張が生じました。


  次に、この二人からどのような家庭が生じたのでしょう？カインとアベルの物語があります。彼らは最初の子供であり、不和、分裂、崩壊の中に巻き込まれ、ついには殺人にまで至りました。この家庭から、分裂は人類に及び、ついにあの大分裂が起きました。この大分裂により、人類はとても多くの言葉を持つ民族に分かれました。今日あるとおりです。全人類は粉々になってしまい、完全なる不調和の状態にあります。この流れを追って行くなら、旧約聖書を読み終える前に、全人類がユダヤ人と異邦人という互いに相容れない二つの部分に分かれたことがわかります。ユダヤ人と異邦人は互いに苦々しい敵意を抱いていました。ユダヤ人は異邦人を「犬」――汚れた者――と呼んで、異邦人と関わろうとしませんでした。異邦の民はユダヤ人に反感を抱きました。異邦人がこれまで何を行ってきたのか、また今日何を行いつつあるのか、私たちは知っています。今日の人類の状況は、粉々で、散り散りの、不和と憎しみ、喧嘩や争いや戦いや戦争の状況にあります。中心から周辺に至るまで、人類はみな散り散りで、互いに争っています。人類には何の調和、合一、まとまりもありません。


  神の秘密


  しかし、神には一つの秘密がありました。神はこれをすべてご存じであり、何が起きるのかご存じでした。神はどんな出来事があるのかご存じでした。そして、その問題に応じるために、ご自身の方法を考案されたのです。この恐ろしい問題を解決する方法に関して、神は御心の中に一つの秘密をお持ちでした。この秘密のことを、パウロはこの手紙や他の手紙の中で「奥義」と呼んでいます。神はどのようにこれを行われるのでしょう？神は「万物をキリストの内にまとめ、結集」されます。神は御子を新創造を統合するための中心・領域とされます。新創造の中には、こうした分裂や争いはもはや全くありません。「万物をキリストの内に結集する」こと――これがエペソ人への手紙の要約です。私は言いますが、たとえ今まで何度これを聞いてきたとしても、これは私たちに衝撃を与えるにちがいありません。


  それから、これに関連して三つのことが見えてきます。


  第一に、キリストの十字架です。ここでパウロが「敵意はほふられた」（二・十六）と述べていることに注意してください。十字架に関する多くの観念や教えがありますが、この御言葉は素晴らしいことを述べています。すなわち、十字架により、この敵意は制されて、滅ぼされたのです。私たちのだれかの内に十字架の真の働きがなされる時、この類の国民的、国際的、個人的、社会的分裂はなくなり、クリスチャン間の分裂すらなくなります。十字架はそうしたものをすべて対処するための道具であり――実際に対処するでしょう。十字架が真に私たちの存在の内奥にまで達するなら、私たち自身の状況や、私たちと他の人々との間の状況は一変するでしょう。十字架は何らかの働きを行います。そのため、私たちはもはや決して天然的立場に基づいて互いに交わらなくなります。天的立場、霊的立場、キリストの立場に基づいて互いに交わるようになるのです。


  第二に、キリストが交わりの焦点、領域となります。私たちは「キリストの中で」交わります。「万物をキリストの内にまとめるため」――これは偉大な御言葉です。「キリストの中に（in Christ）」というこのささやかな句がどれほど多く登場するのか注意してください。すべては「キリストの中に」あります。キリストは、この素晴らしい新しい統合体の中心であり、領域です。使徒は言います、「一つ御霊の中で、私たちはみな、一つからだの中へとバプテスマされました」（一コリ十二・十三）。


  第三に、この手紙から明らかにわかるように、教会はこれをすべて入れるための器です。神の秘密は、御子が焦点となることだけでなく、教会がこの合一を展覧するための器となることです。現状がそうでないのは、なんという悲劇でしょう！しかしそれでも、すでに述べたように、教会の真の表現がある所には、こうした分裂させるものは外側にあり、神の愛によるこの力強い統合が内側にあるのを、見いだします。


  もちろん、私たちはこのような句や用語に慣れ親しんでいます。しかし、次のことを理解するのはきわめて素晴らしいことです。すなわち、時が満ちる時（まだ「時が満ちる」には至っていませんが、その時はとても近いと思います）、神は万物をキリストの内に結集させようとされるでしょう――地理的に物質的に結集するのではなく、霊の一つの輝かしい実体の中へと結集されるでしょう。神はそうしようと決意しておられます。この御旨が実現する日は素晴らしい日でしょう。


  「敵意を十字架によってほふり」（二・十六）。親愛なる兄弟、親愛なる姉妹、これに注意を払ってください。もしあなたとキリストにある別の兄弟姉妹との間に敵意があるなら、それは十字架を否定することです。それはキリストを否定することであり、教会を否定することです。これはとても厳粛なことです。あなたは他の兄弟や他の姉妹に対して敵意をお持ちでしょうか？「十字架により敵意は滅ぼされた！」とこの御言葉は述べています！十字架が取り除いたはずのもの――そうです、十字架は確かに取り除いたのです――が依然としてあるなら、十字架はどこにあるというのでしょう？キリストはどこにおられるというのでしょう？御霊はどこにおられるというのでしょう？教会はどこにあるというのでしょう？ここにはその余地はありません。


  三章でパウロは次のような偉大な祈りを祈ります（十四～十九節）、「私は父に向かって膝をかがめます……」。ですから、私たちは家族なのです！これが核心です。真の父親、真の家族の主な特徴は何でしょう？それはここでパウロが述べているもの――すなわち愛です。彼の言葉を聞いてください、「キリストが信仰を通してあなたたちの心の中に住んでくださいますように。それはあなたたちが愛の中に根ざし土台づけられ、強められて、すべての聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深さを理解し、人知を超えたキリストの愛を理解するためです……」。こんなに大きな寸法の愛があるのです。この愛は、粉々になったものをすべてキリストの内に結集するというこの目的を達成できます。このような広さ、長さ、高さ、深さを持つ、強い、強い愛だけが、これを行えます。この愛は偉大であり、十分にこれを行えます。しかし、あなたや私はすべての聖徒と共に、強められて、この愛を理解しなければなりません。この愛を理解するなら、神は目的を遂げられます。


  コロサイ人への手紙：回復された「豊かさ」


  この「双子の手紙」の二番目であるコロサイ人への手紙については、簡単に見ることしかできません。この手紙で述べられている重大な御言葉、声明は何でしょう？それはこれです、「御子の中にあらゆる豊かさを宿らせることを、御父は大いなる喜びとされました」（一・十九）。「そして、あなたたちはキリストにあって満たされているのです」（二・十）。何が起きたのでしょう？


  第一に、創造を開始するにあたって、偉大な陶器師は言わば美しい器を創造し、成形し、形成し、形造られました。そして、その器を離れて立って見て、「とても良い」と言われました。そして、その器をご自身の豊かさで満たされました――この創造された世界という器の中に彼はなんという豊かさを満たされたことでしょう！この創造された器は、今なお、なんと豊かで、美しく、神の栄光を現しているのでしょう！しかし当初、この器は汚れなき美しさと栄光で満ちていたのです。次に、大いなる敵がやって来て、この器に一撃を加え、粉々にしてしまいました。その神聖な霊的豊かさはすべて漏れ出てしまいました――なくなってしまいました。そしてその代わりに、かつての状態と比較すると、荒廃と空虚としか言えない状態になってしまったことがわかります。


  今、この偉大な陶器師が戻って来て、「その器を別の器に造り直」そうとされます。そうすることを彼は喜ばれたからです（エレ十八・四）。この器とは――教会です。「しみや、しわや、その類のものが何もない栄光の教会」（エペ五・二七）、これが主の器であり、美しい器です。主がご自身の御旨と、教会を通して実現しようとしているあらゆる事柄とを思いつつ、ご自身の御思いとご自身の理想にしたがって教会をご覧になる時、主は「栄光の教会！これはとても良い」と仰せになります。そして、このコロサイ人への手紙の中に、私たちは再びあらゆる豊かさで満たされた、この造り直された器を見ます！この器は修復され、破片はすべて一緒にされました。この器にひび割れや継ぎ目は見つかりません。ここで主が持っておられる教会は、かつてのように一つの美しいまとまりです。そして、主は再びそれをご自身のあらゆる豊かさで満たされます。「あなたたちが満たされて、神のあらゆる豊かさに至りますように」（エペ三・十九）が使徒の祈りです。「御子の中にあらゆる豊かさが宿っており（中略）あなたたちはキリストにあって満たされているのです」（コロ二・九、十）。これがあるべき姿です。


  強調すべき一つの点は次のことです。これは神が完成しようとしておられる一つの過程であり、神がそれに向かって働いておられる一つの目的ですが、他方、私たちは次のことを覚えておかなければなりません。すなわち、この大いなる輝かしい御旨――万物をキリストの内に「結集」して、この「結集された」器を彼のあらゆる豊かさで満たすこと――が達成されるには、十字架の継続的働きが必要なのです。これがこれまでのページで見てきたすべてのものが突き付ける課題であり、神の偉大な御旨に関して十字架があらゆる点で突き付ける課題です。この再統合は、主がもしご自身の道を行くことを許されさえすれば、十字架という手段によって有効になります。この統合、合一に反するものが何かある場合、その原因を辿って行くと、十字架の働きに反対していたものや反対しているものに常に行き着きます。これは私たち自身の生活、私たちの会衆、私たちの交わり、私たちの群れにもあてはまります。依然として崩壊、分裂、不調和を指し示すものが何かあるとき、物事が破壊されていて、一つの実体ではなく、一つのまとまりではないとき、その原因を辿って行くと、何らかの方面で十字架にその働きを許さなかった失敗に行き着きます。これが総括的な唯一の説明です。十字架が実際にその働きをなす時、自然に統合されるのです。


  合一に至る道は、外側から継ぎ当てをすることではありません――合一に至る道は、生活の中に十字架が働くことです。十字架が自分の存在中に働くことを教会が真に許す時、分裂の問題は解決されます。もし霊的に貧しく、欠乏しており、霊的能力を制限されていて、この豊かさを知らないなら、それは同じ理由によります。十字架が働くなら、ごく自然に度量が増し加わることがわかります。キリストに反するものを道からどける時、常にそうなのです。


  結論


  そこで、最初の問いで終わることにします。「誰に主の御腕は現されるのか？」。神が自分と共にいてくださって、御力と助けと保護と解放と支援をもって自分に味方してくださることに、少しでも関心を寄せているなら、あるいはそれを少しでも願っているなら、これがその道です。イザヤ五三章のこの問いに対する答えは、この同じ章の中に見つかります。主の御腕は、十字架に行って十字架を忍ばれたこの御方に対して、十字架ですべてを手放された御方に対して、十字架で恥と不名誉の中に下って行かれた御方に対して、十字架で自分のものをすべて失われた御方に対して現されます。この御方に対して主の御腕は現されるのです。そして、主の御腕はこの御方と共にこの道を行くすべての者に対して現されます。歴史はその最大の証拠です。歴史を通して、神の御腕は御子のために現されてきましたし、これからもずっとそうでしょう。また、神の御腕は御子と共にいる十字架につけられた男女――十字架につけられた諸教会（複数形）――十字架につけられた教会（単数）のためにも現されてきましたし、これからもずっとそうでしょう。


  私たちがとても好んでいる一つの節があります、「主の目は全地をあまねく行き巡り、ご自身に対して心が完全な者のために、力強くご自身を示される」（二歴十六・九）。十字架は道具であって、私たちの心が主に対して完全であるかどうか、私たちに何らかの個人的関心や、この世的関心や、二心がないかどうかを試します。「完全（perfect）」という言葉は「尽くしていること（complete）」「全き（whole）」を意味します。主は、ご自身に対して心を尽くしている者のために、力強くご自身を示されます。十字架上の主イエス以上に、神のために尽くす全き心の人の姿が一体どこに見つかるでしょう？


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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